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【江津市５６】江津市有福温泉町本明 松下氏宅東 泰雲院殿碑 

所在地 江津市有福温泉町本明 松下氏宅東 

北緯３４°５６′１５．０３″／東経１３２°１２′１３．０４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市５７】江津市有福温泉町本明 本明山登山口 正明君碑 

所在地 江津市有福温泉町本明 本明山登山口交差点 

北緯３４°５６′０６．６１″／東経１３２°１２′３３．２７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
面
］
慶
応
元
年
／
乙
丑
十
月

廿
六
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
石
見
潟
第
七
号
」
で
は
「
ス
ス
玉

前
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
碑
。
赤
道

と
思
わ
れ
る
細
い
道
が
あ
り
、
高
さ

約
85
㌢
の
擁
壁
の
上
に
立
っ
て
い

る
。
自
然
石
で
傷
み
は
な
い
が
、
か

な
り
前
方
に
傾
い
て
い
る
。 

２
段
目
台
石
に
卒
塔
婆
を
立
て
る

溝
が
細
工
し
て
あ
り
、
古
い
卒
塔
婆

が
立
て
て
あ
っ
た
。
以
前
は
定
期
的

に
供
養
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ91/幅36/奥行35 
台石１段目（円形） 
 高さ23/直径165 

台石２段目 
 高さ10/直径不明（埋没） 

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
正
明
君
碑
（
右
に
）
明

治
廿
九
年
（
左
に
）
十
月
廿
六
日
（
下

に
）
谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
石
見
潟
第
七
号
」
で
は
「
本
明
宅

前
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
碑
。
本
明

山
の
登
山
口
の
交
差
点
の
広
場
に

あ
る
。
台
石
一
段
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
で

周
囲
を
囲
ん
だ
円
形
と
い
う
珍
し

い
形
。
創
建
は
明
治
29
年
な
の
で
ど

こ
か
の
時
点
で
手
入
れ
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。 

す
ぐ
そ
ば
に
令
和
３
年
と
書
か
れ

た
卒
塔
婆
が
立
て
て
あ
っ
た
。
継
続

的
に
供
養
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ84/幅35/奥行29 
台石１段目 
 高さ19/幅74/奥行107 

台石２段目 
 高さ20/幅123/奥行不明 
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【江津市５８】江津市有福温泉町本明 千代延氏宅西 正明碑 

所在地 江津市有福温泉町本明 千代延氏宅西 K50沿い 

北緯３４°５６′２９．０５″／東経１３２°１２′３３．３２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市５９】江津市有福温泉町本明 福田八幡宮参道 井戸君碑 

所在地 江津市有福温泉町本明 福田八幡宮参道右手 

北緯３４°５５′４５．５２″／東経１３２°１３′０７．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
28
年
（
１
８
９
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
八
年
十
月
二
十

六
日
立
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
石
見
潟
第
七
号
」
で
は
「
温
泉
小

学
校
上
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
碑
。

高
さ
が
「
上
」
と
解
釈
し
て
元
小
学

校
の
裏
山
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

出
会
っ
た
方
か
ら
「
上
（
か
み
）」
で

は
な
い
か
。
道
路
沿
い
で
見
た
よ
う

な
気
が
す
る
」
と
助
言
を
い
た
だ

き
、
県
道
50
号
沿
い
の
千
代
延
さ
ん

宅
で
お
尋
ね
し
て
発
見
で
き
た
。 

 

台
石
は
あ
る
が
埋
も
れ
て
お
り
、

幅
、
奥
行
き
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ81/幅45/奥行47 
台石１段目 
 高さ25/幅100/奥行108 

台石２段目 
 高さ40/幅159/奥行213 

【
建
立
年
】
明
治
26
年
（
１
８
９
３
） 

【
建
立
者
】
福
田
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
有
六
年
／
旧
十

月
廿
六
日
／
福
田
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

金
城
町
境
に
近
い
福
田
八
幡
宮
の

参
道
石
段
の
右
手
に
立
つ
。 

 

自
然
石
で
軟
ら
か
そ
う
に
見
え
る

が
傷
み
は
な
く
、
文
字
も
は
っ
き
り

読
め
る
。 

「
石
見
潟
第
七
号
」
で
は
「
境
内
」
と

あ
る
が
、
い
つ
の
時
点
に
か
参
道
ま

で
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
数
個
の

石
を
組
み
合
わ
せ
た
台
石
２
段
目

は
散
乱
気
味
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ111/幅55/奥行39 
台石 
 高さ38/幅不明/奥行不明 
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【江津市６０】江津市清見町 K297沿い 集会所横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市清見町 K297沿い 集会所横 

北緯３５°０２′２１．００″／東経１３２°１９′５８．７６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市６１】江津市井沢町 K297沿い 浜田屋横 井戸正□□ 

所在地 江津市井沢町 K297沿い 

北緯３４°５６′３７．３８″／東経１３２°１６′０５．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

再
建 

【
建
立
者
】
清
見
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
五
月
廿
六

日
没
／
井
戸
正
明
君
／
明
治
廿
三
年

己
丑
四
月
／
為
追
慕
建
之
／
世
話
人

／
吉
川
儀
十
郎
／
嘉
戸
幾
治
／
天
野

兼
太
郎
／
大
下
伊
作
／
松
本
啓
太
郎

／
山
崎
清
治
／
清
見
連
中
［
碑
石
左

面
］
平
成
九
年
／
十
一
月
三
十
日
再
建

／
世
話
人
／
盆
子
原
武
／
古
川
良
知

／
天
野
定
／
大
下
義
賢
／
山
崎
紘
一

／
大
下
数
年
／
山
崎
菊
雄
／
寄
付
者

／
河
上
弘
／
嘉
戸
嘉
憲
／
岩
本
芳
三

／
大
下
千
枝
子
／
大
下
マ
サ
子
／
嘉

戸
豊
／
河
上
俊
行
／
古
川
政
博
／
山

崎
積
／
山
本
勝
美
／
大
川
貢
／
大
下

フ
ミ
カ
／
坂
善
晴
／
古
川
剛
／
山
崎

房
美
／
林
保 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

明
治
22
年
の
旧
碑
を
、
地
域
住
民
挙

げ
て
平
成
に
再
建
し
た
碑
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
21
年
（
１
８
８
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
□
□ 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
有
八
癸
丑
暦
／

五
月
二
十
六
日
卒
去
［
碑
石
左
面
］

干
時
明
治
二
十
一
年
三
月
／
為
追

慕
建
之
［
碑
石
後
面
］
井
戸
正
明
碑

／
丼 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

桜
江
町
の
調
査
に
続
い
て
、
井
沢
町

と
清
見
町
を
調
査
し
た
。
桜
江
町
長

谷
か
ら
山
越
え
す
る
と
井
沢
、
清
見

両
町
は
近
く
、
２
基
の
碑
は
約
９
０

０
㍍
の
近
距
離
に
あ
る
。
清
見
町
の

墓
石
型
の
旧
碑
は
明
治
22
年
建
立

な
の
で
、
井
沢
町
の
碑
を
参
考
に
し

て
建
立
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

井
沢
町
の
碑
は
最
下
段
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
含
め
４
段
の
台
石
が
あ

る
が
、
福
光
石
で
傷
み
が
か
な
り
あ

り
、
正
面
の
「
井
戸
正
明
碑
」
の
文

字
も
ほ
ぼ
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ166/幅87/奥行67 
台石１段目 
 高さ20/幅99/奥行73 

台石２段目 
 高さ61/幅126/奥行126 

碑石 高さ106/幅37/奥行38 
台石１段目 
 高さ27/幅57/奥行58 

台石２段目 
 高さ23/幅78/奥行80 

台石３段目 
 高さ13/幅97/奥行120 

台石４段目（コンクリート） 
 高さ12/幅150/奥行150 
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【江津市６２】江津市桜江町川越鹿賀 春日神社本殿左 井戸神社 

所在地 江津市桜江町川越鹿賀 春日神社本殿左 

北緯３４°５７′４１．４１″／東経１３２°２６′５０．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市６３】江津市桜江町川越 元渡踏切西 井戸正明碑 

所在地 江津市桜江町川越 元渡踏切西 

北緯３４°５７′２７．７７″／東経１３２°２５′４４．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
祠
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

桜
江
町
の
井
戸
公
碑
は
「
次
世
代
へ

の
贈
り
も
の 

桜
江
の
碑
と
野
の

仏
」（
桜
江
碑
を
探
る
会
・
平
成
16

年
）（
以
下
「
野
の
仏
」
と
表
記
）
に

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

春
日
神
社
の
井
戸
神
社
も
「
当
時
の

神
官
等
が
大
森
の
井
戸
神
社
に
参

宮
勧
請
さ
れ
明
治
27
年
に
建
立
さ

れ
た
。
鹿
賀
の
氏
子
は
芋
殿
様
と
し

て
敬
い
、
毎
年
12
月
９
日
ご
ろ
薩
摩

芋
な
ど
を
お
供
え
し
て
感
謝
の
伝

統
を
守
り
続
け
て
い
る
」
と
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

 
 

   

（
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

廿
六
日
［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村

中
［
同
右
面
］
世
話
人
／
楸
元
十
／

中
原
丈
四
郎
／
石
橋
為
治
／
野
坂

英
三
郎
／
中
島
菊
四
郎
／
石
工
／

甚
四
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

「
野
の
仏
」
に
よ
る
と
、
以
前
は
現

在
地
よ
り
１
５
０
㍍
鹿
賀
寄
り
に

立
っ
て
い
た
が
、
三
江
線
敷
設
に
よ

っ
て
こ
こ
に
移
転
さ
れ
た
と
い
う
。

碑
石
は
傷
み
が
あ
っ
て
前
面
の
「
井

戸
正
明
碑
」
が
読
み
に
く
く
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
発
起
人
の
名
前
な
ど

は
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

祠 高さ320/幅208/奥行316 

碑石 高さ98/幅32/奥行32 
台石１段目 
 高さ22/幅51/奥行52 

台石２段目 
 高さ24/幅70/奥行70 

台石３段目 
 高さ18/幅93/奥行94 
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【江津市６４】江津市桜江町川越坂本 原田氏宅後 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市桜江町川越坂本 原田氏宅後 共同墓地 

北緯３４°５７′４２．８４″／東経１３２°２５′４１．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市６５】江津市桜江町川越大貫 興盛寺 （梵）泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市桜江町川越大貫 興盛寺 本堂左手 

北緯３４°５７′０６．４３″／東経１３２°２４′１０．１０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
） 

【
建
立
者
】
坂
本
・
渦
巻
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
下
に
）
坂
本
／
渦
巻
／
中 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
廿

六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
朋 

［
碑
石
左
面
］
安
政
四
年
／
立
之 

［
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
近
く
の
原
田
氏
宅

裏
の
共
同
墓
地
の
手
前
に
、
高
さ
約

80
㌢
の
広
い
石
の
台
が
あ
り
、
そ
の

上
に
地
蔵
、
無
縁
墓
な
ど
と
と
も
に

立
つ
。 

 

自
然
石
の
碑
は
か
な
り
堅
い
よ
う

で
、
前
面
の
碑
銘
は
は
っ
き
り
読
め

る
が
、
左
右
面
の
文
字
は
彫
り
が
浅

く
読
み
に
く
い
。
左
面
に
は
ほ
か
の

文
字
も
あ
る
よ
う
だ
が
読
め
な
い
。 

す
ぐ
そ
ば
に
「
坂
本
口
川
船
改
番
所

跡
」
の
解
説
板
も
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
（
８
人
の
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
義
岳
良

忠
居
士
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸

丑
年
五
月
二
十
六
日
［
碑
石
左
面
］

井
戸
平
左
衛
門
尉
正
明 

［
台
石
後
面
］…

…
…

／
松
屋
才
吉
／

ト
ク
ソ
原
勘
三
郎
／
竹
屋
森
平
／

森
脇
澤
吉
／
竹
添
菊
治
／
岡
田
屋

栄
蔵
／
山
本
屋
延
右
エ
門
／
馬
場

尻
良
平 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
２
６
１
号
沿
い
の
興
盛
寺
の

本
堂
の
左
手
に
、
無
縁
墓
、
五
輪
塔

が
並
ぶ
場
所
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に

立
つ
。
碑
石
は
福
光
石
と
思
わ
れ
、

少
し
傷
み
が
あ
り
、
苔
も
生
え
て
い

る
が
、
碑
銘
の
ほ
か
文
字
は
読
め

る
。 

 
 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ130/幅82/奥行38 
台石 高さ15/幅95/奥行103 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ112/幅39/奥行33 
台石 高さ25/幅106/奥行76 
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【江津市６６】江津市桜江町川越田津 正泉寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市桜江町川越田津 正泉寺 鐘楼横 

北緯３４°５７′０２．３６″／東経１３２°２３′４１．２８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市６７】江津市桜江町谷住郷日浦 R261沿い 不明 

所在地 江津市桜江町谷住郷日浦 R261沿い バス停近く 

北緯３４°５８′３０．４７″／東経１３２°１８′５２．４８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
39
年
（
１
９
０
６
） 

【
建
立
者
】
田
津
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 
［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
五
月
二

十
六
日
於
備
中
国
笠
岡
没
／
代
官

井
戸
平
左
衛
門
正
朋
事
［
碑
石
左

面
］
明
治
三
十
九
年
十
一
月
建
之
／

發
起
主
大
世
話
人
／
坂
根
長
蔵
／

世
話
方
／
平
田
只
一
／
坂
根
常
一

／
坂
根
長
太
郎
／
小
松
安
一
／
坂

田
□
二
郎
／
坂
根
光
次
郎
／
□
田

友
太
郎
／
森
山
春
次
郎
／
月
森
貞

次
郎
［
二
段
目
台
石
前
面
］
川
越
村

大
字
田
津
中 

［
そ
の
他
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

「
野
の
仏
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
が

令
和
２
年
度
の
照
会
調
査
で
、
ご
住

職
と
江
津
市
教
委
か
ら
知
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
。 

碑
石
の
傷
み
は
少
な
い
。 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
９
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ77/幅26/奥行21 
台石１段目 
 高さ18/幅40/奥行40 

台石２段目 
 高さ20/幅56/奥行56 

【
建
立
年
】
万
延
２
年
（
１
８
６
１
） 

【
建
立
者
】
鍋
倉
・
日
裏
中 

［
碑
石
前
面
］
不
明
（
剥
落
し
て
読
め

ず
） 

［
碑
石
左
面
］
維
時
万
延
二
庚
酉
三
月

上
旬 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
円
蔵

／
施
主
／
鍋
倉
中
／
日
裏
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

令
和
３
年
、
道
路
工
事
に
伴
っ
て
約

１
５
０
㍍
西
か
ら
地
蔵
、
灯
籠
と
一

緒
に
移
転
し
、
花
立
て
な
ど
が
新
設

さ
れ
た
。
移
転
前
も
国
道
沿
い
だ
っ

た
も
の
の
山
影
だ
っ
た
が
、
新
天
地

は
整
地
さ
れ
た
広
い
場
所
で
明
る

く
な
っ
た
。 

「
野
の
仏
」
に
は
昭
和
50
年
前
後
に

約
１
㌔
山
道
を
登
っ
た
場
所
か
ら

移
転
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
今
回
２

度
目
の
移
転
と
な
る
。
碑
石
に
小
さ

な
亀
裂
な
ど
傷
み
は
あ
る
が
、
２
回

の
移
転
に
よ
く
耐
え
て
い
る
。 

 
 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

碑石 高さ95/幅34/奥行34 
台石１段目 
 高さ21/幅52/奥行51 

台石２段目 
 高さ26/幅68/奥行68 

台石３段目 
 高さ33/幅89/奥行89 

台石４段目 
 高さ13/幅120/奥行122 
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【江津市６８】江津市桜江町谷住郷 天神郷集会所横 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 江津市桜江町谷住郷 天神郷集会所横 

北緯３４°５８′００．２１″／東経１３２°２０′１５．１２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市６９】江津市桜江町谷住郷 長戸路集会所西 為泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市桜江町谷住郷 長戸路集会所西 

北緯３４°５９′４４．０３″／東経１３２°２１′２８．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
住
江
組
・
谷
組
・
入
野
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
年
（
左

に
五
月
二
十
六
日
） 

［
碑
石
右
面
（
碑
文
）［
碑
石
左
面
］
當
御

料
所
御
代
官
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
後
面
］
修
復
再
建
／
平
成
十
二
庚

辰
年
三
月
吉
日
［
三
段
目
台
石
前
面
］

施
主
／
住
江
組
／
谷
組
／
入
野
組 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
域
か
ら
国
道
２
６
１
号
に
出
る

県
道
の
拡
幅
工
事
の
際
に
御
影
石

で
再
建
さ
れ
た
。
新
碑
は
５
段
目
台

石
を
石
組
に
し
て
か
さ
上
げ
し
、
旧

碑
よ
り
68
㌢
も
高
い
総
高
さ
３
１

５
㌢
も
あ
る
、
見
上
げ
る
ほ
ど
の
碑

だ
。
碑
に
彫
っ
た
文
字
は
旧
碑
と
同

じ
内
容
と
し
、
施
主
名
も
旧
碑
と
同

じ
「
住
江
組
／
谷
組
／
入
野
組
」
と

し
て
先
人
に
敬
意
を
は
ら
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
５
年
（
１
８
７
２
） 

【
建
立
者
】
當
村
連
中 

［
碑
石
前
面
］
為
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠

居
士 

［
碑
石
右
面
］
明
治
五
壬
申
年
［
碑
石
左

面
］
大
森
先
／
（
梵
）
井
戸
平
左
衛
門

正
明
叓
［
碑
石
後
面
］
享
保
十
八
辛
丑

年
／
五
月
廿
六
日 

［
二
段
目
台
石
左
面
］
大
願
主 

當
村
／

戸
長
／
河
野
吉
三
郎
／
河
野
長
一
郎

／
石
田
久
五
郎
／
石
田
吉
治
良
／
石

田
健
治
良
／
安
本
只
三
郎
／
連
中
／

副
戸
長
／
朝
原
清
四
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

長
戸
路
に
は
現
在
住
ん
で
い
る
人

は
い
な
い
と
い
い
、
以
前
こ
こ
に
住

ん
で
い
た
方
に
電
話
で
お
尋
ね
し

た
。
集
会
所
西
の
道
路
わ
き
の
岩
山

の
上
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
裏
手

に
碑
が
立
つ
。
写
真
は
道
路
か
ら
見

た
左
面
。
前
面
は
隠
れ
た
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
傷
み
は
あ
る
が
文
字
は

読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
26
日
） 

碑石 高さ128/幅34/奥行31 
台石１段目 
 高さ22/幅56/奥行56 

台石２段目 
 高さ26/幅77/奥行77 

台石３段目 
 高さ31/幅97/奥行97 

台石４段目 
 高さ35/幅123/奥行123 

台石５段目（石組） 
高さ70/幅201/奥行196 

［
碑
石
右
面
碑
文
］ 

報
恩
供
養
修
之
讃
／
泰
岳
慈
雲
蓋

銀
山 

濟
民
藷
芋
絶
比
倫 

至
仁

身
殺
救
飢
餓 

毎
歳
向
秋
懐
此
人

／
日
笠
十
五
世
實
勇
撰 

碑石 高さ80/幅31/奥行24 
台石１段目 
 高さ25/幅52/奥行50 

台石２段目 
 高さ24/幅55/奥行54 

台石３段目 
 高さ12/幅74/奥行76 

台石４段目 
 高さ12/幅83/奥行86 

台石５段目（石組） 
高さ13/幅114/奥行86 
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【江津市７０】江津市桜江町川戸 薬王寺 泰雲院殿義岳□□大居士 

所在地 江津市桜江町川戸 薬王寺境内 

北緯３４°５７′３０．６９″／東経１３２°２０′１１．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市７１】江津市桜江町小田 新旧道交差点 井戸明君碑 

所在地 江津市桜江町小田 K41から西へ 50㍍ 

北緯３４°５６′５３．８５″／東経１３２°１９′５０．６５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
政
10
年
（
１
８
２
７
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
□
□
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
癸
丑
年
五
月

二
十
六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
尉
正

明
墓
［
碑
石
左
面
］
文
政
十
亥
年
／

六
月
吉
日
／
當
山
六
世
新
添
／
施

主
當
村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

江
津
市
桜
江
支
所
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
薬
王
寺
。
そ
の
駐
車
場
の
奥
に

碑
が
あ
る
。
舗
装
面
で
碑
も
き
れ
い

に
し
て
あ
る
の
で
新
し
そ
う
に
見

え
る
が
傷
み
は
あ
り
、
碑
石
前
面
の

碑
銘
も
一
部
剥
離
し
て
い
て
完
全

に
は
読
め
な
い
。
ご
住
職
に
よ
る
と

場
所
は
２
度
移
動
し
、
縮
小
し
て
い

る
と
い
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑
（
右
に
）

明
治
廿
四
年
（
左
に
）
十
月
廿
六
日

／
世
話
人
左
木
□
／
若…

…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
41
号
沿
い
の
小
田
営
農
組
合

の
角
を
西
へ
曲
が
っ
て
50
㍍
行
く

と
道
路
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。
黒
っ

ぽ
い
堅
そ
う
な
自
然
石
で
、
文
字
の

彫
り
が
浅
く
読
み
に
く
い
。
石
の
形

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い
る
の
で

井
戸
明
君
碑
の
文
字
も
飛
び
飛
び

に
彫
っ
て
あ
る
。 

 

標
高
は
県
道
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
が
、
２
０
２
０
年
の
水
害
で

も
、
県
道
東
側
の
田
は
冠
水
し
た

が
、
西
側
の
こ
の
碑
は
無
事
だ
っ
た

と
、
地
元
の
方
が
話
し
て
い
た
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

碑石 高さ67/幅36/奥行30 
台石１段目 
 高さ15/幅41/奥行37 

台石２段目 
 高さ22/幅60/奥行50 

台石３段目 
 高さ18/幅75/奥行58 

台石４段目 
 高さ61/幅103/奥行91 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ133/幅100/奥行78
台石（コンクリート） 
 高さ20/幅116/奥行93 
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【江津市７２】江津市桜江町今田 田淵氏宅横 旧会場跡 井戸明君碑 

所在地 江津市桜江町今田 田淵氏宅横道路沿い 旧会場跡 

北緯３４°５６′３０．０１″／東経１３２°２０′００．５４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市７３】江津市桜江町市山 市山八幡宮参道 井戸明君之碑 

所在地 江津市桜江町市山 市山八幡宮参道左側 

北緯３４°５６′２１．５９″／東経１３２°１９′０２．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
今
田
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
四
年
十
月
廿
六

日 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
今
田
中
／
世
話

人
／
湯
浅
幸
太
郎
／
森
下
友
太
郎

／
湯
浅
初
太
郎
／
渡
辺
竹
五
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
沿
い
に
一
段
高
く
な
っ
た
広

場
が
あ
り
「
野
の
仏
」
に
は
「
旧
会

場
敷
地
」
と
あ
る
。
そ
の
広
場
の
、

道
路
に
近
い
場
所
に
立
っ
て
お
り
、

堅
そ
う
な
す
ら
り
と
し
た
自
然
石
。

痛
み
は
な
い
。 

 
 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
26
日
） 

【
建
立
年
】
文
久
２
年
（
１
８
６
２
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
文
久
二
年
歳
次
壬
戌 

［
碑
石
左
面
］
十
月
祥
辰
建
立
之 

［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

参
道
の
途
中
に
あ
る
石
の
鳥
居
の

下
の
左
側
に
立
つ
。
台
石
を
４
段
積

ん
だ
総
高
さ
２
１
９
㌢
の
堂
々
た

る
碑
が
参
道
石
段
を
上
が
る
参
詣

者
を
出
迎
え
る
。 

 

福
光
石
と
思
わ
れ
る
墓
石
型
の
碑

だ
が
、
目
立
っ
た
傷
み
は
な
い
よ
う

だ
。 

 
 

     
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
26
日
） 

碑石 高さ152/幅50/奥行32 
台石１段目 
 高さ33/幅93/奥行66 

台石２段目 
 高さ7/幅111/奥行75 

台石３段目 
 高さ17/幅148/奥行115 

碑石 高さ122/幅34/奥行34 
台石１段目 
 高さ23/幅55/奥行55 

台石２段目 
 高さ24/幅75/奥行76 

台石３段目 
 高さ26/幅100/奥行100 

台石４段目 
 高さ24/幅126/奥行125 
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【江津市７４】江津市桜江町市山江尾 松野氏宅横 井戸明君之碑 

所在地 江津市桜江町市山江尾 松野氏宅横 

北緯３４°５６′０３．５２″／東経１３２°１９′１０．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市７５】江津市桜江町後山 集落センター横 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市桜江町後山 集落センター横 

北緯３４°５７′３９．６５″／東経１３２°１８′２８．８５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
10
年
（
１
８
７
７
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
君
之
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
年
／
丁
亥
七
月

日
／
区
長
／
渡
辺
竹
五
郎
／
佐
々

木
初
吉
［
碑
石
左
面
］
當
村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

松
野
氏
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
接
す

る
形
で
高
さ
約
60
㌢
の
広
い
台
石

を
造
り
、
耕
地
整
備
記
念
碑
と
井
戸

公
碑
の
２
基
が
並
ん
で
立
っ
て
い

る
。
自
然
石
だ
が
５
角
形
に
整
形
さ

れ
、
表
面
も
ほ
ぼ
平
ら
に
し
て
あ

る
。
硬
そ
う
な
石
で
、
碑
文
な
ど
の

文
字
の
彫
り
が
浅
く
読
み
に
く
い
。

傷
み
は
な
い
よ
う
だ
。 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
26
日
） 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
當
邑
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
大
森
前
御
代
官
／
享
保

十
八
年
／
癸
丑
五
月
二
十
六
日
／

井
戸
平
左
衛
門
正
明
［
碑
石
左
面
］

干
時
文
久
三
年
／
癸
亥
七
月
七
日

建
之
［
二
段
目
台
石
前
面
］
當
邑
中

／
世
話
人
／
百
姓
／
仁
三
郎
／
同

／
岩
太
／
庄
屋
今
田
助
右
衛
門
／

組
頭
／
伊
右
衛
／
同
／
勇
右
衛
門

後
山 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

後
山
集
落
セ
ン
タ
ー
横
の
道
路
沿

い
高
手
に
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立
つ
。

前
に
は
１
対
の
石
灯
籠
が
あ
る
。
構

造
、
碑
文
な
ど
て
い
ね
い
な
造
り
だ

が
、
苔
や
草
が
か
な
り
多
い
。
福
光

石
と
思
わ
れ
る
が
傷
み
は
少
な
く

文
字
は
読
め
た
。 

 
 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ137/幅60/奥行41 

碑石 高さ94/幅31/奥行31 
台石１段目 
 高さ20/幅53/奥行53 

台石２段目 
 高さ23/幅73/奥行73 

台石３段目 
 高さ9/幅94/奥行100 



 

 

110 
 

【江津市７６】江津市桜江町長谷 長谷西（松ケ下右） 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 江津市桜江町長谷 長谷西（松ケ下右） 

北緯３４°５６′１５．３２″／東経１３２°１６′３５．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市７７】江津市桜江町長谷 長谷東（横手上） 泰雲院殿 

所在地 江津市桜江町長谷 長谷東（横手上）道路沿い 

北緯３４°５５′３６．６４″／東経１３２°１６′３７．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

【
建
立
者
】
長
谷
村
・
徳
治
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
明
治
十
九
年
戌
三
月
立

造
［
碑
石
左
面
］…

…

世
話
人
／
長

谷
村 

湯
浅
万
吉
／
徳
治
組 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

井
沢
峠
か
ら
東
に
入
り
、
山
道
を
進

む
と
、
次
第
に
車
で
は
進
み
に
く
く

な
り
、
道
路
右
手
の
家
で
情
報
を
聞

い
た
。
前
の
道
路
に
車
を
止
め
て
約

３
０
０
㍍
歩
く
と
左
側
に
住
居
跡

が
現
れ
、
そ
の
奥
の
一
段
高
い
場
所

に
立
っ
て
い
る
。
石
を
４
段
も
積
ん

だ
３
段
目
の
台
石
が
１
㍍
以
上
あ

り
、
碑
石
は
51
㌢
と
小
ぶ
り
だ
が
、

全
体
で
は
１
８
５
㌢
に
な
る
。
石
質

は
福
光
石
で
、
か
な
り
傷
み
が
進
ん

で
お
り
、
文
字
が
や
っ
と
読
め
た
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
７
月
８
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
43
年
（
１
９
１
０
） 

【
建
立
者
】
長
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
隣
接
の
石
柱
］
明
治
四
十
三
年
八
月

日
建
／
長
谷
中
／
発
起
人 

山
下

□ 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

長
谷
西
の
旧
道
の
家
が
途
切
れ
た

あ
た
り
の
道
路
沿
い
の
高
手
に
、
地

蔵
と
並
ん
で
立
つ
。
台
石
が
な
い
碑

で
、
碑
石
そ
の
も
の
に
は
碑
銘
し
か

彫
っ
て
な
い
。
隣
に
石
柱
が
あ
り
、

そ
こ
に
建
立
年
、
建
立
者
の
情
報
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
石
碑
の
情
報
と

し
て
採
用
し
た
。 

 
 

   
 
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

碑石 高さ51/幅23/奥行23 
台石１段目 
 高さ14/幅35/奥行35 

台石２段目 
 高さ12/幅45/奥行45 

台石３段目（石組） 
 高さ108/幅147/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ114/幅73/奥行30 
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【江津市７８】江津市桜江町長谷 山中郷 迫田屋上 井戸正明碑 

所在地 江津市桜江町長谷山中郷 迫田屋上 

北緯３４°５５′１９．７２″／東経１３２°１５′４０．７７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市７９】江津市桜江町長谷 山中東 峠屋前 井戸君碑 

所在地 江津市桜江町長谷 山中東 峠屋前 

北緯３４°５５′０４．３１″／東経１３２°１６′１６．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
山
中
上
組 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
確
認
で
き
ず 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

建
立
年
、
建
立
者
情
報
は
「
野
の
仏
」

に
よ
る
。 

 

現
地
は
碑
の
す
ぐ
後
ろ
が
墓
地
に

な
っ
て
い
て
、
境
界
に
植
栽
さ
れ
た

生
け
垣
の
木
が
生
長
し
て
い
て
、
碑

石
の
左
右
面
、
後
面
の
文
字
が
確
認

で
き
な
か
っ
た
。 

 

「
野
の
仏
」
に
よ
る
と
こ
の
場
所
は

「
旧
川
戸
・
市
山
・
長
谷
・
山
中
・

追
原
・
三
又
温
泉
に
通
じ
る
往
還
道

で
、
巡
検
の
道
で
も
あ
っ
た
」
と
い

う
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 

【
建
立
者
】
山
中
村
下
組
・
八
戸
内
田

尻
組 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
碑 

［
碑
石
後
面
］
石
工 

日
貫
村 

右
森
藤

太
郎
／
明
治
廿
年
八
月
吉
日
／
山

中
村
下
組
／
寄
付
人
廿
名
／
八
戸

内
田
尻
組
／
寄
付
人
八
名 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

峠
に
近
い
道
路
の
法
面
を
削
っ
て

４
段
の
台
石
を
積
ん
で
い
る
。
下
に

行
く
ほ
ど
広
い
台
石
と
な
り
、
法
面

の
擁
壁
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

碑
は
自
然
石
で
傷
み
は
な
く
、
創
建

時
の
姿
そ
の
ま
ま
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

  
 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ163/幅102/奥行23 
台石１段目 
 高さ17/幅280/奥行不明 

台石２段目 
 高さ４５/幅350/奥行不明 

碑石 高さ124/幅88/奥行55 
台石１段目 
 高さ44/幅150/奥行不明 

台石２段目 
 高さ37/幅245/奥行不明 

台石３段目 
 高さ70/幅400/奥行不明 
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【江津市８０】江津市桜江町長谷勝地 松納屋横  泰雲院碑 

所在地 江津市桜江町長谷勝地 松納屋横 交差点広場沿い 

北緯３４°５４′２８．２１″／東経１３２°１６′１１．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【江津市８１】江津市桜江町八戸 集会所 井戸君追慕碑 

所在地 江津市桜江町八戸 集会所 

北緯３４°５５′０２．４３″／東経１３２°１７′３１．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
明
治
35
年
（
１
９
０
２
） 

【
建
立
者
】
勝
地
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
碑 

［
碑
石
右
面
］
勝
地
組
中 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
五
年
八
月
吉

日
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
３
２
９
号
か
ら
下
っ
て
勝
地

に
入
る
と
川
の
近
く
が
変
形
の
交

差
点
で
、
交
差
点
が
広
場
に
な
っ
て

い
る
。
資
源
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
ほ
か
、
川
畔
に
は
家
古
屋
川
竣

工
記
念
碑
も
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
自
然
石
で
、
ソ
ラ
マ
メ
を
思

わ
せ
る
形
で
、
少
し
艶
も
あ
る
。
法

面
を
加
工
し
て
石
を
積
ん
で
場
所

を
造
り
、
こ
の
碑
だ
け
が
立
っ
て
い

る
。 

 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ113/幅52/奥行36 
台石１段目 
 高さ30/幅86/奥行51 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ62/幅174/奥行121 

【
建
立
年
】
明
治
41
年
（
１
９
０
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
追
慕
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
四
十
一
年
八
月
建

之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

八
戸
集
会
所
の
前
庭
、
道
路
側
に
立

つ
。
横
に
倉
庫
が
あ
る
の
で
、
東
側

か
ら
行
く
と
石
碑
を
見
つ
け
ず
に

通
り
過
ご
し
て
し
ま
う
。 

 

碑
石
は
細
い
卵
形
の
自
然
石
で
傷

み
も
な
く
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
て
、
台
石
ま
で
苔
も
全
く
な
い
。

二
段
目
の
台
石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
外
側
か
ら
石
が
は
め
込
ん
で
あ

る
。 

 

 
 

 
 

  
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
６
月
16
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ82/幅68/奥行80 
台石 高さ10/幅62/奥行60 
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【浜田市０１】浜田市下有福町 K50沿い 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市下有福町 K50沿い 

北緯３４°５６′４２．９５″／東経１３２°１１′１８．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市０２】浜田市大金町 大年神社前・姉金公民館横 井戸君之碑 

所在地 浜田市大金町 大年神社・姉金公民館横 

北緯３４°５５′４５．５４″／東経１３２°１０′５１．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
文
久
２
年
（
１
８
６
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
歳
五
月
廿

六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
文
久
二
壬
戌
年
／
十
月

建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
50
号
を
西
か
ら
進
む
と
、
江
津

市
有
福
温
泉
町
に
入
る
少
し
手
前
、

直
線
道
路
左
手
の
民
家
の
奥
に
立

つ
。
隣
に
民
家
の
墓
地
が
あ
る
。 

墓
石
型
だ
が
傷
み
も
苔
も
見
ら
れ

ず
、
文
字
も
読
め
る
。
黄
色
の
野
菊

が
供
え
て
あ
っ
た
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
８
月
26
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ118/幅65/奥行45 

【
建
立
年
】
安
政
６
年
（
１
８
５
９
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑
（
左
に
）

當
村
中 

［
碑
石
右
面
］
安
政
六
己
未
年
十
月
廿

六
日
／
庄
屋
上
有
福
住
／
千
代
延

治
郎
右
エ
門
／
組
双 

則
暢
／
新

一
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

令
和
２
年
度
の
照
会
調
査
で
下
有

福
町
の
光
現
寺
の
ご
住
職
か
ら
情

報
を
い
た
だ
い
た
も
の
。
以
前
は
少

し
北
側
に
あ
っ
た
こ
の
碑
と
忠
魂

碑
を
、
昭
和
28
年
ご
ろ
に
現
在
地
に

移
し
た
と
い
う
。
堅
そ
う
な
自
然

石
。
碑
の
前
に
置
い
て
あ
る
小
さ
な

丸
い
石
は
芋
を
供
え
て
い
る
形
と

い
い
、
松
江
市
な
ど
ほ
か
に
も
数
か

所
見
ら
れ
る
も
の
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ100/幅34/奥行33 
台石１段目 
 高さ23/幅67/奥行53 

台石２段目 
 高さ21/幅73/奥行67 
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【浜田市０３】浜田市大金町 K50交差点 泰雲院 

所在地 浜田市大金町 K50交差点 

北緯３４°５６′４９．０１″／東経１３２°１０′４８．２１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市０４】浜田市宇野町 市道三差路 泰雲院 

所在地 浜田市宇野町 市道三差路 

北緯３４°５５′３４．１２″／東経１３２°０９′２６．２２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
大
正
３
年
（
１
９
１
４
） 

【
建
立
者
】
大
津
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
後
面
］
大
正
三
年
十
月
建
之
／

大
津
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
50
号
の
三
差
路
の
角
の
一
段

高
い
場
所
に
、
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立

つ
。
道
路
と
の
境
に
は
ガ
ー
ド
パ
イ

プ
も
あ
る
。 

碑
は
白
っ
ぽ
い
自
然
石
で
大
き
め

の
ゆ
っ
た
り
し
た
台
石
が
３
段
積

ん
で
あ
る
悠
然
と
し
た
碑
。
碑
石
も

周
囲
も
と
て
も
き
れ
い
。
彫
っ
て
あ

る
文
字
も
大
き
い
の
で
読
み
や
す

い
。 

碑
の
前
の
花
立
て
に
は
色
と
り
ど

り
の
野
菊
な
ど
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ121/幅103/奥行64 
台石１段目 
 高さ24/幅150/奥行95 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ46/幅209/奥行133 

【
建
立
年
】
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
宇
野
町
再
建
委
員
会 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
右
面
］
な
し 

［
碑
石
後
面
］
平
成
二
十
二
年
一
月
吉

日
／
宇
野
町
再
建
委
員
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

令
和
２
年
度
の
照
会
調
査
で
宇
野

町
の
順
興
寺
の
ご
住
職
か
ら
情
報

を
い
た
だ
い
た
も
の
。 

 

平
成
22
年
度
、
砂
防
ダ
ム
工
事
に
伴

っ
て
近
く
か
ら
こ
の
場
所
に
移
転
、

再
建
さ
れ
た
。
市
道
三
差
路
の
広
場

に
石
を
埋
め
込
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
台
石
を
造
っ
て
、
地
蔵
と
並
ん

で
立
つ
。
彫
ら
れ
た
文
字
に
は
墨
が

入
れ
ら
れ
、
つ
い
最
近
で
き
た
も
の

の
よ
う
に
き
れ
い
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

碑石 高さ141/幅73/奥行25 
台石１段目 
 高さ26/幅120/奥行81 

台石２段目 
 高さ18/幅137/奥行115 

台石３段目 
 高さ37/幅185/奥行153 
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【浜田市０５】浜田市宇野町 河野氏宅横 井戸平左衛門正明顕彰碑 

所在地 浜田市宇野町 河野氏宅横 道路沿い 

北緯３４°５５′３７．７３″／東経１３２°０９′２９．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市０６】浜田市久代町荒相 太子堂前 井戸平左エ門正朋塚 

所在地 浜田市久代町荒相 太子堂前 

北緯３４°５６′２２．９１″／東経１３２°０９′０１．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
平
成
21
年
（
２
０
０
９
） 

【
建
立
者
】
河
野
氏 

［
碑
石
前
面
］
石
見
代
官 

井
戸
平
左

衛
門
正
明
／
顕
彰
碑 

［
碑
石
後
面
］
平
成
十
九
年
島
根
県
が

計
画
実
施
し
た
日
の
女
﨏
砂
防
工

事
に
依
り 
大
正
初
期
祖
父
河
野

丈
𠮷
が
建
立
せ
し
石
碑
の
位
置
移

設
と
な
る 

従
っ
て
祖
父
の
遺
志

を
継
承 

後
世
に
伝
え
る
べ
く
再

建
す
／
平
成
二
十
一
年
晩
秋 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

宇
野
町
の
碑
（
№
04
）
を
調
査
し
た

際
に
、
遠
目
に
白
っ
ぽ
い
碑
が
見
え

た
の
で
行
っ
た
と
こ
ろ
井
戸
公
碑

だ
っ
た
。
№
04
の
碑
か
ら
直
線
距
離

で
約
１
４
０
㍍
の
距
離
。 

 

碑
は
白
御
影
石
を
磨
い
た
も
の
で
、

最
近
新
設
し
た
よ
う
に
き
れ
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ40/幅19/奥行19 

台石 高さ14/幅30/奥行30 

【
建
立
年
】
天
保
３
年
（
１
８
３
２
） 

【
建
立
者
】
荒
和
村 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
エ
門
正
朋
塚

（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑
（
左
に
）

五
月
二
十
六
日 

［
碑
石
右
面
］
天
保
三
辰
四
月 

［
碑
石
左
面
］
荒
和
村
小
三
郎
／
重
次

郎
／
上
口 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

近
く
の
方
に
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
旧
浜
田
市
で
最
も
古
い
碑
で
、

碑
石
は
高
さ
40
㌢
と
小
ぶ
り
だ
。
福

光
石
と
見
え
る
碑
石
に
傷
み
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
文
字
も
は
っ
き
り
読

め
て
、
最
近
建
立
の
よ
う
に
も
見
え

る
。
碑
は
岩
盤
を
削
っ
て
場
所
を
作

っ
て
建
て
て
あ
り
、
上
部
が
覆
い
か

ぶ
さ
る
形
に
な
っ
て
、
こ
れ
が
屋
根

の
役
割
を
果
た
し
、
傷
み
が
少
な
い

の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ120/幅60/奥行25 
台石１段目 
 高さ32/幅90/奥行60 

台石２段目 
 高さ35/幅121/奥行143 
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【浜田市０７】浜田市久代町 浄土寺 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 浜田市久代町 浄土寺 

北緯３４°５７′０５．３９″／東経１３２°０８′２４．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市０８】浜田市国分町 国分寺跡入口 泰雲院殿 

所在地 浜田市国分町 国分寺跡入口 

北緯３４°５６′４１．３５″／東経１３２°０７′２０．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

【
建
立
年
】
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

再
建 

【
建
立
者
】
久
代
自
治
会 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
後
面
］
こ
の
碑
は
享
保
十
七
年

（
西
暦
一
七
三
二
）
の
大
飢
饉
の
際 

大
森
代
官
井
戸
平
左
衛
門
が 

薩
摩

の
国
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
種
を
取
り

寄
せ
栽
培
さ
せ 

ま
た
年
貢
の
免
除

を
行
な
い 

餓
死
者
を
出
さ
な
か
っ

た
こ
と
を
通
称
芋
代
官
さ
ま
と
讃
え

て 

こ
の
地
に
建
立
さ
れ
て
い
た
も

の
を
一
九
九
三
年
一
二
月
吉
日
再
興

し
た 

久
代
自
治
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

久
代
駅
に
近
い
浄
土
寺
に
再
建
さ

れ
た
。
卒
塔
婆
が
何
本
か
あ
り
、
毎

年
供
養
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ187/幅71/奥行59 
台石１段目 
 高さ34/幅81/奥行97 

台石２段目 
 高さ21/幅150/奥行150 

【
建
立
年
】
安
政
６
年
（
１
８
５
９
） 

【
建
立
者
】
国
分
村 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
安
政
六
未
年
三
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

元
は
金
蔵
寺
近
く
の
往
還
道
に
あ

っ
た
が
、
平
成
元
年
に
国
分
寺
跡
入

口
に
移
転
さ
れ
た
。
道
路
沿
い
の
１

段
高
手
に
、
玉
垣
で
囲
ん
だ
慰
霊
碑

と
並
ん
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ま
れ
た

こ
の
碑
が
あ
り
、
国
分
寺
へ
の
誘
導

ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
大
き
な
自
然
石

で
、
碑
銘
を
入
れ
る
場
所
は
四
角
く

囲
ん
で
磨
い
て
あ
る
。 

碑
の
横
に
、
移
転
し
た
井
戸
公
遺
徳

顕
彰
会
が
黒
御
影
石
の
解
説
板
を

建
て
て
い
る
（
説
明
文
次
葉
）。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

碑石 高さ111/幅96/奥行49 
台石１段目 
 高さ26/幅141/奥行94 

台石２段目 
 高さ29/幅162/奥行133 

台石３段目 
 高さ31/幅182/奥行184 
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【浜田市０８】浜田市国分町 国分寺跡入口 泰雲院殿 続き（解説板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市０９】浜田市国分町唐鐘 忠魂碑横 泰雲院殿 

所在地 浜田市国分町唐鐘 忠魂碑横 

北緯３４°５６′３０．３８″／東経１３２°０６′４６．３２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井
戸
公
頌
徳
碑
の
由
来 

井
戸
平
左
衛
門
正
明
公
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
当
地
方
を
襲
っ
た
享
保
の 

大
飢
饉
の
時
、
石
見
銀
山
領
の
代
官
で
あ
っ
た
。
公
は
飢
餓
の
迫
っ
た
領
民
を
救
う
た 

め
、
幕
府
の
許
可
を
待
た
ず
に
穀
倉
を
開
い
て
、
食
料
を
分
け
与
え
る
と
と
も
に
、
年

貢
の
取
立
て
を
免
じ
さ
ら
に
甘
藷
の
種
芋
を
取
り
寄
せ
て
、
作
付
け
る
よ
う
に
命
じ
、

領
内
に
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に
心
血
を
注
が
れ
た
。 

公
は
、
翌
享
保
十

八
年
五
月
二
十
六
日
、
備
後
の
国
笠
岡
で
逝
去
さ
れ
た
。
行
年
六
十
二
歳
、
墓
は
笠
岡

市
で
威
徳
寺
に
あ
り
、
戒
名
は
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士
で
あ
る
。 

井
戸
公
の
取
り

寄
せ
た
甘
藷
は
、
年
と
共
に
石
見
一
円
に
拡
が
り
、
そ
の
後
の
大
飢
饉
に
も
、
多
く
の

人
々
の
命
を
救
う
重
要
な
食
料
と
な
っ
た
。
人
々
は
公
を
「
芋
代
官
」
と
追
慕
し
、
村

毎
に
頌
徳
碑
を
建
て
て
、
そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
感
謝
と
報
恩
の
標
と
し
た
。 

こ
の
碑

は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
三
月
、
国
分
村
の
人
々
に
よ
り
、
御
堂
山
の
旧
山
陰
道

沿
い
に
建
て
ら
れ
た
が
、
年
代
の
推
移
と
と
も
に
、
そ
の
地
は
荒
廃
に
帰
し
、
存
置
す

る
に
忍
び
な
い
状
態
と
な
っ
た
の
で
、
平
成
元
年
八
月
現
在
地
に
移
転
し
た
。 

 

歳
月
は
、
そ
の
昔
石
見
地
方
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
数
の
餓
死
者
を
出
し
た
悲
惨
な 

事
実
と
、
感
動
的
な
出
来
事
を
忘
却
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

私
た
ち
は
、
先
人
の 

遺
徳
を
顕
彰
し
、
い
つ
ま
で
も
石
見
の
歴
史
と
し
て
継
承
し
た
い
と
思
う
。 

 
 
 

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月 

 
 

井
戸
公
遺
徳
顕
彰
会 

 

（
裏
面
） 

こ
の
碑
文
の
建
立
に
は
、

石
見
銀
山
資
料
館
、
熊
谷
正

範
先
生
を
始
め
、
多
数
の

方
々
の
ご
支
援
を
得
て
こ
こ

に
完
成
し
た
。 

井
戸
公
の
遺
徳
を
後
世
に

伝
え
る
よ
す
が
と
な
る
も
の

と
信
じ
喜
び
に
堪
え
な
い
。

深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
す

る
。 

発
起
人
代
表 

 
 

東 

敏
郎 

敬
白 

 

解
説
板
の
表
面
（
右
）
と
裏
面
（
左
） 

碑石 高さ115/幅69/奥行52 
台石１段目 
 高さ25/幅142/奥行128 

台石２段目 
 高さ22/幅 共通/奥行 共通 

台石３段目（石組） 
 高さ45/幅 共通/奥行 共通 

【
建
立
年
】
明
治
42
年
（
１
９
０
９
） 

【
建
立
者
】
唐
鐘
區
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
明
治
四
十
二
年
十
一
月

建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

唐
鐘
地
区
の
町
並
み
の
外
れ
の
道

路
沿
い
に
階
段
を
４
段
上
が
る
場

所
を
造
り
、
忠
魂
碑
と
並
ん
で
立

つ
。
３
段
の
台
石
は
両
碑
共
通
の
も

の
で
、
忠
魂
碑
の
台
石
１
段
目
の
前

面
に
「
唐
鐘
區
中
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
の
で
、
井
戸
公
碑
も
唐
鐘
區
中
と

し
た
。
井
戸
公
碑
の
前
の
地
面
に
は

井
戸
公
の
家
紋
で
あ
る
「
違
い
鷹
の

羽
」
を
焼
き
込
ん
だ
円
形
の
赤
い
石

州
瓦
が
埋
め
込
ん
で
あ
り
、
興
味
深

い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
27
日
） 
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【浜田市１０】浜田市国分町 唐鐘公民館（安楽寺）横 不明 

所在地 浜田市国分町 唐鐘公民館（安楽寺）横 

北緯３４°５６′３０．６６″／東経１３２°０６′３６．５５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１】浜田市下府町 光明寺 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 浜田市下府町 光明寺 境内 

北緯３４°５５′４３．８４″／東経１３２°０６′３８．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］…

…
…
…
 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十…

…

／
五
月…

…
 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し
（
読
め
ず
） 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

唐
鐘
地
区
に
２
基
あ
り
、
ど
ち
ら
も

地
区
の
北
側
の
同
じ
道
路
沿
い
に

あ
る
。
直
線
で
約
２
５
０
㍍
の
近
さ

だ
。
№
09
は
自
然
石
で
傷
み
は
な
い

が
、
こ
ち
ら
は
墓
石
型
で
剥
落
が
か

な
り
進
ん
で
お
り
、
何
の
碑
か
わ
か

ら
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
。
井

戸
公
が
亡
く
な
っ
た
日
付
け
の
一

部
が
や
っ
と
読
め
る
の
で
、
井
戸
公

碑
と
分
か
る
。
台
石
の
１
段
目
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
、
２
段
目
が
自
然

石
。
こ
こ
に
は
20
個
以
上
の
盃
状
穴

が
あ
る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
27
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）

再
建 

【
建
立
者
】
下
府
村
中 

［
碑
石
前
面
］
南
無
大
師
遍
照
金
剛
／

泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居
士 

［
碑
石
右
面
］
紀
元
二
千
五
百
九
十
六
年 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
十
一
丙
子
年
三
月
再

建
［
一
段
目
台
石
前
面
］
下
府
村
中
［
同

左
面
］
世
話
人
／
大
辻
／
森
ヶ
下
／
池

ノ
畑
／
蜜
柑
屋
／
玉
屋
／
仲
屋
／
本

屋
／
新
枝
屋
／
先
前
／
半
場
／
下
宮

風
呂
／
中
新
井
屋
／
竹
田
屋
／
山
根

屋
／
川
﨑
／
才
新
井
屋
／
吉
野
屋
／

大
下
／
中
村
屋
／
下
川
崎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

御
影
石
で
は
な
い
よ
う
だ
が
碑
石

は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
世
話
人
の

名
前
も
は
っ
き
り
読
め
る
。
台
石
の

花
立
て
だ
け
で
な
く
、
碑
の
前
に
も

小
さ
な
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
を
供
え

て
あ
る
な
ど
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ100/幅40/奥行34 
台石１段目 
 高さ12/幅60/奥行51 

台石２段目 
 高さ26/幅90/奥行84 

碑石 高さ112/幅42/奥行42 
台石１段目 
 高さ31/幅67/奥行67 

台石２段目 
 高さ34/幅109/奥行110 

台石３段目（石組） 
 高さ22/幅135/奥行160 



 

 

119 

 

【浜田市１２】浜田市上府町 三宅墓地 泰雲院義岳良忠大居士 

所在地 浜田市上府町 三宅墓地入口 

北緯３４°５５′２５．６３″／東経１３２°０７′４３．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３】浜田市長沢町４の２町内 地蔵堂横 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市長沢町４の２町内 地蔵堂横 

北緯３４°５４′３３．０４″／東経１３２°０５′５４．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
義
岳
良
忠
大
居

士 
［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

多
く
墓
が
あ
る
三
宅
墓
地
の
入
口

に
立
つ
。
台
石
を
含
め
大
ぶ
り
な
碑

だ
。
自
然
石
に
見
え
る
が
、
よ
く
見

る
と
碑
石
の
前
面
と
左
右
面
は
セ

メ
ン
ト
で
補
修
し
て
あ
り
、
そ
の
上

か
ら
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
表
面

が
剥
落
し
た
か
何
か
で
補
修
が
必

要
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

10
年
前
に
訪
れ
た
と
き
も
花
立
て

に
生
花
が
供
え
て
あ
っ
た
が
、
今
回

も
花
立
て
か
ら
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の

菊
が
供
え
て
あ
っ
た
。
墓
参
に
来
た

人
が
お
参
り
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（
写
真
２
０
１
１
年
６
月
24
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ139/幅81/奥行43 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）

再
建 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
安
政
二
己
卯
三
月
再
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

宮
本
調
査
で
は
「
陸
軍
墓
地
東
」
と

あ
り
、
そ
の
あ
た
り
を
探
し
た
が
見

つ
か
ら
ず
、
近
く
の
理
髪
店
で
場
所

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
地
蔵
堂
の

隣
に
立
つ
。
自
然
石
で
目
の
粗
い
表

面
だ
が
文
字
は
読
め
る
。
「
安
政
二

年
再
建
」
と
あ
る
が
、
旧
碑
は
い
つ

の
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
碑
に
も
台
石

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
現
在

は
な
く
、
碑
石
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

少
し
埋
め
て
安
定
さ
せ
て
あ
る
。
花

立
て
に
は
シ
ビ
キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供

え
て
あ
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ174/幅90/奥行50 
台石１段目 
 高さ48/幅180/奥行172 

台石２段目 
 高さ53/幅316/奥行237 



 

 

120 

 

【浜田市１４】浜田市松原町 心覚院 泰雲院殿 

所在地 浜田市松原町 心覚院境内 

北緯３４°５４′２３．４４″／東経１３２°０４′４０．６８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５】浜田市天満町 今宮トンネル西 小公園 井戸君之碑 

所在地 浜田市天満町 今宮トンネル西 R186沿い 小公園 

北緯３４°５３′４６．２３″／東経１３２°０４′４４．２６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
左
面
］
□
甲
寅
歳
初
冬
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

海
沿
い
の
心
覚
院
に
立
つ
。
自
然
石

で
傷
み
は
な
く
苔
が
生
え
た
り
も

せ
ず
、
き
れ
い
な
姿
で
立
っ
て
い
る

が
、
文
字
が
浅
く
読
み
に
く
い
。
左

面
に
建
立
年
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
不
鮮
明
で
読
み
切
れ
ず
、
確
定
で

き
な
か
っ
た
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

今
宮
ト
ン
ネ
ル
西
出
口
の
す
ぐ
そ

ば
に
小
公
園
が
あ
り
、
国
道
１
８
６

号
寄
り
の
場
所
に
立
つ
。
近
所
の
方

に
聞
く
と
以
前
は
こ
こ
に
遊
具
が

あ
っ
て
公
園
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
が
、
今
で
は
遊
具
も
撤
去
さ
れ
て

空
き
地
に
な
り
使
う
人
も
い
な
い

よ
う
だ
。
小
公
園
全
体
に
草
が
あ

り
、
碑
も
草
で
隠
れ
気
味
だ
っ
た

が
、
草
を
除
い
て
調
査
、
撮
影
し
た
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
自
然
石
。
傷
み
は

な
い
よ
う
だ
っ
た 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ134/幅55/奥行46 

台石 高さ21/幅67/奥行61 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ135/幅68/奥行45 

台石 高さ25/幅82/奥行83 



 

 

121 

 

【浜田市１６】浜田市大辻町 寶福寺墓地 泰雲院殿 

所在地 浜田市大辻町 寶福寺墓地角 

北緯３４°５３′４７．３２″／東経１３２°０４′１１．７０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１７】浜田市原井町 ＪＲガード南 泰雲院殿墓 

所在地 浜田市原井町 ＪＲガード南 道路沿い 

北緯３４°５３′１８．６６″／東経１３２°０４′０９．６８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

寶
福
寺
の
下
の
道
路
沿
い
に
墓
地

が
あ
り
、
そ
の
角
に
区
画
を
造
り
、

こ
の
碑
が
立
つ
。
御
影
石
を
自
然
石

の
形
で
使
っ
て
い
る
よ
う
で
、
表
面

に
は
艶
も
あ
り
、
文
字
も
は
っ
き
り

読
め
る
が
、
前
面
以
外
は
文
字
が
彫

ら
れ
て
い
な
い
。 

石
製
の
大
き
な
花
立
て
に
松
や
梅

が
供
え
て
あ
っ
た
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
墓 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
を
外
れ
て
南
に
少
し
進

ん
で
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
を
く
ぐ
る
と
左

手
の
道
路
沿
い
に
立
つ
。
碑
の
横
、

前
に
民
家
が
あ
る
。 

黒
っ
ぽ
い
自
然
石
で
傷
み
は
な
い
。

大
き
め
の
台
石
を
３
段
積
ん
だ

堂
々
た
る
碑
だ
が
、
碑
石
前
面
の
文

字
以
外
に
全
く
文
字
が
な
く
、
情
報

が
な
い
。 

花
立
に
は
ヒ
バ
や
ス
イ
セ
ン
が
供

え
て
あ
っ
た
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ94/幅60/奥行68 

碑石 高さ134/幅51/奥行56 
台石１段目 
 高さ37/幅140/奥行106 

台石２段目 
 高さ34/幅172/奥行156 

台石３段目（石組） 
 高さ44/幅200/奥行164 



 

 

122 

 

【浜田市１８】浜田市高佐町 大光ハイツ下 泰雲院殿 

所在地 浜田市高佐町 大光ハイツ下 道路沿い 

北緯３４°５４′１３．０５″／東経１３２°０６′１４．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１９】浜田市浅井町 交差点のお堂横 泰雲院殿 

所在地 浜田市浅井町 交差点のお堂横 

北緯３４°５４′０６．５５″／東経１３２°０５′１７．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

再
建 

【
建
立
者
】
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
下
に
）
願

主
石
原
／
助
左
エ
門
／
世
話
方
／

谷
中
／
建
之 

［
碑
石
左
面
］
安
政
四
己
年
七
月
日
再

建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

黒
川
町
の
東
の
高
佐
町
。
「
大
光
ハ

イ
ツ
」
の
向
い
の
道
路
沿
い
に
地
蔵

堂
と
並
ん
で
立
つ
。
自
然
石
で
傷
み

は
な
く
、
文
字
も
読
め
る
。
碑
石
左

面
の
最
後
に
「
再
建
」
の
文
字
が
あ

る
が
、
２
段
目
台
石
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
あ
り
、
違
う
場
所
か
ら
こ
こ
に

移
設
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
碑
の
前
で
は
毎
年
法
事
が
続

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
浅
井
村 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
己
年
五
月
廿

六
日
卒
井
戸
正
明
碑
／
安
政
三
辰

年
五
月
建
之 

浅
井
村 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
繁
華

街
の
交
差
点
に
お
堂
が
あ
り
、
そ
の

角
に
立
つ
。 

 

碑
石
は
赤
っ
ぽ
い
自
然
石
を
墓
石

型
に
加
工
し
た
も
の
で
、
堂
々
と
し

た
碑
だ
。
前
面
だ
け
が
や
や
滑
ら
か

に
磨
い
て
あ
る
。
傷
み
は
少
し
あ
る

が
、
文
字
は
読
め
る
。 

碑
の
前
に
花
立
て
を
入
れ
る
穴
が

あ
け
て
あ
り
、
調
査
日
に
は
そ
こ
に

ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
た
造
花
が
彩
り

を
添
え
て
い
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ137/幅48/奥行55 

台石 高さ48/幅102/奥行143 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ153/幅63/奥行50 
台石１段目 
 高さ30/幅106/奥行83 

台石２段目 
 高さ8/幅125/奥行102 



 

 

123 

 

【浜田市２０】浜田市黒川町 大石内科横 泰雲院殿 

所在地 浜田市黒川町 大石内科横 

北緯３４°５４′０２．５０″／東経１３２°０５′２８．９５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市２１】浜田市黒川町 高佐川放水路口 井戸之碑 

所在地 浜田市黒川町 高佐川放水路口 

北緯３４°５３′４９．８０″／東経１３２°０６′０２．７６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
文
久
２
年
（
１
８
６
２
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
文
久
二
年
壬
戌
四
月
建

之
／
世
話
人
（
数
名
あ
る
も
読
め

ず
） 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
の
正
面
約
３
０
０
㍍

の
、
大
石
内
科
の
横
に
あ
る
。
前
の

広
い
道
路
に
架
か
っ
て
い
る
橋
は

新
中
芝
橋
。
同
名
の
バ
ス
停
あ
り
。 

碑
は
目
の
粗
い
自
然
石
で
、
左
上
が

欠
け
て
い
る
。 

前
に
高
さ
60
㌢
の
「
甘
薯
普
及
の
祖

／
井
戸
平
左
衛
門
頌
徳
碑
」
の
石
柱

が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
１
９
８
９

年
に
浜
田
市
文
化
財
愛
護
会
が
啓

発
の
意
を
こ
め
て
建
て
て
い
る
。 

花
は
造
花
で
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ145/幅66/奥行52 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

県
道
５
号
線
の
直
下
。
碑
の
隣
に
地

蔵
、
そ
の
隣
に
石
柱
が
あ
り
「
井
戸

平
左
衛
門
頌
徳
碑
／
放
水
路
守
護

／
平
成
五
年
三
月
三
日
移
転
／
潰

水
神
会
建
之
」
と
彫
っ
て
あ
る
。
宮

本
調
査
で
は
「
三
宮
橋
北
側
」
と
あ

る
の
で
、
約
１
０
０
㍍
南
か
ら
、
放

水
路
の
完
成
を
機
に
、
地
蔵
と
一
緒

に
平
成
５
年
に
移
転
し
た
よ
う
だ
。

井
戸
公
碑
に
水
路
の
守
護
を
願
っ

て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
自
然
石
で
前
面

に
文
字
が
あ
る
だ
け
で
ほ
か
に
は

情
報
が
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ129/幅60/奥行55 

台石 高さ20/幅156/奥行135 



 

 

124 

 

【浜田市２２】浜田市後野町 地蔵堂横 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市後野町 地蔵堂横 

北緯３４°５３′４９．０５″／東経１３２°０６′５４．２２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市２３、２４、２５】浜田市河内町 K179河内バス停東 不明 

所在地 浜田市河内町 K179河内バス停東 

北緯３４°５３′１２．５４″／東経１３２°０６′３６．６５ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
元
治
元
年
（
１
８
６
４
） 

【
建
立
者
】
上
ヶ
山
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑 

［
碑
石
左
面
］
元
治
元
年
／
子
九
月
廿

九
日
／
建
之
／
上
ヶ
山
組 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

ほ
ぼ
集
落
の
外
れ
に
、
車
道
か
ら
右

上
に
上
が
る
未
舗
装
の
細
い
道
が

あ
り
、
歩
い
て
上
が
る
と
立
派
な
地

蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
車

で
下
の
道
を
行
き
来
し
て
も
わ
か

ら
ず
、
地
元
の
人
に
道
を
尋
ね
た
。 

碑
石
は
こ
れ
も
目
の
粗
い
自
然
石

で
、
前
面
の
文
字
も
彫
り
が
浅
い
。

左
面
の
建
立
年
な
ど
は
小
さ
い
文

字
が
彫
り
に
く
か
っ
た
の
か
、
前
面

と
同
じ
よ
う
に
、
文
字
を
彫
る
場
所

だ
け
平
ら
に
し
て
彫
っ
て
あ
る
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
７
９
号
の
河
内
バ
ス
停
近

く
の
歩
道
の
外
に
区
画
を
設
け
、
３

基
並
ん
で
立
つ
。
ど
の
碑
も
文
字
は

読
め
な
い
。
花
立
て
に
は
「
平
成
四

年
七
月
／
河
内
町
住
民
」
と
あ
り
、

１
基
ず
つ
独
立
し
て
花
・
線
香
立

て
、
湯
飲
み
が
配
置
さ
れ
、
各
シ
ビ

キ
（
シ
キ
ミ
）
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ140/幅66/奥行55 

台石 高さ28/幅138/奥行135 

№23 碑石 高さ129/幅70/奥行33 
台石 高さ15/幅102/奥行84 

№24 碑石 高さ116/幅88/奥行47 
台石 高さ8/幅61/奥行47 

№25 碑石 高さ66/幅33/奥行17 
台石 高さ6/幅24/奥行24 

（調査日２０２２年３月 30 日） 



 

 

125 

 

【浜田市２６】浜田市相生町 足王神社横 泰雲院殿 

所在地 浜田市相生町 足王神社横 

北緯３４°５３′３９．６４″／東経１３２°０６′１３．８４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市２７】浜田市相生町 岩崎橋たもと交差点 なし 

所在地 浜田市相生町 岩崎橋たもと交差点 

北緯３４°５３′３４．９１″／東経１３２°０５′３２．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
12
年
（
１
８
７
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
左
面
］
明
治
十
二
年
卯
八
月 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
浜
田
バ
イ
パ
ス
の
相
生

Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に

あ
る
足
王
神
社
。
碑
は
境
内
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
北
隣
に
建
て
ら
れ

て
い
る
。 

 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
自
然
石
で
、
台
石

も
整
形
し
て
な
い
自
然
石
。
碑
石
前

面
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
場
所

だ
け
色
も
質
感
も
違
う
の
で
、
掘
り

下
げ
た
後
、
ち
が
う
石
（
素
材
）
が

埋
め
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る

い
は
剥
離
し
た
た
め
補
修
し
た
か
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

岩
崎
橋
の
北
側
に
超
証
寺
と
い
う

お
寺
が
あ
り
、
宮
本
調
査
で
は
寺
の

近
く
に
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る

の
で
、
寺
の
近
く
を
調
べ
回
る
と
、

少
し
離
れ
た
岩
崎
橋
の
た
も
と
に

あ
っ
た
。
碑
の
後
ろ
に
石
板
が
あ

り
、
そ
こ
に
「
地
蔵
・
芋
地
蔵
移
転

完
成
／
平
成
四
年
二
月
吉
日
／
世

話
人
中
村
輝
／
小
川
正
行
／
土
居

菊
雄
／
顧
問
山
藤
忠
／
佐
々
木
弘

之
／
地
主
中
野
政
市
／
施
工
者
拝

上
正
廣
」
と
あ
る
。
碑
の
前
の
道
路

が
広
い
の
で
、
こ
の
拡
幅
工
事
に
合

わ
せ
て
こ
こ
に
移
転
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ131/幅58/奥行27 
台石１段目 
 高さ15/幅63/奥行40 

台石２段目 
 高さ30/幅110/奥行100 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ152/幅78/奥行43 
台石 高さ21/幅112/奥行71 



 

 

126 

 

【浜田市２８・２９】浜田市野原町１公民館裏広場 不明  

所在地 浜田市野原町１公民館裏広場 

北緯３４°５３′１１．５０″／東経１３２°０４′５０．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市３０】浜田市三階町下倉 泰雲院殿 

所在地 浜田市三階町下倉 三差路高手 

北緯３４°４２′４６．８０″／東経１３２°０５′４７．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

島
根
県
立
大
学
の
す
ぐ
近
く
の
野

原
町
の
集
会
所
（
野
原
町
一
公
民

館
）
の
裏
の
広
場
の
擁
壁
の
上
に
２

基
が
並
ん
で
立
つ
。
隣
に
は
小
さ
な

地
蔵
堂
も
あ
り
、
三
階
町
か
ら
移
転

し
て
き
た
も
の
と
い
う
。
碑
は
自
然

石
で
、
文
字
は
な
い
よ
う
だ
。 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
） 

【
建
立
者
】
下
倉
三
郎
右
衛
門 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
安

政
二
卯
年
十
一
月
善
法
日
（
左
に
）

下
倉 

三
郎
右
衛
門
造
立
／
地
所

に
い
や
分 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

三
差
路
に
な
っ
た
道
路
の
高
手
（
山

の
一
部
）
に
、
木
や
草
を
切
っ
て
整

地
し
、
石
を
組
ん
で
台
石
と
し
、
三

階
山
を
望
む
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

草
や
木
は
常
に
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
台
石
も
不
安

定
に
な
っ
た
個
所
に
は
セ
メ
ン
ト

を
入
れ
て
補
修
し
て
あ
る
。
こ
の
碑

の
台
石
の
端
に
昭
和
３
年
製
の
小

さ
な
地
蔵
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（調査日２０２２年５月 20 日） 

№28 
碑石 高さ92/幅54/奥行24 
台石 高さ46/幅138/奥行105 

№29 

碑石 高さ127/幅53/奥行58 
台石 高さ65/幅174/奥行110 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ148/幅84/奥行33 
台石１段目 
 高さ33/幅148/奥行74 

台石２段目 
 高さ56/幅208/奥行204 



 

 

127 

 

【浜田市３１】浜田市三階町野地 小川氏宅前 なし  

所在地 浜田市三階町野地 小川氏宅前入口角 

北緯３４°５２′２６．３０″／東経１３２°０５′１８．９６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市３２】浜田市三階町 石見まちセン細谷分館後ろ なし 

所在地 浜田市三階町 石見まちセン細谷分館（元細谷小学校）後ろ 

北緯３４°５２′２２．０９″／東経１３２°０５′４１．７９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

小
川
氏
宅
に
入
る
角
に
、
庭
園
の
よ

う
に
巨
石
が
積
ん
で
あ
り
、
文
字
は

な
い
が
昔
か
ら
井
戸
公
碑
と
認
識

さ
れ
て
い
た
。
近
所
の
方
に
よ
る

と
、
以
前
、
こ
の
碑
の
前
で
大
人
た

ち
が
酒
を
飲
ん
で
に
ぎ
や
か
に
し

て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
芋
法
事

が
恒
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。 

 

 

碑
石
も
幅
90
㌢
と
大
き
い
が
、
台
石

も
大
き
な
石
が
組
ん
で
あ
り
、
相
当

な
存
在
感
が
あ
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
細
谷

分
館
の
東
側
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隣
に

小
高
い
丘
が
あ
り
、
道
路
か
ら
石
段

を
４
段
上
が
っ
て
こ
の
碑
が
立
つ
。

写
真
の
下
の
段
は
４
段
目
の
階
段

で
あ
る
。 

碑
も
、
周
囲
も
き
れ
い
に
手
入
れ
し

て
あ
る
が
碑
に
は
文
字
が
な
い
。 

元
小
学
校
跡
地
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
碑
が
学
校
の
ど
う
い
う
場
所

に
あ
っ
た
の
か
（
敷
地
外
だ
っ
た
の

か
）
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
反
応

を
し
て
い
た
の
か
興
味
深
い
。 

  
  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ111/幅90/奥行47 
台石１段目 
 高さ47/幅144/奥行86 

台石２段目 
 高さ78/幅220/奥行198 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ142/幅54/奥行51 
台石 高さ17/幅128/奥行不明 



 

 

128 

 

【浜田市３３】浜田市三階町 ２町内集会所下 なし  

所在地 浜田市三階町 ２町内集会所下 

北緯３４°５２′２５．８０″／東経１３２°０５′５５．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市３４】浜田市三階町中東口 スクールバス停横 泰雲院殿 

所在地 浜田市三階町中東口 スクールバス停横広場 

北緯３４°５１′３９．２９″／東経１３２°０６′１２．３０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

道
路
か
ら
細
い
坂
道
を
上
が
る
と

集
会
所
が
建
っ
て
お
り
、
そ
の
裏
手

を
平
ら
に
整
地
し
て
、
地
蔵
と
こ
の

碑
が
立
つ
。
碑
も
、
周
囲
も
き
れ
い

に
手
入
れ
し
て
あ
る
が
碑
に
は
文

字
が
な
い
。 

花
立
は
竹
を
切
っ
た
、
ど
な
た
か
の

手
製
の
も
の
で
、
調
査
日
に
は
ヒ
バ

が
い
っ
ぱ
い
に
供
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
２
年
（
１
８
５
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
安

政
二
年
（
左
に
）
十
一
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
地
の
よ

う
で
、
比
較
的
広
々
と
し
た
場
所
。

道
路
が
複
雑
に
交
差
し
て
お
り
、
道

路
と
道
路
の
間
の
空
き
地
に
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
待
合
所
が
あ
り
、
そ
の

裏
は
庭
園
風
に
手
入
れ
が
さ
れ
て
、

道
路
と
の
境
に
は
ツ
ツ
ジ
も
植
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
庭
園
に
立
つ
の

が
井
戸
公
碑
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
石
の
上
の
黒
っ
ぽ
い
自
然
石
に

「
泰
雲
院
殿
」
と
彫
っ
て
あ
る
。
碑

石
は
傾
い
て
い
る
が
し
っ
か
り
安

定
し
て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
５
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ103/幅49/奥行32 
台石 高さ32/幅117/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ111/幅69/奥行50 
台石 高さ20/幅124/奥行111 



 

 

129 

 

【浜田市３５】浜田市三階町東岡 長見６・７町内交差点 泰雲院殿 

所在地 浜田市三階町東岡 長見６・７町内交差点 

北緯３４°５１′５８．４４″／東経１３２°０６′３５．３８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市３６】浜田市熱田町 福恩寺 泰雲院殿 

在地 浜田市熱田町 福恩寺 境内左手道路側 

北緯３４°５２′１３．０７″／東経１３２°０３′１１．０９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
文
久
３
年
（
１
８
６
３
） 

【
建
立
者
】
東
ヲ
カ
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
文

久
三
亥
年
（
左
に
）
東
ヲ
カ
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

旧
東
岡
の
広
い
四
つ
角
交
差
点
に

地
蔵
堂
と
と
も
に
立
つ
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
よ
く
目
に
す
る
場
所
ら
し

く
、
ほ
か
に
広
報
掲
示
板
も
あ
り
、

一
帯
は
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て

い
る
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
自
然
石
で
傷
み

は
な
い
。
文
字
も
よ
く
読
め
る
。
碑

の
前
に
御
影
石
の
花
立
て
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
15
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

Ｊ
Ｒ
西
浜
田
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
福

恩
寺
。
本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
に
地

蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
つ
。 

碑
は
自
然
石
で
、
堅
そ
う
に
見
え
る

が
、
も
ろ
い
石
質
な
の
か
、
下
の
方

が
剥
離
し
て
い
る
。 

「
泰
雲
院
殿
」
の
文
字
は
美
し
く
て

力
強
い
隷
書
体
。
そ
の
下
の
蓮
の
花

も
通
常
よ
り
相
当
大
き
く
、
し
か
も

デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て
お
り
、
江
津
市

二
宮
町
の
長
久
寺
（
江
津
№
41
）
の

そ
れ
に
似
て
い
る
。 

碑
石
全
面
以
外
に
文
字
が
な
く
、
情

報
が
な
い
の
が
残
念
だ
。 

 

 
  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ139/幅55/奥行55 
台石 高さ12/幅70/奥行45 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ183/幅101/奥行51 
台石 高さ13/幅177/奥行131 



 

 

130 

 

【浜田市３７】浜田市内田町 K34沿い上内田バス停近く なし  

所在地 浜田市内田町 K34沿い上内田バス停近く 

北緯３４°５１′５２．２３″／東経１３２°０３′４１．９７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市３８】浜田市内村町 長福寺 なし 

在地 浜田市内村町 長福寺参道階段右手 

北緯３４°５１′１０．７４″／東経１３２°０３′３０．０２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
。
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

昭
和
の
時
代
に
宮
本
豊
さ
ん
が
調

査
し
た
際
に
は
「
美
川
町
」
だ
っ
た

よ
う
だ
が
現
在
は
「
内
村
町
」
で
あ

る
。
本
堂
に
上
が
る
参
道
の
入
口
付

近
の
右
手
に
あ
る
。
自
然
石
で
表
面

の
下
の
方
に
剥
落
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
劣
化
が
早
い
よ
う
な
柔
ら
か
い

感
じ
は
し
な
い
。 

た
だ
、
文
字
が
全
く
な
い
の
で
情
報

を
得
ら
れ
な
い
の
は
残
念
。
花
立
て

に
は
す
ぐ
隣
に
咲
い
て
い
る
ツ
ツ

ジ
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
４
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ110/幅86/奥行32 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

県
道
34
号
に
あ
る
「
上
内
田
」
の
バ

ス
停
近
く
。
広
い
県
道
で
、
法
面
を

切
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
で
擁
壁
を
し
、
そ

の
広
場
に
地
蔵
堂
と
井
戸
公
碑
が

立
つ
。
こ
の
碑
は
さ
ら
に
左
右
と
後

ろ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
囲
ま

れ
て
い
る
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
自
然
石
で
、
文
字

は
何
も
彫
っ
て
な
い
。
前
に
あ
る
石

は
台
石
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
碑
石

は
乗
っ
て
お
ら
ず
、
前
に
置
い
て
あ

る
も
の
。
浜
田
市
に
は
前
石
を
置
い

た
碑
が
か
な
り
あ
る
。
花
立
て
に
は

サ
カ
キ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

 
  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
18
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ131/幅91/奥行33 
台石 高さ22/幅92/奥行67 
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【浜田市３９】浜田市内村町 K304沿い 元善明寺 なし  

所在地 浜田市内村町 K304沿い 元善明寺 

北緯３４°５０′５５．２３″／東経１３２°０２′４８．０４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市４０】浜田市田橋町 金口氏墓地 井戸正明卿之像 

在地 浜田市田橋町 金口氏墓地 

北緯３４°５０′１９．０２″／東経１３２°０３′０６．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

県
道
３
０
４
号
沿
い
に
以
前
あ
っ

た
善
明
寺
と
い
う
寺
へ
の
参
道
入

口
左
側
に
、
地
蔵
堂
、
弘
法
大
師
碑

な
ど
い
く
つ
か
の
石
碑
が
並
び
、
そ

の
一
番
奥
に
あ
っ
て
最
も
大
き
い

碑
が
井
戸
公
碑
。 

白
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
台
石
は
な

く
、
碑
石
の
ど
の
面
に
も
文
字
は
な

い
。
碑
の
横
の
ア
ジ
サ
イ
の
木
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
時
期
に
よ

っ
て
は
碑
が
見
え
に
く
い
時
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
11
年
（
１
９
３
６
） 

【
建
立
者
】
金
口
伊
太
郎 

［
台
石
前
面
］
井
戸
正
明
卿
之
像 

［
台
石
右
面
］
字
曽
リ
田
下
／
畑 

二

十
三
歩
／
百
年
貯
金
／
第
十
九
號 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
十
一
年
九
月
六
日

／
農
家
□
□
／
金
口
伊
太
郎
建
之 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

現
存
す
る
井
戸
公
の
唯
一
の
像
。
大

正
８
年
に
浜
田
市
の
近
重
小
次
郎

翁
が
三
重
観
音
山
に
井
戸
公
の
座

像
（
台
座
を
含
め
５
㍍
以
上
）
を
建

立
し
て
お
り
、
そ
れ
に
刺
激
を
受
け

て
の
立
像
建
立
か
も
し
れ
な
い
。
観

音
山
の
座
像
は
戦
時
中
に
供
出
さ

れ
て
今
は
台
座
も
存
在
し
な
い
の

で
、
こ
の
立
像
が
唯
一
の
も
の
と
な

る
。
今
で
も
親
族
の
方
が
と
き
ど
き

訪
ね
、
生
花
を
供
え
て
い
る
と
い

い
、
調
査
日
も
色
と
り
ど
り
の
花
が

供
え
て
あ
っ
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ192/幅75/奥行40 

（単位：ｃｍ） 
立像の高さ 111 
全体の高さ 316 



 

 

132 

 

【浜田市４１】浜田市田橋町東中 K304東 往還道広場 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 浜田市田橋町東中 K304東 往還道広場 

北緯３４°５０′０５．０５″／東経１３２°０３′２６．０１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市４２】浜田市田橋町 観音バス停南 なし 

在地 浜田市田橋町 観音バス停南 

北緯３４°４９′４７．０３″／東経１３２°０３′２２．５６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
庚
申
八
月
日
建
之
□

□
（
左
に
）
井
戸
平
左
エ
門
正
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
３
０
４
号
を
東
に
少
し
入
っ

た
切
通
し
の
先
に
、
斜
め
に
横
断
す

る
よ
う
に
細
い
道
が
あ
る
。
旧
往
還

道
で
、
一
段
高
手
に
上
が
る
と
広
場

に
な
っ
て
い
る
。
昔
は
往
来
す
る
人

が
こ
こ
で
休
憩
し
た
の
だ
ろ
う
。 

碑
石
は
目
の
細
や
か
な
白
っ
ぽ
い

自
然
石
で
、
周
辺
の
手
入
れ
も
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
が
傷
み
は
な
い
。 

 

近
く
に
は
地
蔵
堂
や
、
天
保
４
年

（
１
８
３
４
）
建
立
の
石
の
道
標
が

あ
る
が
、
井
戸
公
碑
と
の
関
係
は
わ

か
ら
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ122/幅89/奥行57 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
２
基
と
同
じ
く
県
道
３
０
４
号

沿
い
。「
観
音
」
の
バ
ス
停
の
南
に
奥

の
民
家
に
入
る
道
が
あ
っ
て
三
差

路
に
な
っ
て
お
り
、
道
路
に
挟
ま
れ

た
三
角
の
場
所
に
こ
の
碑
と
地
蔵

な
ど
が
立
つ
。
道
路
か
ら
は
木
が
邪

魔
し
て
見
え
な
い
が
、
細
い
道
路
か

ら
階
段
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
上
が

る
と
広
場
に
な
っ
て
い
る
。 

自
然
石
の
碑
に
は
文
字
は
全
く
な

い
。 

碑
の
前
の
丸
い
石
は
サ
ツ
マ
イ
モ

の
お
供
え
だ
ろ
う
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ109/幅41/奥行45 
台石 高さ10/幅110/奥行89 



 

 

133 

 

【浜田市４３】浜田市櫟田原町 中櫟田原バス停 なし  

所在地 浜田市櫟田原町 中櫟田原バス停 

北緯３４°４９′１１．１３″／東経１３２°０３′０９．５３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市４４】浜田市櫟田原上 串崎氏宅入口道路法面 なし 

所在地 浜田市櫟田原上 串崎氏宅入口道路法面 

北緯３４°４８′５８．８０″／東経１３２°０３′０３．５０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

田
橋
町
か
ら
県
道
３
０
４
号
を
南

に
向
か
い
櫟
田
原
町
に
入
る
と
、
左

側
の
家
の
向
い
に
「
中
櫟
田
原
」
の

バ
ス
停
が
あ
り
、
バ
ス
停
の
す
ぐ
そ

ば
に
こ
の
碑
が
あ
る
。
道
路
を
少
し

降
り
る
と
公
民
館
と
大
歳
神
社
が

あ
る
。 

碑
石
は
大
き
め
で
目
の
細
や
か
な

自
然
石
で
、
文
字
は
全
く
彫
っ
て
な

い
。
台
石
に
見
え
る
前
石
が
あ
り
、

そ
の
前
に
花
立
て
が
あ
る
。 

 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ102/幅49/奥行21 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］ 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
43
）
か
ら
県
道
３
０
４
号

を
さ
ら
に
５
０
０
㍍
南
に
行
く
と

左
側
に
串
崎
氏
宅
に
入
る
進
入
路

が
あ
り
、
そ
の
入
り
口
近
く
の
田
ん

ぼ
の
法
面
に
立
っ
て
い
る
。
串
崎
氏

に
よ
る
と
以
前
は
も
う
少
し
下
に

あ
っ
た
も
の
を
こ
こ
に
移
転
し
た

と
の
こ
と
。
正
面
は
田
ん
ぼ
を
向
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

自
然
石
で
、
ど
の
面
に
も
文
字
は
彫

っ
て
な
い
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ174/幅77/奥行48 



 

 

134 

 

【浜田市４５】浜田市横山町 なるなる会加工場前 なし 

所在地 浜田市横山町 なるなる会加工場前 太子堂横 

北緯３４°４９′３３．３５″／東経１３２°０２′１０．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市４６】浜田市横山町 西集会所前 なし 

所在地 浜田市横山町 西集会所前 

北緯３４°４９′５４．４９″／東経１３２°０１′５８．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

横
山
町
の
「
夢
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
事
業 

な
る
な
る
会
加
工
場
」
の
前
が
広
場 

に
な
っ
て
お
り
、
太
子
堂
と
こ
の
碑 

が
立
っ
て
い
る
。 

断
面
が
三
角
形
の
自
然
石
で
、
文
字

は
何
も
彫
っ
て
な
い
。
碑
の
前
に
は

湯
飲
み
と
花
立
て
が
あ
り
、
つ
い
最

近
花
が
供
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
ま
だ

つ
ぼ
み
だ
っ
た
。 

 

      

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ169/幅86/奥行60 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

道
路
か
ら
少
し
下
っ
た
場
所
に
西

集
会
所
が
あ
り
、
そ
の
前
に
立
っ
て

い
る
。 

比
較
的
大
き
な
自
然
石
で
、
台
石
は

な
い
。
文
字
は
全
く
彫
っ
て
な
い
。

碑
の
前
に
は
手
づ
く
り
の
竹
の
花

立
て
が
あ
る
。 

        
  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ110/幅47/奥行38 



 

 

135 

 

【浜田市４７】浜田市内田町猪伏 道路沿い なし 

所在地 浜田市内田町猪伏 道路沿い 

北緯３４°５１′４１．２８″／東経１３２°０３′１７．６７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市４８】浜田市内田町の熱田町、長浜町境の畑 泰雲院殿墓 

所在地 浜田市内田町の熱田町、長浜町境の畑 

北緯３４°５１′４７．６８″／東経１３２°０３′０３．１７″ 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

山
陰
道
の
中
内
田
ト
ン
ネ
ル
に
ほ

ど
近
い
。
猪
伏
か
ら
後
面
に
上
が
る

細
い
道
路
沿
い
で
、
法
面
を
切
っ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
仕
切
り
、
地
蔵
と

こ
の
碑
が
あ
る
。 

碑
石
は
自
然
石
で
、
文
字
は
全
く
彫

っ
て
な
い
。 

碑
の
前
の
花
立
て
に
は
い
っ
ぱ
い

の
生
花
と
ヒ
バ
が
供
え
て
あ
っ
た
。 

  
 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ178/幅93/奥行60 

【
建
立
年
】
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
） 

【
建
立
者
】
内
田
村
善
太
郎 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
墓
（
右
に
）

嘉
永
三
戌
三
月
（
左
に
）
内
田
村
施

主
善
太
郎
／
大
工
屋 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

内
田
町
、
熱
田
町
、
長
浜
町
の
境
に

な
る
畑
に
あ
る
。
こ
こ
が
「
施
主
善

太
郎
」
氏
の
所
有
地
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
以
前
は
こ
の
一
帯
は
ゴ
ル
フ

場
だ
っ
た
が
、
今
は
な
い
よ
う
だ
。 

碑
は
、
日
本
で
こ
の
周
辺
で
だ
け
産

出
さ
れ
る
と
い
う
黄
長
石
霞
石
玄

武
岩
（
島
根
県
指
定
文
化
財
）
と
い

う
非
常
に
硬
く
て
加
工
し
に
く
い

石
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
文
字
の
彫

り
は
浅
い
。
周
囲
の
石
は
碑
石
を
支

え
て
い
な
い
の
で
、
台
石
と
は
し
な

か
っ
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ85/幅63/奥行42 



 

 

136 

 

【浜田市４９】浜田市長浜町 大元神社横 泰雲院殿 

所在地 浜田市長浜町高野西 大元神社横 

北緯３４°５１′４８．９６″／東経１３２°０２′３４．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市５０】浜田市日脚町 デイサービス長寿の里横 南無弘法大師 

所在地 浜田市日脚町 デイサービス長寿の里横 道路沿い 

北緯３４°５１′４７．３５″／東経１３２°０２′１２．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
48
）
か
ら
ほ
ど
近
い
。
道

路
沿
い
に
広
場
が
あ
り
、
児
童
館
、

大
元
神
社
が
あ
っ
て
、
こ
の
碑
が
立

っ
て
い
る
。 

か
な
り
広
い
範
囲
に
２
段
の
石
組

み
を
し
、
そ
の
真
ん
中
に
ゆ
っ
た
り

と
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

碑
は
白
っ
ぽ
く
目
の
細
か
い
石
で

傷
み
は
な
く
、
文
字
は
浅
く
彫
っ
て

あ
る
。 

 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ130/幅55/奥行23 

【
建
立
年
】
万
延
元
年
（
１
８
６
０
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
南
無
弘
法
大
師
（
右
に
）

万
延
元
年
（
左
に
）
十
月
廿
一
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

日
脚
町
の
山
手
に
あ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
長
寿
の
里
の
隣
の
道
路
沿
い

に
立
つ
。
周
り
は
庭
園
風
に
し
つ
ら

え
て
あ
り
い
く
つ
か
の
大
き
な
石

が
配
置
さ
れ
、
隣
に
は
ツ
ツ
ジ
も
植

え
ら
れ
て
い
る
。 

碑
石
は
白
っ
ぽ
い
自
然
石
で
少
し

目
が
粗
め
。 

前
面
に
は
「
南
無
弘
法
大
師
」
と
彫

っ
て
あ
る
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
は
こ

の
碑
を
芋
地
蔵
と
呼
ん
で
親
し
ん

で
い
る
と
い
う
。 

 
  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ86/幅69/奥行32 
台石（石組） 
  高さ47/幅178/奥行103 
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【浜田市５１】浜田市日脚町 浜田三中下ＪＲ沿い 泰雲院殿 

所在地 浜田市日脚町 浜田三中下 ＪＲ沿い 

北緯３４°５２′１７．９５″／東経１３２°０１′４４．７１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市５２】浜田市西村町 地蔵堂前 なし 

所在地 浜田市西村町 道路沿い 地蔵堂前 

北緯３４°５０′４８．０２″／東経１３２°０１′０３．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）

再
建 

【
建
立
者
】
日
脚
区
中 

［
碑
石
前
面
］
南
無
大
師
遍
照
金
剛

（
右
に
）
探
玄
如
海
法
師
（
左
に
）

泰
雲
院
殿 

［
碑
石
右
面
］
昭
和
二
十
五
年
庚
寅
年

／
二
月
廿
一
日 

［
碑
石
左
面
］
再
建
設
者
／
日
脚
区
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

浜
田
三
中
の
入
り
口
の
前
の
県
道

２
４
１
号
と
線
路
の
間
に
立
つ
。
碑

の
左
右
に
は
地
蔵
も
あ
る
。
碑
か
ら

道
路
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装

し
て
あ
る
。
御
影
石
の
碑
の
前
面
に

は
中
央
に
南
無
大
師
遍
照
金
剛
と

彫
り
、
右
側
に
浜
田
で
サ
ツ
マ
イ
モ

栽
培
を
普
及
さ
せ
た
探
玄
如
海
、
左

側
に
泰
雲
院
の
名
を
彫
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
30
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ76/幅67/奥行35 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

西
村
町
の
民
家
の
す
ぐ
隣
、
道
路
沿

い
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
前
に
こ

の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
や
か
そ
う
な
自
然

石
で
、
き
れ
い
な
卵
形
。
鉄
さ
び
が

つ
い
た
よ
う
に
茶
色
に
な
っ
て
い

る
が
こ
ん
な
色
の
苔
な
の
だ
ろ
う

か
。 

 

文
字
は
全
く
彫
っ
て
な
い
。
前
の
白

っ
ぽ
い
石
は
前
石
で
、
碑
石
を
支
え

て
は
い
な
い
。 

花
立
て
に
は
紫
蘭
と
シ
キ
ミ
が
供

え
て
あ
る
。
地
域
の
方
に
大
事
に
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 
 

   

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

碑石 高さ93/幅45/奥行30 
台石１段目 
 高さ27/幅66/奥行53 

台石２段目 
 高さ24/幅110/奥行82 

台石３段目 
 高さ24/幅140/奥行106 



 

 

138 

 

【浜田市５３】浜田市西村町 陽光台入口 蔵本氏宅横 井戸公頌徳碑 

所在地 浜田市西村町 陽光台入口 国道９号の１本西の道路 蔵本氏宅横 

北緯３４°５０′５０．８０″／東経１３２°００′３８．４８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市５４】浜田市西村町 Ｒ９のＩＣ入口交差点北の畑 なし 

所在地 浜田市西村町 Ｒ９のＩＣ入口交差点北の畑 

北緯３４°５０′３３．１９″／東経１３２°００′１６．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）

再
建 

【
建
立
者
】
青
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
頌
徳
碑 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
三
十
七
年
四
月
改

礎
／
青
組
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
か
ら
陽
光
台
へ
の
入
口
、

国
道
の
す
ぐ
西
側
に
並
行
し
て
走

る
道
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
の
前
は
側
溝
が
あ
る
が
、
お
参
り

し
や
す
い
よ
う
に
碑
の
前
だ
け
ふ

た
が
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
周
囲
に

植
え
ら
れ
た
ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
大

き
く
な
っ
て
碑
を
隠
し
気
味
に
な

っ
て
い
る
。 

卵
形
の
自
然
石
に
必
要
項
目
が
き

ち
ん
と
彫
っ
て
あ
り
、
素
直
な
感
じ

が
す
る
碑
だ
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ125/幅57/奥行60 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
に
あ
る
西
村
Ｉ
Ｃ
交
差

点
の
信
号
を
北
に
向
か
う
と
高
手

の
畑
の
空
き
地
に
立
っ
て
い
る
の

が
見
え
る
。
碑
の
左
右
と
、
坂
を
下

っ
た
先
に
民
家
が
あ
る
の
で
、
そ
の

中
央
に
と
い
う
こ
と
で
こ
の
場
所

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

碑
は
目
の
細
や
か
な
自
然
石
で
、
文

字
は
何
も
彫
っ
て
な
い
。
台
石
が
２

段
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は

碑
石
の
前
に
置
い
て
あ
る
も
の
で
、

碑
石
を
支
え
て
い
な
い
の
で
計
測

し
て
い
な
い
。 

   
  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ67/幅37/奥行30 
台石１段目 
 高さ10/幅52/奥行39 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ50/幅82/奥行80 



 

 

139 

 

【浜田市５５】浜田市西村町荒磯谷 R9登坂車線 なし  

所在地 浜田市西村町荒磯谷 R9登坂車線沿い 森本氏宅横 

北緯３４°５０′０１．９７″／東経１３１°５９′４９．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市５６】浜田市西村町荒磯谷 一町内集会所裏 なし 

所在地 浜田市西村町荒磯谷 一町内集会所裏の道路沿い 

北緯３４°４９′５２．４９″／東経１３１°５９′４８．８０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
９
号
荒
磯
谷
の
、
東
に
向
か
っ

て
登
坂
車
線
に
な
る
地
点
の
道
路

沿
い
、
森
本
氏
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

横
に
、
こ
の
碑
を
建
て
る
た
め
に
造

っ
た
と
思
わ
れ
る
庭
園
風
の
場
所

が
あ
り
、
広
い
石
積
み
の
台
石
の
上

に
白
っ
ぽ
い
自
然
石
の
碑
が
立
っ

て
い
る
。
隣
に
は
ツ
ツ
ジ
や
サ
ル
ス

ベ
リ
が
植
え
て
あ
る
。 

文
字
が
彫
っ
て
な
い
の
で
情
報
が

な
い
が
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。 

 

    

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

山
陰
道
に
ほ
ど
近
い
場
所
に
一
町

内
の
集
会
所
が
あ
り
、
そ
の
裏
の
道

路
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

 

前
碑
（
№
55
）
に
よ
く
似
た
形
の
自

然
石
で
、
文
字
は
全
く
な
い
。 

 

こ
の
地
域
の
３
基
（
№
55
、
56
、
57
）

は
非
常
に
近
距
離
に
立
っ
て
い
て
、

さ
ら
に
山
陰
道
建
設
の
際
に
撤
去

さ
れ
た
碑
も
１
基
あ
る
と
い
う
の

で
、
合
計
４
基
と
な
る
。「
文
字
を
彫

ら
な
く
て
よ
い
の
な
ら
、
う
ち
で
も

建
て
ら
れ
る
」
と
競
い
合
う
よ
う
に

建
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ110/幅53/奥行38 
台石１段目 
 高さ18/幅97/奥行102 

台石２段目 
 高さ46/幅182/奥行210 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ116/幅58/奥行49 
台石(一部コンクリート) 
  高さ12/幅147/奥行120 



 

 

140 

 

【浜田市５７】浜田市西村町荒磯谷 長見氏宅横 なし  

所在地 浜田市西村町荒磯谷 長見氏宅横 

北緯３４°４９′４６．２１″／東経１３１°５９′４４．２５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市５８】浜田市折居町 厳島神社 井戸公之碑 

所在地 浜田市折居町 厳島神社横 

北緯３４°５５′４５．５４″／東経１３２°１０′５１．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

長
見
氏
の
家
屋
は
も
う
な
い
が
、
道

路
沿
い
に
立
派
な
地
蔵
堂
が
あ
り
、

同
じ
土
台
の
上
に
、
地
蔵
堂
と
並
ん

で
こ
の
碑
が
あ
る
。 

 

こ
の
碑
は
前
２
基
と
は
少
し
色
合

い
や
形
が
違
う
が
、
文
字
が
全
く
な

い
の
は
共
通
し
て
い
る
。
直
線
距
離

で
№
55
と
は
約
５
０
０
㍍
、
№
56

と
は
約
２
０
０
㍍
の
近
さ
だ
。 

 
 

      

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
二
段
目
台
石
後
面
］
Ｈ
16
・
２
・
８ 

 
 
 
 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

Ｊ
Ｒ
山
陰
線
折
居
駅
の
近
く
の
国

道
９
号
を
南
に
曲
が
る
と
す
ぐ
、
厳

島
神
社
が
あ
る
。
正
面
か
ら
向
か
っ

て
右
側
に
こ
の
碑
が
あ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
広
い
基
礎
を
造
っ
た
上

に
２
段
目
の
台
石
を
積
み
、
１
段
目

の
台
石
は
大
き
な
１
枚
岩
だ
。 

目
の
細
か
そ
う
な
自
然
石
に
碑
銘

だ
け
が
彫
っ
て
あ
っ
て
ほ
か
に
情

報
が
な
い
が
、
近
く
の
方
に
聞
く
と

有
志
の
方
数
人
が
神
社
の
左
側
か

ら
右
側
に
移
転
し
た
と
い
い
、
そ
の

日
付
が
、
台
石
に
彫
ら
れ
た
平
成
16

年
２
月
８
日
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
全

体
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
碑
だ
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
22
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ80/幅76/奥行19 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ113/幅78/奥行40 
台石１段目 
 高さ17/幅106/奥行65 

台石２段目 
 高さ36/幅238/奥行165 
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【浜田市５９】浜田市旭町 後谷入口 泰雲院殿 

所在地 浜田市旭町 K5から後谷への入口付近 

北緯３４°５２′２５．１７″／東経１３２°１４′４２．５６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市６０】浜田市旭町丸原 元育苗センター前 なし 

所在地 浜田市旭町丸原 元育苗センター前 

北緯３４°５１′４９．７６″／東経１３２°１５′０７．３８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
５
号
か
ら
後
谷
に
入
る
交
差

点
の
空
き
地
に
お
堂
が
あ
り
、
そ
の

隣
に
こ
の
碑
が
あ
る
。 

 

茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
前
面
に

「
泰
雲
院
殿
」
が
浅
く
彫
っ
て
あ

る
。
ほ
か
に
文
字
は
な
い
。 

 

お
堂
と
共
に
こ
の
碑
の
周
り
も
き

れ
い
に
し
て
あ
り
、
草
も
ほ
と
ん
ど

生
え
て
な
か
っ
た
。 

 
 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
２
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ127/幅88/奥行10 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

元
Ｊ
Ａ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た

場
所
で
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

道
路
か
ら
の
入
口
の
角
に
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
ん
で
場
所
を
造
り
、
地
蔵
と

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
以
前
は
道

路
の
反
対
側
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
、
灰
色
の
自
然
石

で
、
奥
行
は
10
㌢
し
か
な
い
。
台
石

が
２
段
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
碑

の
前
に
置
い
て
あ
る
だ
け
で
、
後
に

も
黒
っ
ぽ
い
石
が
あ
っ
て
そ
れ
ら

が
挟
む
よ
う
に
し
て
碑
石
を
安
定

さ
せ
て
い
る
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
２
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ78/幅54/奥行32 



 

 

142 

 

【浜田市６１】浜田市旭町今市 満福寺 泰雲院殿碑  

所在地 浜田市旭町今市 満福寺参道階段左 

北緯３４°５１′３３．１２″／東経１３２°１５′４５．９６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市６２】浜田市旭町木田白角 大元神社 嘉恵碑 

所在地 浜田市旭町木田白角 大元神社 

北緯３４°５３′２６．６３″／東経１３２°１５′５３．３２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
年
丑
五
月
廿

五
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

満
福
寺
に
上
が
る
緩
い
石
段
の
参

道
に
並
ん
で
坂
道
が
あ
り
、
そ
の
左

手
に
こ
の
碑
が
あ
る
。 

碑
石
は
目
の
粗
そ
う
な
茶
色
っ
ぽ

い
石
で
、
前
面
に
大
き
な
文
字
で
碑

銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
面
に
井
戸

公
が
亡
く
な
っ
た
日
が
彫
っ
て
あ

る
が
、
26
日
が
25
日
に
な
っ
て
い

る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
白
角
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑
（
左
に
）
明
治

二
十
五
年
十
月
健
之
（
下
に
）
白
角

谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
50
号
と
３
２
９
号
が
交
わ
る

Ｔ
字
路
に
大
元
神
社
が
あ
る
。 

 

神
社
の
規
模
は
小
さ
く
、
前
に
鳥
居

が
あ
っ
て
そ
の
手
前
の
広
場
の
隅

に
こ
の
碑
と
地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石

で
、
前
面
の
中
央
部
分
を
浅
く
彫
り

下
げ
て
平
ら
に
し
、
碑
銘
を
彫
っ
て

い
る
。 

 

台
石
は
自
然
石
を
組
み
合
わ
せ
て

お
り
、
石
と
石
の
間
は
セ
メ
ン
ト
を

入
れ
て
固
め
て
あ
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
２
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ141/幅42/奥行56 
台石（石積み） 
  高さ49/幅123/奥行142 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ143/幅83/奥行32 
台石 高さ42/幅121/奥行86 
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【浜田市６３】浜田市旭町山ノ内 市道三差路 泰雲院殿碑  

所在地 浜田市旭町山ノ内 市道三差路 

北緯３４°５３′５３．８１″／東経１３２°１６′５６．２２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市６４】浜田市旭町木田 旧小学校裏 正明君之碑 

所在地 浜田市旭町木田 旧小学校裏（現「木田暮らしの学校」の体育館下の旧道沿い） 

北緯３４°５３′２２．５１″／東経１３２°１６′５５．７４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
山
之
内
惣
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑
（
右
に
）

享
保
元
年
五
月
廿
六
日
（
左
に
）
山

之
内
惣
連
中
／
明
治
二
十
五
年
卯

十
月
十
八
日
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

木
田
の
中
心
地
か
ら
北
へ
約
２
・
５

㌔
の
市
道
三
差
路
の
一
段
高
い
場

所
に
産
婆
紀
念
碑
と
並
ん
で
立
つ
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石
。

奥
行
が
14
㌢
し
か
な
く
、
台
石
に
見

え
る
石
も
前
に
置
い
て
あ
る
だ
け

な
の
で
安
定
が
悪
い
よ
う
で
、
後
ろ

側
に
角
材
な
ど
を
入
れ
支
え
て
あ

る
。
右
横
に
供
養
し
た
歴
代
の
卒
塔

婆
が
ず
ら
り
と
立
て
か
け
て
あ
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
大
切
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
２
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
34
年
（
１
９
０
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
正
明
君
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
四
年
七
月
立

之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

木
田
暮
ら
し
の
学
校
（
元
木
田
小
学

校
）
の
体
育
館
の
下
の
旧
道
沿
い
に

立
つ
。
現
在
は
道
路
と
し
て
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
体
育
館
の
か
な
り
下
の

林
の
中
。 

 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
前

面
に
大
き
く
碑
銘
が
彫
ら
れ
て
い

る
。
前
に
あ
る
楕
円
形
の
石
は
サ
ツ

マ
イ
モ
の
お
供
え
か
（
少
し
大
き
す

ぎ
る
感
じ
が
す
る
が
）
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
２
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ180/幅117/奥行14 
台石 高さ49/幅123/奥行142 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ136/幅62/奥行35 
台石 高さ33/幅98/奥行63 
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【浜田市６５】浜田市旭町木田 正蓮寺 嘉恵碑  

所在地 浜田市旭町木田 正蓮寺 山門入って右手 

北緯３４°５３′１３．７４″／１３２°１７′０４．５８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市６６】浜田市旭町戸川 大元神社参道 井戸正明君碑 

所在地 浜田市旭町戸川 大元神社参道階段手前 

北緯３４°５２′０７．８１″／東経１３２°１９′３３．６５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
木
田
村
中 

［
碑
石
前
面
］
嘉
恵
碑
（
右
に
）
明
治

廿
五
年
十
月
（
左
に
）
木
田
村
中
／

石
材
寄
附
／
佐
々
岡
伴
治
郎
／
世

話
人
／
佐
々
岡
富
太
郎
／
湯
浅
長

市 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

正
蓮
寺
の
山
門
を
く
ぐ
っ
て
す
ぐ

右
手
。
土
塀
を
広
げ
る
形
で
幅
１
７

５
㌢
、
奥
行
１
８
０
㌢
の
場
所
を
造

り
、
玉
砂
利
を
敷
き
詰
め
て
建
て
て

あ
る
。 

碑
石
は
少
し
目
の
粗
そ
う
な
自
然

石
で
、
頂
上
を
鋭
角
に
と
が
ら
せ
た

形
に
な
っ
て
い
る
。 

 

今
で
も
彼
岸
会
と
一
緒
に
芋
法
事

を
営
ん
で
い
る
と
い
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
２
年
11
月
２
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
５
年
（
１
９
１
６
） 

【
建
立
者
】
戸
川
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
左
面
］
大
正
五
年
十
一
月
廿
日

建
役
／
戸
川
中
／
石
工
横
山
三
吉 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
７
号
か
ら
ぐ
っ
と
下
に
下
が

る
と
戸
川
の
集
落
に
至
る
が
、
集
落

に
入
る
と
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
の

が
大
元
神
社
。
参
道
階
段
下
の
左
手

の
共
通
の
台
石
の
上
に
石
碑
が
３

基
並
ん
で
お
り
、
そ
の
左
側
が
井
戸

公
碑
。
一
番
背
が
高
い
。 

 

３
基
と
も
同
じ
よ
う
な
灰
色
の
自

然
石
で
、
形
も
や
や
似
て
い
る
。 

 

碑
の
周
り
は
き
れ
い
に
手
入
れ
さ

れ
て
い
た
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ156/幅140/奥行32 
台石 高さ52/幅175/奥行180 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ127/幅64/奥行40 
台石 高さ33/幅112/奥行74 
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【浜田市６７】浜田市旭町本郷 K50沿い 井戸正明君碑 

所在地 浜田市旭町本郷 K50沿い 

北緯３４°５１′５８．１９″／東経１３２°１８′３４．０５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市６８】浜田市旭町和田 和田八幡宮参道 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市旭町和田 和田八幡宮参道石段右側 

北緯３４°５１′２５．４５″／東経１３２°１７′０９．８８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
22
年
（
１
８
８
９
） 

【
建
立
者
】
本
郷
有
志
者 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
本
郷
有
志
者 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
二
年
十
二
月
廿

六
日
建
設 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
50
号
の
本
郷
地
内
の
道
沿
い

に
、
圃
場
整
備
の
記
念
碑
、
力
士
碑

と
並
ん
で
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

３
碑
は
共
通
の
土
台
の
上
に
立
っ

て
お
り
、
碑
石
に
傷
み
は
な
く
、
周

囲
も
き
れ
い
。 

 

自
然
石
で
ど
っ
し
り
し
た
形
や
碑

石
左
右
面
の
文
字
が
前
面
の
碑
銘

に
負
け
な
い
ほ
ど
の
大
き
さ
で
彫

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
台
石
は
１
枚
岩

を
使
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
建
て
た

皆
さ
ん
の
意
気
込
み
が
伝
わ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
２
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
和
田
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑
（
右
に
）

明
治
二
十
三
年
四
月
建
之
／
施
主

／
和
田
中
（
左
に
）
地
主
／
大
屋
氏

ヨ
リ
借
地
／
発
起
／
石
田
政
太
良 

［
碑
石
後
面
］
世
話
人
／
大
野
実
太
／

山
崎
類
治
／
岩
本
保
エ
門
／
外
二

十
名 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

和
田
八
幡
宮
の
参
道
石
段
の
左
右

に
立
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
石
碑

の
う
ち
、
石
段
の
す
ぐ
右
に
立
っ
て

い
る
の
が
井
戸
公
碑
。
大
き
く
て
立

派
な
石
碑
だ
が
、
周
囲
に
植
え
ら
れ

た
庭
木
が
生
長
し
て
い
て
、
石
碑
全

体
が
見
渡
せ
な
い
の
が
残
念
。
写
真

の
撮
影
も
困
難
だ
っ
た
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ127/幅74/奥行49 
台石１段目 
 高さ31/幅110/奥行82 

台石２段目 
 高さ14/幅125/奥行93 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ198/幅110/奥行20 
台石 高さ23/幅158/奥行42 
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【浜田市６９】浜田市旭町重富 教員住宅入口 井戸正明碑 

所在地 浜田市旭町重富 教員住宅入口 道路沿い 

北緯３４°５１′４２．９５″／東経１３２°１１′１８．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市７０】浜田市旭町坂本 徳善寺前三差路 井戸泰雲院 

所在地 浜田市坂本 徳善寺前三差路広場 

北緯３４°４９′４０．１９″／東経１３２°１６′０４．４２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
重
富
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
三
年
一
月
重
富

中
／
石
寄
附
ヨ
コ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

重
富
の
、
割
と
平
坦
で
広
い
場
所
に

教
員
住
宅
が
あ
り
、
そ
の
前
の
道
路

沿
い
に
圃
場
整
備
の
記
念
碑
と
井

戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。
井
戸
公
碑

が
あ
っ
た
場
所
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

ん
で
記
念
碑
を
建
て
て
並
べ
た
の

だ
ろ
う
。
教
員
住
宅
も
そ
の
後
に
建

て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

１
段
目
の
台
石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
、
碑
石
と
２
段
目
の
台
石
の
安
定

を
よ
く
す
る
た
め
、
後
か
ら
追
加
し

た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
10
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
泰
雲
院 

［
碑
石
右
面
］
明
治
廿
五
年
八
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
５
号
の
坂
本
ト
ン
ネ
ル
を
南

に
進
む
と
、
徳
善
寺
の
前
が
広
い
三

差
路
で
、
そ
の
東
側
が
石
碑
を
建
て

た
り
庭
木
を
植
え
た
り
し
て
、
庭
園

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
道
路

近
く
に
こ
の
碑
が
あ
る
。 

 

目
は
そ
う
細
か
く
な
い
石
で
、
上
を

丸
め
た
墓
石
型
。
台
石
も
自
然
石
だ

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
セ
メ
ン
ト
で
補

修
し
て
あ
る
。 

碑
石
の
上
が
丸
い
せ
い
か
、
碑
銘
の

周
囲
の
枠
が
輪
郭
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
せ
い
か
、
西
洋
の
墓
石
に
雰

囲
気
が
似
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ115/幅92/奥行25 
台石１段目 
 高さ12/幅81/奥行41 

台石２段目 
 高さ22/幅95/奥行85 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ105/幅61/奥行40 
台石１段目 
 高さ34/幅75/奥行66 

台石２段目 
 高さ49/幅130/奥行122 
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【浜田市７１】浜田市旭町都川 林蔵寺東 K5沿い 井戸君之碑 

所在地 浜田市旭町都川 林蔵寺東 K5沿い 

北緯３４°５０′１６．２２″／東経１３２°１９′００．９４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市７２】浜田市旭町岩畳 葛ヶ谷バス停横 井戸正明君碑 

所在地 浜田市旭町岩畳 K5沿い 葛ヶ谷バス停と高橋氏宅の間 

北緯３４°５１′０５．４８″／東経１３２°２０′３６．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
君
之
碑
（
右
に
）

明
治
廿
四
年
四
月
十
二
日
建
之
／

文
明
十
八
年
五
月
廿
四
日
□
（
左

に
）
土
地
寄
附
人
／
伊
藤
見
章
／
外

百
四
十
名
／…

…
…

／…
…
…

／

…
…
…

／
（
浅
く
て
読
め
ず
） 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

林
蔵
寺
の
東
約
１
０
０
㍍
の
県
道

５
号
沿
い
に
あ
る
。 

 

碑
石
の
高
さ
が
１
６
８
㌢
に
対
し

て
幅
が
１
５
３
㌢
も
あ
っ
て
面
積

も
広
く
、
円
形
の
碑
と
い
う
印
象

で
、
道
路
沿
い
に
よ
く
目
立
つ
。 

碑
石
前
面
の
左
右
に
小
さ
く
細
い

文
字
が
た
く
さ
ん
彫
ら
れ
て
い
る

が
、
石
が
硬
い
せ
い
か
彫
り
が
浅

く
、
完
全
に
は
読
め
な
か
っ
た
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

【
建
立
者
】
組
内
有
志
者 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
組
内
有
志
者
／
世
話
人

／
阪
根
勇
助
／
夏
川
紋
治
／
山
本

勇
平
／
山
本
京
造
／
笹
田
長
太
郎 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
三
年
十
二
月
廿

六
日
／
［
碑
石
後
面
］
中
ノ
村
石
工

上
田
忠
三
郎 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
５
号
沿
い
の
岩
畳
、
葛
ヶ
谷
バ

ス
停
と
高
橋
氏
宅
の
間
に
立
っ
て

い
る
。
碑
の
前
の
草
が
大
き
く
な
っ

た
り
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
木
が
太
く
な

っ
て
い
た
の
で
、
手
鎌
で
部
分
的
に

刈
っ
て
い
る
と
、
高
橋
さ
ん
（
女
性
）

が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持
ち
出
し
、
一
帯

を
あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

碑
石
左
右
の
文
字
も
大
き
く
彫
っ

て
あ
っ
て
読
み
や
す
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ168/幅153/奥行47 
台石１段目 
 高さ31/幅140/奥行90 

台石２段目 
 高さ22/幅187/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ133/幅76/奥行43 
台石１段目 
 高さ34/幅105/奥行84 

台石２段目 
 高さ44/幅200/奥行160 
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【浜田市７３】浜田市旭町来尾 棚田向い 泰雲院殿 

所在地 浜田市旭町来尾 来尾の棚田の向い側 

北緯３４°４９′１７．８７″／東経１３２°２０′２７．５１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｚ 
 

【浜田市７４】浜田市旭町越木 浜田道直下 井戸正明君碑 

所在地 浜田市旭町越木 浜田道直下 K11沿い 

北緯３４°５０′３２．４７″／東経１３２°２１′１２．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

来
尾
の
県
道
11
号
か
ら
１
本
西
の

道
路
に
上
が
り
、
「
来
尾
の
棚
田
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
の
看
板
が
立
っ
て

い
る
場
所
の
山
側
に
こ
の
碑
が
立

っ
て
い
る
。
碑
の
場
所
は
近
く
の
お

宅
で
伺
っ
て
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
。 

 

碑
石
は
や
や
大
き
い
サ
イ
ズ
だ
が
、

台
石
に
大
き
な
石
が
組
み
合
わ
せ

て
使
っ
て
あ
り
、
３
段
目
は
高
さ
が

１
㍍
を
超
す
巨
石
を
組
み
合
わ
せ

て
あ
る
。
道
路
か
ら
２
㍍
ほ
ど
高
い

場
所
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
見
上
げ

る
ほ
ど
大
き
な
碑
に
見
え
る
。 

 

周
囲
は
と
て
も
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
越
木
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
三
十
二
年
一
月
建

之
／
越
木
中 

［
碑
石
左
面
］
本
村
に
始
め
て
琉
球
芋

を
試
作
し
た
る
者
は
今
於
去
五
十

一
年
前
当
地
住
民
高
場
為
治
氏
也

／
発
企
人
／
森
連
川
弥
太
郎
／
川

部…
…
 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

浜
田
道
が
真
上
で
交
わ
る
県
道
11

号
の
川
沿
い
は
来
尾
川
災
害
復
旧

事
業
竣
工
記
念
と
し
て
、
桜
を
10
本

植
え
る
な
ど
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
工
事
の
竣
工
記
念
碑
、
力
士

碑
、
そ
し
て
道
路
向
い
側
か
ら
移
転

し
た
井
戸
公
碑
が
立
ち
、
庭
石
が
い

く
つ
も
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

碑石 高さ142/幅52/奥行50 
台石１段目 
 高さ32/幅91/奥行78 

台石２段目 
 高さ63/幅119/奥行119 

台石３段目 
 高さ116/幅228/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ123/幅74/奥行28
台石１段目 
 高さ25/幅112/奥行83 

台石２段目 
 高さ20/幅142/奥行138 
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【浜田市７５】浜田市旭町市木中郡 森迫バス停 井戸正明君霊  

所在地 浜田市旭町市木中郡 K50沿い 森迫バス停横 

北緯３４°５０′２４．３０″／東経１３２°２３′１３．４６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市７６】浜田市金城町水上谷 集会所先高手 井戸平左エ門 

所在地 浜田市水上谷 集会所約 200ｍ先高手 

北緯３４°５２′３１．７０″／東経１３２°０８′２５．２９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
中
郡
・
宮
ノ
地
講
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
君
霊 

［
碑
石
左
面
］
自
享
保
十
八
年
五
月
廿

六
日
皈
幽
／
相
當
百
六
十
六
年
／

明
治
三
十
一
年
十
二
月
卅
日
立
之

／
中
郡
／
宮
ノ
地
／
講
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

市
木
地
内
を
走
る
県
道
５
号
の
直

線
に
あ
る
森
迫
橋
の
た
も
と
に
バ

ス
停
、
バ
ス
待
合
所
、
倉
庫
な
ど
が

並
ぶ
一
角
に
こ
の
碑
が
堂
々
と
立

っ
て
い
る
。 

黒
っ
ぽ
く
、
比
較
的
大
き
な
碑
は
存

在
感
が
あ
り
、
よ
く
目
立
つ
。 

 

碑
銘
に
は
数
少
な
い
「
霊
」
の
文
字

が
あ
り
、
呼
応
す
る
よ
う
に
井
戸
公

の
命
日
も
「
皈
幽
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
28
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
平
左
エ
門 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

次
碑
（
№
77
）
の
調
査
中
に
通
り
が

か
っ
た
地
元
の
方
に
場
所
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
向
か
っ
た
。
集
会
所

の
先
を
右
折
し
て
約
２
０
０
㍍
の

道
路
沿
い
左
の
高
手
に
立
つ
。 

 

碑
石
は
ご
つ
ご
つ
し
た
自
然
石
で

前
面
の
中
央
部
が
ふ
く
ら
ん
で
い

る
た
め
、
文
字
も
そ
こ
を
避
け
て
彫

っ
て
あ
る
。
ど
の
文
字
も
線
が
細

く
、
達
筆
と
は
言
え
な
い
。「
門
」
の

下
に
蓮
の
花
が
彫
っ
て
あ
る
が
、
こ

れ
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。 

 

素
朴
な
た
た
ず
ま
い
に
好
感
が
持

て
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ187/幅120/奥行62 
台石１段目 
 高さ43/幅143/奥行114 

台石２段目 
 高さ26/幅184/奥行166 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ98/幅49/奥行43 
台石 高さ17/幅107/奥行134 
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【浜田市７７】浜田市金城町七条 さざんか向い なし 

所在地 浜田市金城町七条 さざんか向い 七条バス停横 R186沿い 

北緯３４°５２′０６．９３″／東経１３２°０８′５５．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市７８】浜田市金城町新開 新開集会所 なし 

所在地 浜田市金城町新開 新開集会所 

北緯３４°５２′１２．６１″／東経１３２°０９′１６．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
１
８
６
号
沿
い
で
、
道
路
の
向

い
は
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
ざ
ん

か
。
七
条
バ
ス
停
の
横
の
広
場
に
４

段
の
石
組
み
が
あ
り
、
そ
の
上
に
碑

が
乗
っ
て
い
る
。
地
元
の
方
に
聞
く

と
３
回
ほ
ど
移
転
を
し
て
、
最
終
的

に
こ
こ
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
。
前

を
通
る
国
道
も
か
な
り
広
く
、
整
備

が
行
き
届
い
て
い
る
。 

碑
石
は
表
面
、
形
と
も
ご
つ
ご
つ
し

て
お
り
、
ど
の
面
に
も
文
字
は
な

い
。
し
か
し
、
通
り
が
か
り
の
方
も

認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
元
で

は
し
っ
か
り
と
井
戸
公
碑
と
認
識

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
花
立
て
に
も

お
供
え
が
し
て
あ
っ
た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

広
い
道
路
沿
い
に
あ
る
新
開
集
会

所
。
庭
も
か
な
り
広
く
、
東
屋
、
ブ

ラ
ン
コ
な
ど
が
あ
る
。
庭
の
奥
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
地
蔵
堂
と
こ
の
碑
が

立
っ
て
い
る
。 

 

草
は
あ
っ
た
も
の
の
、
手
入
れ
は
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
茶
色
っ
ぽ
い

自
然
石
。
台
石
１
段
目
は
背
の
高
い

石
を
使
っ
て
い
る
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ117/幅57/奥行36 
台石（石組） 
  高さ90/幅167/奥行140 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ92/幅54/奥行39 
台石１段目 
 高さ60/幅82/奥行72 

台石２段目 
 高さ37/幅111/奥行132 



 

 

151 

 

【浜田市７９】浜田市金城町若林 R186沿い 蔦屋向い なし 

所在地 浜田市金城町若林 R186沿い 蔦屋向い 

北緯３４°５１′５３．６８″／東経１３２°０９′１５．５２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市８０】浜田市金城町伊木 伊木バス停 40ｍ南 泰雲院 

所在地 浜田市金城町伊木 伊木バス停 40ｍ南 

北緯３４°５２′４２．９５″／東経１３２°０８′１８．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
１
８
６
号
の
歩
道
沿
い
の
ブ

ロ
ッ
ク
擁
壁
の
上
に
、
地
蔵
堂
、
支

道
改
修
紀
念
碑
（
明
治
36
年
）、
井

戸
公
碑
が
、
道
路
に
向
か
っ
て
立
っ

て
い
る
。
周
囲
は
手
入
れ
が
行
き
届

き
。
ほ
ぼ
草
の
な
い
き
れ
い
な
状
態

だ
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
っ
ぽ
い
自

然
石
で
、
台
石
は
幅
が
碑
石
と
同
じ

く
ら
い
の
石
。 

 

文
字
が
彫
っ
て
な
く
、
情
報
が
な
い

の
が
残
念
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（
写
真
２
０
２
３
年
３
月
29
日
） 

【
建
立
年
】
大
正
２
年
（
１
９
１
３
） 

【
建
立
者
】
伊
木
区 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
左
面
］
大
正
二
年
春
建
之
／
伊

木
区 

［
碑
石
後
面
］
享
保
十
八
年
／
享
年
六

十
二
才 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

伊
木
バ
ス
停
の
約
40
㍍
南
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
間
に
こ
の
碑
が
立
っ
て

い
る
。
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
に
道
路

ぎ
り
ぎ
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
道
路
の
拡
幅
工
事
で
こ
う
な
っ

た
の
か
、
前
も
す
ぐ
車
道
、
後
ろ
は

急
斜
面
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 

碑
石
は
灰
色
の
大
き
め
の
自
然
石

で
、
広
い
前
面
に
「
泰
雲
院
」
の
３

文
字
が
力
強
い
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ102/幅73/奥行31 
台石１段目 
 高さ22/幅69/奥行62 

台石２段目 
 高さ4/幅93/奥行54 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ170/幅100/奥行53 
台石（コンクリート） 
  高さ25/幅130/奥行110 



 

 

152 

 

【浜田市８１】浜田市金城町青原 なごみの里横 井戸公之碑 

所在地 浜田市金城町青原 なごみの里横待避所 

北緯３４°５１′０８．９０″／東経１３２°０９′１４．５４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市８２】浜田市金城町今田 永徳寺下 泰雲院 

所在地 浜田市金城町今田 永徳寺下 

北緯３４°５１′２０．４１″／東経１３２°０９′３６．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
４
年
（
１
９
１
５
） 

【
建
立
者
】
青
原
區
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
大
正
四
年
八
月
建
之
／

青
原
區
中
／
地
所
寄
附
主
静
間
守

代 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

青
原
な
ご
み
の
里
の
横
に
広
い
待

避
所
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
こ
の
碑
だ

け
立
っ
て
い
る
。 

自
然
石
風
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基

礎
の
上
に
穏
や
か
な
雲
形
の
台
石

を
置
き
、
そ
の
上
に
黒
っ
ぽ
い
目
の

細
や
か
な
卵
形
の
自
然
石
が
立
っ

て
い
る
。
後
面
の
文
字
も
大
き
く
彫

ら
れ
て
お
り
、
気
持
ち
の
い
い
碑

だ
。 

 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ230/幅79/奥行39 

台石 高さ36/幅155/奥行83 

【
建
立
年
】
大
正
15
年
（
１
９
２
６
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
右
面
］
大
正
十
五
年
三
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

永
徳
寺
の
下
の
道
路
沿
い
の
少
し

奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
地
蔵
堂
、
寺

田
八
百
助
翁
の
碑
と
こ
の
碑
が
立

っ
て
い
る
。
碑
の
周
り
は
舗
装
し
て

あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
き
れ
い
に
し

て
あ
る
。 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
高

さ
が
２
３
０
㌢
あ
り
、
金
城
町
で
は

最
も
高
い
。 

建
立
年
は
彫
っ
て
あ
る
が
、
建
立
者

名
が
な
い
の
が
残
念
。 

 
 

      

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ102/幅70/奥行28 
台石１段目 
 高さ30/幅120/奥行98 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ52/幅147/奥行128 



 

 

153 

 

【浜田市８３】浜田市金城町下来原吉留 八幡宮前の丘 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市金城町下来原吉留 下来原八幡宮前の丘 

北緯３４°５１′４６．２５″／東経１３２°１０′２４．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市８４】浜田市金城町下来原 上組集会所前 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市金城町下来原 上組集会所道路向い 

北緯３４°５１′４８．７８″／東経１３２°１１′３２．８６″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
37
年
（
１
９
０
４
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
卅
七
年
三
月
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

下
来
原
八
幡
宮
の
東
約
１
５
０
㍍

に
あ
る
丘
の
上
に
立
つ
。
階
段
と
手

す
り
が
設
置
さ
れ
、
地
元
の
皆
さ
ん

が
「
吉
留
芋
地
蔵
さ
ん
の
由
来
」
と

い
う
看
板
も
立
て
、
訪
れ
や
す
く
し

て
い
る
。 

 

白
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
前
面
に
碑

銘
、
右
面
に
建
立
年
が
彫
ら
れ
て
い

る
が
、
建
立
者
名
は
な
い
。 

い
つ
も
周
囲
は
き
れ
い
に
し
て
あ

り
、
毎
年
11
月
23
日
の
朝
に
供
養

を
し
て
い
る
と
い
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
37
年
（
１
９
０
４
） 

【
建
立
者
】
谷
中
有
志 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
七
年
七
月
建

之
／
願
主
岡
本
信
太
／
外
谷
中
有

志 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

上
組
集
会
所
は
四
辻
に
立
っ
て
お

り
、
集
会
所
の
向
い
側
の
斜
面
を
、

井
戸
公
碑
設
置
場
所
と
し
て
整
備

し
て
い
る
。
道
路
か
ら
の
進
入
路
は

ス
ロ
ー
プ
を
造
り
、
そ
の
上
に
石
組

み
を
組
ん
で
平
面
を
造
り
、
３
段
の

台
石
を
積
ん
で
碑
を
建
て
る
と
い

う
て
い
ね
い
さ
だ
。 

 

碑
石
は
目
の
細
や
か
な
灰
色
の
自

然
石
で
、
し
め
縄
が
巻
い
て
あ
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ142/幅68/奥行35 

台石 高さ28/幅142/奥行85 

碑石 高さ100/幅54/奥行17 
台石１段目 
 高さ27/幅76/奥行43 

台石２段目 
 高さ42/幅113/奥行83 

台石３段目 
 高さ52/幅177/奥行不明 



 

 

154 

 

【浜田市８５】浜田市金城町下来原 金田集会所先 400ｍ 泰雲院殿塔 

所在地 浜田市金城町下来原 金田集会所先 400ｍ 

北緯３４°５２′１４．９１″／東経１３２°１０′４８．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市８６】浜田市金城町下来原 下長屋集会所裏 なし 

所在地 浜田市金城町下来原 下長屋集会所裏山 

北緯３４°５２′３５．５２″／東経１３２°１０′５７．１２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
慶
應
元
年
（
１
８
６
５
） 

【
建
立
者
】
金
田
・
吉
富
・
長
屋
・
上

組
・
七
町
・
坂
原
講
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
塔
（
下
に
）

松
龍
菴
住
大
橋
／
山
本
富
太
郎
代 

［
碑
石
右
面
］
慶
応
元
丑
年
十
月
日
／

村
長
山
本
泰
蔵
／
發
主
佐
々
田
勤

之
助 

［
碑
石
左
面
］
講
中
／
金
田 

吉
富 

長

屋
／
上
組 

七
町 
坂
原 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

金
田
集
会
所
付
近
の
家
で
尋
ね
て

場
所
が
判
明
、
集
会
所
か
ら
約
４
０

０
㍍
奥
に
あ
っ
た
。 

 

道
路
沿
い
を
か
な
り
広
く
整
地
し

て
碑
の
場
所
と
し
て
お
り
、
手
入
れ

も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
は
６
つ
の

地
区
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
建
て

て
い
る
。
こ
れ
に
も
し
め
縄
が
巻
い

て
あ
る
。 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ123/幅56/奥行53 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

下
長
屋
集
会
所
の
裏
に
回
る
と
、
裏

山
に
上
が
る
石
段
が
10
段
あ
り
、
そ

れ
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
祠
と
井

戸
公
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
一
見
墓
石
型
に
見
え
る
が
、

目
の
や
や
粗
い
自
然
石
で
、
磨
い
て

な
く
、
文
字
も
全
く
彫
ら
れ
て
い
な

い
。
台
石
に
見
え
る
石
も
前
に
置
い

て
あ
る
も
の
。 

 

祠
と
碑
の
周
囲
は
き
れ
い
に
手
入

れ
さ
れ
て
い
て
、
草
は
生
え
て
い
な

か
っ
た
。 

 

こ
の
碑
に
も
し
め
縄
が
巻
い
て
あ

る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ164/幅73/奥行63 

台石 高さ8/幅124/奥行124 



 

 

155 

 

【浜田市８７】浜田市金城町上来原 農村公園 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 浜田市金城町上来原 上来原八幡宮下の農村公園 

北緯３４°５０′１１．８２″／東経１３２°１０′０４．７６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市８８】浜田市金城町今福元谷 辻屋入口 泰雲院 

所在地 浜田市金城町今福元谷 辻屋入口 

北緯３４°５３′５１．１４″／東経１３２°１１′５８．１０″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
神
藤
兵
治 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
右
面
］
施
主
神
藤
兵
治
／
明
治

廿
四
年
旧
二
月
吉
日
／
世
話
人
／

佐
々
木
玄
太
／
田
原
常
治
／
田
原

兼
太 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

上
来
原
八
幡
宮
の
下
に
あ
る
農
村

公
園
。
そ
の
八
幡
宮
側
の
隅
に
こ
の

碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
目
の
粗
い
自
然
石

で
、
前
面
の
中
央
だ
け
平
ら
に
磨
い

て
碑
銘
が
彫
っ
て
あ
る
。 

 

台
石
は
割
と
広
い
範
囲
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
、
周
囲
に
石
が
は
め

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
に
も
し
め

縄
が
巻
い
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
山
原 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
右
面
］
明
治
参
拾
酉
年
七
月
／

山
原
立 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
植
田
善
平
／

植
田
吉
太
／
羽
手
原
枡
太
郎 

［
碑
石
後
面
］
世
話
人
／
梅
田
勞
太
／

植
田
屋
太
／
後
倉
太 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

浜
田
道
の
北
に
あ
る
元
谷
は
な
だ

ら
か
な
棚
田
が
広
が
る
、
農
村
景
観

の
美
し
い
地
域
で
、
こ
の
碑
も
田
ん

ぼ
に
挟
ま
れ
た
な
だ
ら
か
な
丘
の

上
に
立
っ
て
い
る
が
、
周
囲
は
見
事

に
草
が
刈
っ
て
あ
っ
た
。 

 

碑
石
は
か
ぎ
型
に
曲
が
っ
た
変
わ

っ
た
形
を
し
て
お
り
、
そ
の
下
半
分

に
碑
銘
が
大
き
く
彫
っ
て
あ
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ173/幅103/奥行63 

台石 高さ23/幅227/奥行181 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ108/幅32/奥行38 

台石 高さ26/幅72/奥行70 



 

 

156 

 

【浜田市８９】浜田市金城町今福二タ村 二タ村集会所 なし 

所在地 浜田市金城町今福二タ村 二タ村集会所 

北緯３４°５３′４３．９２″／東経１３２°１２′４４．１９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市９０】浜田市金城町今福皆合 安楽寺 なし 

所在地 浜田市金城町今福皆合 安楽寺車参道沿い 

北緯３４°５３′２７．６１″／東経１３２°１３′２５．７５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
に
よ
る
。 

 

二
タ
村
集
会
所
の
前
、
道
路
境
の
側

溝
ぎ
り
ぎ
り
に
立
っ
て
い
る
。
「
島

根
県
」
の
標
柱
は
そ
の
た
め
。
碑
石

は
濃
い
灰
色
の
自
然
石
、
台
石
一
段

目
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
２
段
目
は
円

形
の
土
管
と
い
う
構
成
に
な
っ
て

い
る
。 

 

文
字
は
全
く
彫
ら
れ
て
い
な
い
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
は
芋
地
蔵
と
し
て

親
し
ん
で
お
り
、
碑
石
の
前
に
は
線

香
立
て
が
置
い
て
あ
っ
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

安
楽
寺
の
車
の
参
道
沿
い
の
最
後

の
カ
ー
ブ
外
側
。 

斜
面
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
台
石
の

奥
行
が
計
測
で
き
な
か
っ
た
。 

碑
石
は
白
っ
ぽ
く
、
目
の
粗
い
自
然

石
。
前
に
少
し
傾
い
て
い
る
。
文
字

は
何
も
彫
ら
れ
て
い
な
い
。 

        
    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ92/幅37/奥行42 
台石１段目（コンクリート） 
 高さ10/幅90/奥行80 

台石２段目（土管） 
 高さ30/幅74/奥行74 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ140/幅83/奥行33 

台石 高さ57/幅205/奥行不明 



 

 

157 

 

【浜田市９１】浜田市金城町上長屋 ＪＡ施設近く十字路下 なし 

所在地 浜田市金城町上長屋 ＪＡ育苗施設南の交差点降りる 

北緯３４°５２′２０．８０″／東経１３２°１１′４０．６４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市９２】浜田市金城町上長屋 上長屋集会所南 井戸正明碑 

所在地 浜田市金城町上長屋 上長屋集会所南 道路沿い 

北緯３４°５２′２８．７０″／東経１３２°１１′５７．２３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
に
よ
る
。 

 

Ｊ
Ａ
育
苗
施
設
の
南
側
に
広
い
交

差
点
が
あ
り
、
そ
の
交
差
点
の
斜
面

を
下
り
た
と
こ
ろ
に
、
祠
と
こ
の
碑

が
立
っ
て
い
る
。
前
は
広
場
に
な
っ

て
お
り
、
共
通
の
台
石
と
し
て
厚
さ

約
30
㌢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
が

あ
る
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
目
の
細
か
い
自
然

石
。
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な
い
。
し

め
縄
が
巻
い
て
あ
る
。
縄
は
傷
ん
で

い
る
が
紙
垂
は
最
近
の
も
の
に
見

え
る
。 

 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ110/幅55/奥行36 

【
建
立
年
】
明
治
25
年
（
１
８
９
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑
（
右
に
）

紀
元
二
千
五
百
五
十
二
年
冬
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

上
長
屋
集
会
所
の
南
の
道
路
沿
い
。

道
路
東
側
の
側
溝
の
外
の
ス
ペ
ー

ス
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
約
60
㌢
の

高
さ
の
台
を
造
り
、
そ
の
上
に
祠
と

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
の
前
中
央
部

に
「
建
之
／
平
成
14
年
４
月
吉
日
」

と
書
い
て
あ
る
。
上
に
乗
っ
て
い
る

二
つ
を
こ
こ
に
ま
と
め
た
の
が
平

成
14
年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
自
然
石
。
前
に
花

立
て
と
線
香
置
き
を
組
み
合
わ
せ

た
台
が
置
い
て
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ62/幅42/奥行28 



 

 

158 

 

【浜田市９３】浜田市金城町小瀬原 温泉入口バス停 なし 

所在地 浜田市金城町小瀬原 温泉入口バス停 ガソリンスタンド向い 

北緯３４°５３′０３．７１″／東経１３２°１２′４７．４５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市９４】浜田市金城町今福 久佐川集会所東 泰雲院殿 

所在地 浜田市金城町今福 久佐川集会所東 100ｍ K5沿い 

北緯３４°５２′４０．２６″／東経１３２°１３′２３．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

今
福
か
ら
美
又
に
向
か
う
大
き
な

交
差
点
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

前
に
バ
ス
停
が
あ
り
、
そ
の
奥
の
斜

面
際
に
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
に
対
し
て
台
石
が
か
な
り
大

き
く
、
て
い
ね
い
。 

 

碑
石
は
灰
色
っ
ぽ
く
目
の
粗
い
自

然
石
。
碑
石
に
も
台
石
に
も
何
も
文

字
は
彫
っ
て
な
い
。 

 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
５
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
40
年
（
１
９
０
７
） 

【
建
立
者
】
久
佐
川
・
中
倉 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
（
右
に
）
明

治
四
十
年
（
左
に
）
久
佐
川
／
中
倉

／
丁
未
一
月
建
設 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
５
号
沿
い
に
あ
る
久
佐
川
集

会
所
を
過
ぎ
て
東
へ
約
１
０
０
㍍

進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
待
避
所
に
、

水
子
地
蔵
堂
と
並
ん
で
立
つ
。 

 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
く
目
の
粗
い
自

然
石
で
１
６
７
㌢
と
大
き
く
、
上
が

と
が
っ
て
い
る
。 

台
石
に
見
え
る
石
は
前
石
で
、
後
ろ

側
に
は
石
を
置
い
た
り
土
を
盛
っ

た
り
し
て
支
え
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

前
を
走
る
県
道
も
広
く
、
待
避
所
も

広
い
の
で
、
そ
こ
に
あ
る
大
き
な
碑

は
存
在
感
が
あ
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ109/幅36/奥行31 
台石１段目 
 高さ20/幅117/奥行93 

台石２段目 
 高さ23/幅107/奥行122 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ167/幅74/奥行62 



 

 

159 

 

【浜田市９５】浜田市金城町久佐山根原 K114 Ｔ字路 なし 

所在地 浜田市金城町久佐山根原 K114 Ｔ字路 久佐まちセン北１５０ｍ 

北緯３４°５１′４０．７５″／東経１３２°１２′３０．５７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市９６】浜田市金城町小原谷 小原谷集会所向い 不明 

所在地 浜田市金城町小原谷 小原谷集会所向い 樫木地蔵堂横 

北緯３４°５６′５６．０９″／東経１３２°１２′０５．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
１
１
４
号
沿
い
に
あ
る
久
佐

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
北
約
１

５
０
㍍
の
、
集
落
に
お
り
る
Ｔ
字
路

の
道
路
沿
い
に
立
つ
。 

側
溝
に
沿
っ
て
高
さ
約
55
㌢
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
台
を
造
り
、
そ
の
上

に
２
段
の
台
石
が
あ
る
碑
が
乗
る
。

道
路
工
事
の
際
に
こ
こ
に
移
転
し

て
き
た
か
。 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
く
目
の
細
や
か

な
自
然
石
で
、
文
字
は
何
も
彫
っ
て

な
い
。 

碑
に
は
し
め
縄
が
巻
い
て
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

小
原
谷
集
会
所
の
道
路
向
い
に
あ

る
樫
木
地
蔵
堂
の
隣
に
立
つ
。
集
会

所
の
前
の
橋
を
渡
る
と
「
抱
月
ふ
る

里
公
園
」
で
島
村
抱
月
文
学
碑
な
ど

が
あ
る
。 

 

井
戸
公
碑
は
道
路
沿
い
の
地
蔵
堂

の
隣
に
窮
屈
そ
う
に
立
っ
て
お
り
、

碑
石
も
台
石
も
斜
面
ぎ
り
ぎ
り
だ
。

湿
気
が
多
そ
う
な
場
所
で
、
か
な
り

苔
が
生
え
て
い
る
。 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
軟

ら
か
そ
う
で
も
な
い
が
、
前
面
が
え

ぐ
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
碑
銘
が
彫
っ

て
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
全

く
読
め
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

碑石 高さ114/幅66/奥行24 
台石１段目 
 高さ7/幅80/奥行80 

台石２段目 
 高さ7/幅145/奥行88 

台石３段目（コンクリート） 
 高さ55/幅182/奥行不明 

碑石 高さ124/幅73/奥行54 
台石１段目 
 高18/幅88/奥行不明 

台石２段目 
 高24/幅104/奥行不明 

台石３段目 
 高さ24/幅112/奥行50 



 

 

160 

 

【浜田市９７】浜田市金城町美又 美又温泉向い K50沿い 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市金城町美又 美又温泉向い K50沿い 

北緯３４°５３′４２．８２″／東経１３２°１４′１６．５６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市９８】浜田市金城町追原 植松集会所 なし 

所在地 浜田市金城町追原 植松集会所 

北緯３４°５５′３８．５０″／東経１３２°１４′０２．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
27
年
（
１
８
９
４
） 

【
建
立
者
】
美
又
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
右
面
］
明
治
二
十
七
年
十
月
／

二
十
三
日 

美
又
組 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

以
前
は
違
う
場
所
に
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
現
在
は
美
又
温
泉
の
前
を
通

る
県
道
50
号
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

移
転
し
て
き
た
と
き
に
造
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台

石
に
は
、
花
立
て
用
の
穴
も
あ
け
ら

れ
、
そ
こ
に
ス
テ
ン
レ
ス
の
花
立
て

が
入
れ
て
あ
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
の
目
の
粗
い
自
然
石
。 

 

花
立
て
に
は
造
花
が
供
え
ら
れ
て

い
た
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ136/幅115/奥行10 

台石 高さ26/幅241/奥行112 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
か
ら
植
松
集
会
所
に
入
る
と
、

建
物
の
手
前
の
左
側
に
、
訪
問
者
を

出
迎
え
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
目
の
粗
い
自
然
石

で
高
さ
が
１
３
６
㌢
で
、
幅
１
１
５

㌢
。
上
が
と
が
っ
た
ひ
し
形
を
し
て

い
る
。
驚
く
の
は
厚
さ
が
10
㌢
し
か

な
い
こ
と
。
こ
の
状
態
で
割
れ
た
り

す
る
こ
と
な
く
、
よ
く
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
支
え
る
台
石
は
幅
２
４

１
㌢
も
あ
る
広
い
も
の
。
こ
の
碑
石

と
台
石
の
組
み
合
わ
せ
は
存
在
感

が
あ
る
も
の
。 

 

残
念
な
が
ら
文
字
は
ど
こ
に
も
何

も
彫
っ
て
な
く
、
情
報
が
な
い
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ101/幅54/奥行33 
台石１段目（コンクリート） 
 高さ18/幅100/奥行100 



 

 

161 

 

【浜田市９９】浜田市金城町入野 岡本氏宅 100ｍ先法面 なし 

所在地 浜田市金城町入野 岡本氏宅 100ｍ先法面 

北緯３４°５４′３６．９６″／東経１３２°１２′２９．１４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１００】浜田市金城町入野 越沢集会所 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市金城町入野 越沢集会所 

北緯３４°５４′１４．１５″／東経１３２°１３′１５．０８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

美
又
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
に
よ
る
。 

入
野
の
岡
本
氏
宅
を
約
１
０
０
㍍

東
に
進
む
と
、
道
路
か
ら
約
１
・
５

㍍
の
高
さ
の
法
面
に
白
っ
ぽ
い
石

を
発
見
。
か
な
り
背
の
高
い
草
に
覆

わ
れ
て
い
た
が
、
草
を
刈
る
と
そ
の

姿
が
見
え
て
き
た
。 

碑
石
は
灰
色
で
目
の
粗
い
感
じ
の

自
然
石
。
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な

い
。
碑
の
前
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
造

花
が
挿
し
て
あ
っ
た
。 

斜
面
の
下
の
方
に
台
石
の
部
分
と

思
わ
れ
る
石
が
何
個
か
落
ち
て
い

た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

【
建
立
者
】
當
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
左
面
］
明
治
廿
四
年
／
二
月
日 

 

／
當
谷
中
／
発
起
人
／
岡
本
友
人 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

越
沢
集
会
所
の
前
に
立
つ
。
碑
石
は

墓
石
型
に
見
え
る
が
、
自
然
石
で
あ

る
。
黒
っ
ぽ
い
石
で
目
が
粗
く
、
左

面
の
文
字
は
か
な
り
大
き
く
彫
っ

て
あ
る
が
読
み
に
く
い
。 

 

一
段
目
の
台
石
が
変
わ
っ
て
い
て
、

碑
石
を
セ
メ
ン
ト
に
埋
め
て
、
周
囲

に
薄
い
石
を
貼
り
付
け
て
整
形
し

て
あ
る
よ
う
だ
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
７
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ108/幅64/奥行30 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ135/幅49/奥行32 
台石１段目 
 高さ28/幅70奥行58 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ43/幅100/奥行90 
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【浜田市１０１】浜田市金城町追原 大元坂本谷十字路 泰雲院 

所在地 浜田市金城町追原 大元坂本谷十字路 

北緯３４°５４′４３．６５″／東経１３２°１４′３０．３５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１０２】浜田市金城町追原 福原集会所向い 泰雲院殿義岳良忠居士 

所在地 浜田市金城町追原 K41沿い 福原集会所向い 宮本氏宅横 

北緯３４°５４′４５．００″／東経１３２°１４′５８．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
當
谷
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
（
右
に
）
享
保

十
五
年
五
月
／
井
戸
平
エ
門
（
左

に
）
明
治
三
十
年
／
八
月
十
三
日
建

之
（
下
に
）
當
谷
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

大
元
坂
本
谷
の
細
い
道
の
左
カ
ー

ブ
の
外
側
に
広
場
が
あ
り
、
そ
こ
に

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
目
の
細
か
く
な
い

自
然
石
で
、
碑
銘
も
や
や
細
く
、
そ

の
左
右
の
文
字
も
線
が
細
く
て
浅

い
た
め
読
み
に
く
い
。
井
戸
公
の
没

年
、
名
前
が
違
っ
て
い
る
。 

台
石
は
な
い
が
、
小
石
で
碑
石
の
周

囲
を
丸
く
囲
ん
だ
よ
う
な
形
跡
が

見
え
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
追
原
原
組
・
大
倉
谷
・
平

□
組
・
板
木
谷
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
居

士 

［
碑
石
右
面
］
享
保
十
八
丑
年
五
月
二
十

六
日
／
井
戸
平
左
衛
門
正
明
叓
［
碑
石

左
面
］
明
治
三
十
年
旧
六
月
十
三
日
建

之
［
二
段
目
台
石
前
面
］
世
話
人
／
追

原
／
原
組
十
四
人
／
森
□
治
／
大
倉

谷
八
人
／
松
原
良
助
／
平
□
組
十
一

人
／
守
関
太
／
□
□
組
十
七
人
／
竹

中
保
治
／
板
木
谷
組
十
三
人
／
□
□

十
三
人 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

金
城
町
で
唯
一
の
墓
石
型
だ
が
、
碑

石
が
後
ろ
に
倒
れ
て
い
る
。
碑
石
は

割
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
。 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ95/幅58/奥行45 

碑石 高さ77/幅32/奥行31 
台石１段目 
 高24/幅53/奥行53 

台石２段目 
 高25/幅64/奥行64 

台石３段目 
 高さ27/幅88/奥行90 

台石４段目（石組） 
 高さ60/幅177/奥行172 
 

（調査日２０２１年 10月 11日） 
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【浜田市１０３】浜田市金城町追原 大元集会所左上 泰雲院 

所在地 浜田市金城町追原 K41沿い 大元集会所左上の坂道 

北緯３４°５４′２５．２０″／東経１３２°１４′１６．２８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１０４】浜田市金城町追原 大元美又線無線塔向い 芋代官碑 

所在地 浜田市金城町追原 大元美又線無線塔向い 

北緯３４°５４′０９．２５″／東経１３２°１４′４２．９４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
追
原
組 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院 

［
碑
石
後
面
］
明
治
三
十
年
／
八
月
廿

日
建
之
／
追
原
組
／
上
組
／
中
組

／
下
組
／
枽
市
谷
／
世
話
人
／
松

原
京
治 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

大
元
集
会
所
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大

元
」
の
後
ろ
の
坂
道
を
上
が
る
と
、

路
面
か
ら
約
２
㍍
の
高
さ
に
地
蔵

堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
前
ま

で
は
き
れ
い
に
草
が
刈
っ
て
あ
っ

た
が
、
横
と
後
ろ
は
草
が
残
っ
て
お

り
、
か
な
り
急
な
斜
面
で
草
を
刈
り

な
が
ら
文
字
を
読
ん
だ
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
な
灰
色
の
自
然

石
で
、
傷
み
は
な
く
、
き
れ
い
に
残

っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
芋
代
官
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

追
原
の
大
元
美
又
線
の
頂
上
付
近

に
無
線
塔
が
あ
り
、
そ
の
前
に
地
蔵

堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
地
蔵

堂
の
後
ろ
は
広
場
に
な
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
御
影
石
と
思
わ
れ
、
２
段
目

の
台
石
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る

こ
と
や
文
字
か
ら
み
て
、
比
較
的
新

し
い
も
の
に
思
わ
れ
る
が
、
ほ
か
に

文
字
が
な
い
の
で
判
断
で
き
な
い
。

「
芋
代
官
」
の
碑
銘
は
金
城
町
で
は

唯
一
の
も
の
。 

 

碑
の
後
ろ
に
卒
塔
婆
が
２
本
あ
り
、

１
本
に
は
平
成
30
年
の
文
字
が
あ

る
の
で
、
供
養
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ128/幅64/奥行42 
台石 高さ25/幅77/奥行44 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ68/幅30/奥行23 
台石１段目 
 高さ20/幅63/奥行55 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ20/幅105/奥行97 
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【浜田市１０５】浜田市金城町小国柚根東 K52から東へ 井戸正明之碑 

所在地 浜田市金城町小国柚根東 K52柚根バス停から東へ 500ｍ 

北緯３４°４９′２５．７９″／東経１３２°１３′４５．０５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１０６】浜田市金城町小国上徳田 K114沿い 井戸正明碑 

所在地 浜田市金城町小国上徳田 K114沿い 

北緯３４°４９′２６．９５″／東経１３２°１２′５３．８４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
26
年
（
１
８
９
３
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑
（
右
に
）

紀
元
弐
千
五
百
五
拾
三
稔
（
左
に
）

明
治
弐
拾
六
年
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

小
国
の
県
道
52
号
の
柚
根
バ
ス
停

を
左
折
し
て
細
い
道
を
約
５
０
０

㍍
行
く
と
左
側
の
側
溝
の
外
に
場

所
を
造
り
、
左
に
石
碑
、
右
側
に
地

蔵
、
真
ん
中
に
井
戸
公
碑
を
置
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
屋
根
が
つ
け
て
あ

る
。
前
は
開
け
て
い
る
が
横
と
後
ろ

は
壁
が
す
ぐ
あ
る
の
で
、
碑
の
横
と

後
ろ
に
文
字
が
あ
る
か
ど
う
か
は

不
明
。 

碑
石
は
茶
色
の
自
然
石
で
、
文
字
に

は
黒
い
色
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ98/幅63/奥行25 

台石 高さ26/幅76/奥行54 

【
建
立
年
】
明
治
36
年
（
１
９
０
３
） 

【
建
立
者
】
上
徳
田
講
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
六
年
建
之
（
左
に
）
上
徳

田
講
中
／
世
話
人
／
石
橋
順
太 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
52
号
か
ら
同
１
１
４
号
に
折

れ
て
す
ぐ
の
道
路
左
手
、
約
３
㍍
の

高
さ
に
こ
の
碑
だ
け
が
立
つ
。
な
ぜ

こ
ん
な
に
高
い
場
所
に
立
っ
て
い

る
の
か
不
明
。
気
を
つ
け
て
探
さ
な

い
と
、
草
に
覆
わ
れ
て
い
て
見
逃
し

そ
う
。 

 

碑
石
は
前
碑
（
№
１
０
５
）
と
同
じ

茶
色
の
自
然
石
。
傷
み
は
な
い
よ
う

だ
。
細
い
文
字
で
彫
ら
れ
て
い
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ110/幅51/奥行22 
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【浜田市１０７】浜田市金城町小国徳田下 K52沿い 井戸正明之碑 

所在地 浜田市金城町小国徳田下 K52沿い 

北緯３４°４９′１６．１７″／東経１３２°１２′１２．２８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１０８】浜田市金城町小国 最中山神社横 井戸正明之碑 

所在地 浜田市金城町小国 最中山神社横 

北緯３４°４８′５６．８９″／東経１３２°１１′５１．５３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
一
年
八
月
吉
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
52
号
の
中
徳
田
バ
ス
停
近
く
。 

道
路
東
側
の
斜
面
を
利
用
し
て
地

蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
道

路
の
側
溝
の
外
に
ブ
ロ
ッ
ク
３
段

の
基
礎
を
し
て
、
斜
面
側
も
ブ
ロ
ッ

ク
で
囲
ん
で
、
右
に
地
蔵
堂
、
左
に

井
戸
公
碑
が
並
ん
で
い
る
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
濃
い
茶
色
の
自

然
石
で
、
文
字
に
は
白
い
塗
料
が
入

れ
て
あ
る
。 

昭
和
57
年
に
こ
こ
に
移
転
し
て
き

た
よ
う
で
、
碑
の
隣
に
小
ぶ
り
な
遷

座
記
念
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
三
十
年
九
月
改
建 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

小
国
の
最
中
山
神
社
の
西
側
。
す
ぐ

近
く
の
和
田
さ
ん
が
土
地
を
提
供

さ
れ
た
と
い
う
。
道
路
か
ら
、
少
し

奥
に
あ
る
碑
の
前
ま
で
き
れ
い
に

手
入
れ
さ
れ
、
碑
ま
で
に
３
段
の
石

段
を
上
が
る
。
周
囲
は
大
き
な
石
で

囲
ま
れ
、
そ
の
上
に
美
し
く
剪
定
さ

れ
た
庭
木
が
配
置
さ
れ
て
、
ま
さ
に

日
本
庭
園
の
趣
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
目
の
細
か
い
自
然

石
で
、
後
面
文
字
と
は
別
に
、
奥
に

遷
座
記
念
碑
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
昭

和
57
年
と
あ
る
の
で
、
最
終
的
に
は

こ
の
年
に
落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ128/幅64/奥行52 
台石 高さ19/幅79/奥行91 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ112/幅66/奥行16 
台石１段目 
 高さ43/幅127/奥行77 

台石２段目 
 高さ40/幅177/奥行88 
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【浜田市１０９】浜田市金城町小国 R186新小国橋の西 なし 

所在地 浜田市金城町小国 R186新小国橋南を西へ下る 

北緯３４°４８′４２．４５″／東経１３２°１０′４１．２５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１０】浜田市金城町波佐 R186沿い まちセン南 （家紋）井戸霊位 

所在地 浜田市金城町波佐 R186沿い 波佐まちづくりセンター南 150ｍ 

北緯３４°４６′３５．５７″／東経１３２°１１′５７．２７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

国
道
１
８
６
号
を
県
道
52
号
と
反

対
の
細
い
道
を
下
り
る
と
、
道
路
左

手
に
す
ぐ
あ
る
。
側
溝
の
山
側
に
幅

２
５
０
㌢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台

を
造
り
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
高
さ
50

㌢
、
幅
１
５
０
㌢
の
台
を
作
っ
て
、

そ
の
上
に
碑
が
立
っ
て
い
る
。
台
石

に
見
え
る
石
は
前
に
置
い
て
あ
る

石
で
あ
る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
な
黒
っ
ぽ
い
自

然
石
で
、
文
字
は
全
く
な
い
。 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
広
い
台
の
真
ん

中
に
こ
の
碑
だ
け
が
立
っ
て
い
る

姿
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
切
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ128/幅54/奥行33 

台石 高さ8/幅95/奥行67 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
家
紋
）
井
戸
霊
位 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
南

約
１
５
０
㍍
の
国
道
１
８
６
号
沿

い
。
道
路
東
側
の
斜
面
を
利
用
し
て

祠
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
道
路

の
側
溝
の
外
の
広
場
に
高
さ
約
60

㌢
の
基
礎
を
し
て
、
斜
面
側
も
石
と

ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
ん
で
、
左
に
祠
、
右

に
井
戸
公
碑
が
並
ん
で
い
る
。 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
井
戸

公
の
家
紋
「
違
い
鷹
の
羽
」
を
入
れ

「
井
戸
霊
位
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

「
霊
位
」
の
文
字
も
珍
し
い
が
家
紋

が
入
っ
た
碑
は
非
常
に
珍
し
い
。
周

辺
は
舗
装
し
て
あ
り
、
と
て
も
き
れ

い
に
し
て
あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
11
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ82/幅57/奥行30 



 

 

167 

 

【浜田市１１１】浜田市弥栄町安城 畑 泰雲院殿之墓 

所在地 浜田市弥栄町安城 畑 分教場跡近く 道路沿い 

北緯３４°４９′０６．８８″／東経１３２°０７′５１．９０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１２】浜田市弥栄町安城 山賀 集会所上 150ｍ なし 

所在地 浜田市弥栄町安城 山賀 集会所上 150ｍ道路沿い地蔵堂横 

北緯３４°４８′４５．０９″／東経１３２°０６′０３．３３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
畑
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
墓 

［
碑
石
右
面
］
明
治
三
十
丁
酉
年
五
月

八
日 

［
碑
石
左
面
］
畑
組
中
／
世
話
人
長
野

専
太 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

視
界
が
開
け
た
場
所
。
弥
栄
自
治
区

が
以
前
に
作
成
し
た
「
芋
地
蔵
さ
ん

拝
観
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
表
紙
に
な
っ
た

碑
。
道
路
沿
い
に
土
を
盛
り
上
げ
て

髙
く
し
、
そ
の
上
に
碑
を
建
て
て
い

る
。
下
が
細
く
上
が
太
い
の
で
不
安

定
に
見
え
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
傷

み
は
な
く
、
文
字
も
大
き
く
彫
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
よ
く
読
め

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ82/幅42/奥行43 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

山
賀
集
会
所
の
東
北
約
１
５
０
㍍

の
道
路
沿
い
に
あ
る
。
坂
道
の
道
路

沿
い
に
赤
瓦
の
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ

の
右
側
に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

弥
栄
町
の
碑
に
は
、
前
述
の
Ｍ
Ａ
Ｐ 

 

制
作
時
に
同
支
所
が
碑
の
そ
ば
に

木
製
の
番
号
札
を
設
置
し
て
お
り
、

そ
れ
が
発
見
の
目
安
に
な
っ
た
。
Ｍ

Ａ
Ｐ
に
よ
る
と
地
蔵
堂
と
共
に
何

度
か
移
動
し
て
き
た
と
い
う
。 

 

調
査
時
は
碑
の
周
り
を
相
当
な
草

が
覆
っ
て
い
て
見
え
な
い
ほ
ど
に

な
っ
て
い
た
が
、
草
を
あ
る
程
度
刈

っ
て
調
査
を
進
め
た
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
自
然
石
。
文
字
は

何
も
彫
っ
て
な
い
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ108幅45/奥行25 
台石 高さ21/幅55/奥行52 



 

 

168 

 

【浜田市１１３】浜田市弥栄町高内 日高集会所 井戸碑 

所在地 浜田市弥栄町高内 K52沿い 日高集会所 

北緯３４°４７′３３．７４″／東経１３２°０７′１５．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１４】浜田市弥栄町小坂 K179沿い 泰雲院殿義岳良忠大居士 

所在地 浜田市弥栄町小坂 K179沿い 二宮金次郎碑の左 

北緯３４°４７′２８．５４″／東経１３２°０６′４７．２４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
52
号
か
ら
日
高
集
会
所
へ
の

坂
道
の
進
入
路
の
右
側
に
、
赤
瓦
を

葺
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
地
蔵
堂

が
あ
り
、
そ
の
左
に
井
戸
公
碑
が
立

っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
感
じ
の
灰
色
の

自
然
石
で
、
前
面
に
大
き
く
「
井
戸

碑
」
と
彫
ら
れ
、
ほ
か
に
文
字
は
な

い
。
台
石
に
見
え
る
の
は
前
石
で
、

少
し
離
れ
て
置
い
て
あ
る
。 

 

碑
の
右
側
に
あ
る
の
が
、
弥
栄
支
所

が
設
置
し
た
木
製
の
井
戸
公
碑
の

番
号
札
。
倒
れ
た
り
、
番
号
が
消
え

た
り
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ
こ

で
は
番
号
が
消
え
て
い
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ113/幅54/奥行24 

台石 高さ20/幅76/奥行52 

【
建
立
年
】
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

再
建 

【
建
立
者
】
小
坂
郷
区
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠
大

居
士 

［
碑
石
左
面
］
昭
和
三
年
八
月
再
建
／

發
企
者 

小
坂
壮
年
修
養
会
／
施

主 

小
坂
郷
区
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

小
坂
地
内
の
県
道
１
７
９
号
の
東

側
、
木
に
囲
ま
れ
た
中
に
太
子
堂
と

３
基
の
石
碑
が
並
ぶ
広
場
が
あ
る
。 

 

そ
の
一
番
左
が
井
戸
公
碑
（
新
）。
昭

和
３
年
に
再
建
さ
れ
た
。 

 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
な
石
で
、
全
体

を
見
る
と
墓
石
型
だ
が
、
中
央
部
は

元
の
石
の
形
を
活
か
し
た
、
珍
し
い

も
の
。
台
石
も
４
面
と
も
周
辺
部
は

削
り
中
央
部
は
元
の
形
を
生
か
し

て
い
る
。 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ131/幅54/奥行37 



 

 

169 

 

【浜田市１１５】浜田市弥栄町小坂 K179沿い 不明 

所在地 浜田市弥栄町小坂 K179沿い 二宮金次郎碑の右 

北緯３４°４７′２８．５４″／東経１３２°０６′４７．２４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１６】浜田市弥栄町西河内 六地蔵横 なし 

所在地 浜田市弥栄町西河内 六地蔵横 

北緯３４°４７′２３．９７″／東経１３２°０６′２３．４４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
１
１
４
）
の
続
き
。 

 

太
子
堂
の
左
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
高
さ
20
㌢
の
広
い
台
が
あ
り
、
左

か
ら
井
戸
公
碑
（
新
）、
二
宮
金
次
郎

碑
、
こ
の
碑
の
３
碑
が
並
ん
で
い

る
。
一
番
右
の
こ
の
碑
は
、
昭
和
３

年
に
再
建
さ
れ
た
碑
の
旧
碑
で
あ

る
。
自
然
石
の
碑
で
、
幅
が
52
㌢
で

奥
行
が
18
㌢
。
何
ら
か
の
理
由
で
折

れ
る
か
倒
壊
し
た
の
だ
ろ
う
。
下
し

か
残
っ
て
お
ら
ず
、
文
字
も
読
め
な

い
が
、
下
部
だ
け
と
は
い
え
、
し
っ

か
り
残
っ
て
立
っ
て
い
る
の
で
、
№

１
１
５
と
し
て
登
録
す
る
。
碑
の
後

ろ
に
は
卒
塔
婆
が
何
本
も
あ
り
、
定

期
的
に
供
養
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
か
ら
個
人
宅
の
墓
地
に
上
が

る
坂
道
の
右
手
に
、
こ
の
碑
と
六
地

蔵
を
祀
る
地
蔵
堂
が
あ
る
。
地
蔵
堂

の
隣
に
は
「
第
十
六
番
西
河
内
六
地

尊
」
、
碑
の
隣
に
は
文
字
が
消
え
か

け
て
い
る
が
「
泰
雲
院
殿
碑
」
と
書

い
た
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
目
の
細
か
い
灰
色
の
自
然

石
で
、
多
少
苔
が
生
え
て
い
る
。
台

石
は
少
し
散
乱
気
味
だ
が
、
た
く
さ

ん
の
石
で
碑
石
を
下
か
ら
抱
き
か

か
え
る
よ
う
に
支
え
て
い
る
。 

周
囲
は
ほ
ぼ
き
れ
い
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。 

 
  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ77/幅52/奥行18 

▷
太
子
堂
の
横
の
、
共
通
の
台
石
に
乗

っ
て
い
る
３
碑
。 

右
か
ら
井
戸
公
碑
（
旧
）
、
二
宮
金
次
郎

碑
、
井
戸
公
碑
（
新
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ98/幅60/奥行34 

台石 高さ30/幅134/奥行123 



 

 

170 

 

【浜田市１１７】浜田市弥栄町栃木 金岡集会所向い 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市弥栄町栃木 金岡集会所向い 

北緯３４°４７′１６．２６″／東経１３２°０６′１０．６２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１１８】浜田市弥栄町六歩谷 集会所横 泰雲院殿墓 

所在地 浜田市弥栄町六歩谷 集会所横 

北緯３４°４７′０８．５０″／東経１３２°０５′４０．４７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
34
年
（
１
９
０
１
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
四
年
（
左
に
）
八
月
二
十

一
日 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

金
岡
集
会
所
の
道
路
向
い
に
広
場

が
あ
り
、
道
路
を
正
面
に
し
て
地
蔵

堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
地
蔵

堂
は
赤
瓦
が
新
し
い
の
で
す
ぐ
わ

か
る
が
、
そ
の
右
側
に
立
っ
て
い
る

井
戸
公
碑
は
周
り
に
植
え
ら
れ
た

庭
木
が
大
き
く
な
っ
て
道
路
か
ら

は
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
少
し
目
の
粗
い
灰
色
の
自

然
石
で
、
高
さ
１
５
６
㌢
と
大
ぶ

り
。
台
石
も
高
さ
49
㌢
も
あ
る
大
き

な
一
枚
岩
だ
。
傷
み
は
な
さ
そ
う
に

見
え
る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
安
政
６
年
（
１
８
５
９
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
墓
（
右
に
）

安
政
六
己
未
九
月
立
之
（
左
に
）
世

話
人 

宮
屋
／
□
□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

広
い
県
道
３
０
６
号
の
直
線
部
分

に
あ
る
六
部
谷
集
会
所
。
そ
の
左
側

を
一
段
高
く
し
て
地
蔵
堂
と
２
つ

の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
右
側
の
碑

が
井
戸
公
碑
で
、
茶
色
の
目
の
粗
い

自
然
石
。 

平
成
14
年
に
装
い
を
新
た
に
し
た

と
い
う
。
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
が
石

の
目
が
粗
い
た
め
、
小
さ
い
字
は
読

み
に
く
か
っ
た
。
台
石
は
１
個
の
石

で
は
な
く
、
小
さ
な
丸
い
石
が
13

個
、
碑
の
周
り
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲

ん
で
い
る
。 

 
 （

調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ156/幅77/奥行52 

台石 高さ49/幅105/奥行97 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ92/幅38/奥行35 

台石 高さ12/幅59/奥行59 
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【浜田市１１９】浜田市弥栄町門田 六地蔵横 井戸正明之碑 

所在地 浜田市弥栄町門田 六地蔵横 

北緯３４°４６′５７．７９″／東経１３２°０７′３２．５０″ 

 

 

 

 

 

門田地内の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１２０】浜田市弥栄町長安本郷 多目的広場上 井戸正明公之碑 

所在地 浜田市弥栄町長安本郷 多目的広場上 

北緯３４°４６′３５．０８″／東経１３２°０６′３１．４３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
37
年
（
１
９
０
４
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
七
年
十
一
月
（
左
に
）
當

村
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

門
田
地
内
の
道
路
北
側
に
、
石
を
び

っ
し
り
敷
き
詰
め
て
擁
壁
に
し
、
３

㍍
上
に
並
ぶ
六
地
蔵
と
井
戸
公
碑

に
誘
う
ス
ロ
ー
プ
と
石
段
を
つ
け

て
い
る
。
擁
壁
は
面
積
も
か
な
り
広

く
、
見
応
え
の
あ
る
風
景
と
な
っ
て

い
る
。
途
中
の
段
に
は
門
田
自
治
会

が
平
成
25
年
に
設
置
し
た
井
戸
公

碑
と
六
地
蔵
尊
の
説
明
看
板
も
あ

る
。 

 

碑
石
は
少
し
茶
色
が
か
っ
た
灰
色

の
自
然
石
。
目
は
少
し
粗
い
よ
う
だ

が
傷
み
は
な
く
、
文
字
も
読
め
た
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
43
年
（
１
９
１
０
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
者
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
公
之
碑
（
右

に
）
故
銀
山
代
官
（
左
に
）
享
保
十

八
年
五
月
廿
六
日 

［
碑
石
右
面
］
明
治
四
十
三
年
七
月 

［
碑
石
左
面
］
発
起
者 

石
橋
里
治 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

弥
栄
支
所
、
安
城
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
東
側
の
川
向
う
に
広
い
イ

ベ
ン
ト
広
場
が
あ
り
、
そ
の
奥
の
小

川
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
地
蔵
堂
と

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 

少
し
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
の
か

左
前
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
茶
色
の
自
然

石
で
、
白
い
苔
が
か
な
り
生
え
て
い

る
が
、
彫
ら
れ
て
い
る
文
字
は
は
っ

き
り
読
め
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
14
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ137/幅81/奥行39 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ94/幅58/奥行45 

台石 高さ18/幅85/奥行90 
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【浜田市１２１】浜田市弥栄町稲代 道路辻 為泰雲院殿義岳良忠大居士位 

所在地 浜田市弥栄町稲代 道路辻 「長安（支）61」電柱横 

北緯３４°４６′３９．７４″／東経１３２°０５′０８．０７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１２２】浜田市弥栄町大坪 ハツラツ事業拠点下 井戸公之墓 

所在地 浜田市弥栄町大坪 ハツラツ事業拠点下 

北緯３４°４６′００．０３″／東経１３２°０５′４５．１５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
為
泰
雲
院
殿
義
岳
良
忠

大
居
士
位
（
右
に
）
享
保
十
八
癸
丑

年
五
月
廿
六
日
逝
去
（
左
に
）
銀
山

代
官
井
戸
平
左
エ
門
正
明 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
年
六
月
建
設

／
村
長
／
草
野
忠
左
エ
門
／
区
長

／
草
野
歌
之
助
／
地
主
／
岡
田
喜

五
郎
／
願
主
／
串
崎
兵
三
郎
／
世

話
人
／
金
高
信
吉
／
斎
藤
甚
三
郎

／
田
辺
利
喜
太
／
串
崎
嘉
十 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

稲
代
の
Ｔ
字
路
、「
長
安
（
支
）
61
」

の
電
柱
の
隣
に
、
地
蔵
、
岡
本
恵
一

碑
と
と
も
に
立
っ
て
い
る
。
碑
銘
も

て
い
ね
い
だ
が
、
左
面
の
記
載
で
村

中
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
建

て
た
様
子
が
わ
か
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
墓 

［
碑
石
右
面
］
明
治
三
十
二
年
八
月
吉

祥
日
□
□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

道
路
か
ら
大
坪
集
会
所
（
ハ
ツ
ラ
ツ

事
業
拠
点
施
設
）
に
上
が
る
坂
道
の

ゆ
る
い
石
段
の
右
側
に
地
蔵
堂
と

並
ん
で
立
つ
。 

坂
道
の
斜
面
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
石
の
下
も
斜

め
に
な
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
濃
い
灰
色
の

自
然
石
で
傷
み
は
な
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ93/幅67/奥行50 
台石１段目 
 高さ25/幅65/奥行66 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ6/幅163/奥行137 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ126/幅57/奥行53 

台石（コンクリート） 

 高さ57/幅134/奥行115 
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【浜田市１２３】浜田市弥栄町安城 小角 興勝寺下 井戸公之墓 

所在地 浜田市弥栄町安城 小角 興勝寺下 道路沿い 

北緯３４°４５′４０．８８″／東経１３２°０７′０６．１０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１２４】浜田市弥栄町程原下 どんびき橋東 道路沿い なし 

所在地 浜田市弥栄町程原下 どんびき橋東 100ｍ 道路沿い 

北緯３４°４５′１６．３１″／東経１３２°０６′１０．９９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
両
組
中 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
之
墓
（
右
に
）

明
治
三
十
年
九
月
日
（
左
に
）
両
組

中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

川
を
渡
っ
て
興
勝
寺
に
上
が
る
坂

道
の
途
中
、
寺
ま
で
約
１
０
０
㍍
の

と
こ
ろ
に
三
差
路
が
あ
り
、
そ
の
辻

に
地
蔵
堂
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い

る
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石

で
、
傷
み
は
な
い
。
幅
が
広
く
、
大

ぶ
り
な
碑
石
は
田
園
風
景
の
中
で

存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
Ｍ
Ａ
Ｐ 

 

で
は
建
物
の
横
に
立
っ
て
い
る
の

で
、
最
近
こ
こ
に
移
動
し
た
の
だ
ろ

う
。
周
囲
は
比
較
的
き
れ
い
に
し
て

あ
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

ど
ん
び
き
橋
の
東
約
１
０
０
㍍
の

道
路
の
北
側
沿
い
に
、
地
蔵
２
体
と

並
ん
で
い
る
。
前
の
道
路
は
広
い

が
、
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
て
陽
が
当

た
り
に
く
く
、
地
蔵
堂
も
井
戸
公
碑

も
苔
が
か
な
り
生
え
て
い
る
。
草
も

か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

を
刈
っ
て
調
査
し
た
。 

 

碑
石
は
灰
色
（
と
思
わ
れ
る
）
の
目

の
粗
い
自
然
石
で
、
碑
石
全
面
及
び

台
石
に
も
ま
っ
た
く
文
字
が
彫
っ

て
な
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ128/幅80/奥行33 

台石（コンクリート） 

 高さ22/幅132/奥行100 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ94/幅81/奥行40 

台石 高さ17/幅87/奥行不明 
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【浜田市１２５】浜田市弥栄町程原下 六地蔵横 泰雲院殿義嶽良忠大居士 

所在地 浜田市弥栄町程原下 六地蔵横 旧道三差路 

北緯３４°４４′４３．８６″／東経１３２°０６′０３．９８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１２６】浜田市弥栄町安城 横谷 旧道沿い 井戸公墓 

所在地 浜田市弥栄町安城 横谷 横谷集会所向いの旧道沿い 

北緯３４°５１′４５．５４″／東経１３２°１０′５１．９１″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

【
建
立
者
】
（
主
唱
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
義
嶽
良
忠
大

居
士
（
右
に
）
明
治
三
十
一
戌
年
（
左

に
）
九
月
祥
日
建
之 

［
碑
石
左
～
後
面
］
主
唱
人
／
牛
尾
波

八
／
大
﨑
善
太
／
小
倉
新
太
／
牛

尾
信
平
／
品
川
定
一
朗
／
斎
藤
兼

人
／
石
工
長
濱
住
／
日
下
長
三
郎 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
１
２
４
）
と
同
じ
道
路
沿

い
。
地
蔵
堂
の
隣
に
こ
の
碑
が
立

つ
。
こ
こ
は
通
称
「
水
神
森
」
と
い

う
よ
う
だ
。
地
蔵
堂
か
ら
続
く
擁
壁

が
か
ぎ
の
手
に
続
き
、
旧
道
が
あ
っ

た
よ
う
。
碑
石
は
目
の
粗
い
茶
色
の

自
然
石
で
、
傷
み
は
な
く
、
主
唱
人

等
の
文
字
も
大
き
く
彫
っ
て
あ
っ

て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
等
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
公
墓 

［
碑
石
右
面
］
発
起
人 

永
見
近
太
郎

／
明
治
三
十
年
立 

［
碑
石
左
面
］
世
話
人
／
田
野
島
力
太

郎
／
仝 

近
太
郎
／
仝 

駒
之
助 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

横
谷
集
会
所
の
前
の
川
を
渡
っ
た

南
側
に
旧
道
が
あ
り
、
そ
の
道
沿
い

に
立
つ
。 

 

前
を
通
っ
て
も
発
見
で
き
ず
、
近
所

の
方
に
再
度
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
木
や
草
に
覆
わ
れ
て
ほ
ぼ
見
え

な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
撮
影
が
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
草
を
刈
っ
た
。
台
石

を
含
め
る
と
か
な
り
大
き
な
碑
だ
。 

 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
の
自

然
石
で
傷
み
は
な
く
文
字
も
読
め

た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ123/幅52/奥行33 

台石 高さ17/幅82/奥行86 

碑石 高さ135/幅43/奥行40 
台石１段目 
 高さ27/幅63/奥行66 

台石２段目 
 高さ85/幅113/奥行105 

台石３段目（コンクリート） 
 高さ20/幅190/奥行不明 
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【浜田市１２７】浜田市弥栄町安城 程原上 臼供養横 泰雲院良忠居士 

所在地 浜田市弥栄町安城 程原上 臼供養横 

北緯３４°４４′１１．５６″／東経１３２°０５′５０．２３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１２８】浜田市弥栄町杵束西ノ郷 道路沿い （梵）泰雲院殿墓 

所在地 浜田市弥栄町杵束西ノ郷 道路沿い 

北緯３４°４６′０６．６４″／東経１３２°０４′１２．８４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
８
年
（
１
９
１
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
良
忠
居
士
（
右

に
）
大
正
八
年
（
左
に
）
八
月
日
建

之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

№
１
２
４
、
１
２
５
と
同
じ
道
路
沿

い
で
、
№
１
２
５
を
さ
ら
に
南
に
進

む
と
道
路
か
ら
少
し
入
っ
た
場
所

に
「
臼
供
養
」
が
あ
り
、
そ
の
奥
に

地
蔵
と
こ
の
碑
が
立
つ
。 

 

少
し
高
手
の
斜
面
に
立
っ
て
い
る

の
で
３
段
あ
る
台
石
の
奥
は
ど
れ

も
埋
ま
っ
て
お
り
奥
行
が
計
測
で

き
な
い
。 

碑
石
は
や
や
ベ
ー
ジ
ュ
っ
ぽ
い
灰

色
の
目
の
細
か
な
自
然
石
で
、
苔
も

ほ
と
ん
ど
な
く
表
面
は
き
れ
い
。
文

字
も
読
み
や
す
か
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
20
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ123/幅88/奥行40 

台石（石組） 

  高さ62/幅190/奥行不明 

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
墓
（
右

に
）
明
治
二
拾
九
年
（
左
に
）
丙
申

六
月
善
法
日
建
之 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
も

近
い
道
路
沿
い
。
隣
に
は
西
の
郷
自

治
会
掲
示
板
も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
よ
く
目
に
す
る
場
所
な
の
だ

ろ
う
。
側
溝
を
渡
る
小
さ
な
橋
を
渡

る
と
、
背
の
高
い
石
組
み
の
台
石
の

上
に
が
っ
ち
り
と
し
た
碑
が
立
っ

て
い
る
。
周
囲
は
き
れ
い
に
し
て
あ

る
。 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
茶
色
の
自
然
石
。

目
は
細
か
く
、
彫
っ
て
あ
る
文
字
は

や
や
浅
め
だ
が
よ
く
読
め
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

碑石 高さ141/幅75/奥行35 
台石１段目 
 高さ26/幅94/奥行 不明 

台石２段目 
 高さ25/幅117/奥行 不明 

台石３段目 
 高さ26/幅148/奥行 不明 



 

 

176 

 

【浜田市１２９】浜田市弥栄町杵束 仲三集会所 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市弥栄町杵束 仲三集会所 

北緯３４°４５′４６．６１″／東経１３２°０４′１９．８４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３０】浜田市弥栄町杵束 下谷 集会所上 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市弥栄町杵束 下谷 集会所上 450ｍ 

北緯３４°４５′２８．５９″／東経１３２°０４′４０．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
山
賀
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑
（
右
に
）

明
治
三
十
二
年
（
左
に
）
八
月
日
建

之 

［
一
段
目
台
石
前
面
］
山
賀
／
連
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

弥
栄
中
学
校
の
下
に
あ
る
、
仲
三
集

会
所
の
道
路
側
の
庭
園
風
の
場
所

に
、
台
石
を
３
段
積
ん
だ
こ
の
碑
が

立
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
と
山

賀
か
ら
移
動
し
て
き
た
と
い
い
、
台

石
に
そ
の
名
が
残
る
。
手
入
れ
は
行

き
届
い
て
お
り
、
碑
石
に
も
台
石
に

も
苔
は
ほ
と
ん
ど
生
え
て
い
な
い
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
く
目
の
細
か
な
自

然
石
で
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。

台
石
は
１
段
目
だ
け
種
類
の
違
う

石
で
、
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑
（
右
に
）

明
治
二
十
九
丙
申
年
（
左
に
）
七
月

善
法
日
建
立
之
／
發
起
人
／
村
竹

靍
松
／
金
高
現
太 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
34
号
沿
い
の
下
谷
集
会
所
の

横
の
道
を
約
４
５
０
㍍
上
が
っ
た

地
点
か
ら
、
左
に
少
し
歩
い
て
上
が

る
と
広
場
に
な
り
、
そ
の
斜
面
に
こ

の
碑
が
立
つ
。
碑
石
は
高
さ
70
㌢
と

小
ぶ
り
だ
が
、
２
段
目
の
台
石
は
城

壁
の
よ
う
に
石
を
１
２
０
㌢
も
積

み
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
が
通
り
に
面

し
て
い
た
こ
ろ
は
、
迫
力
あ
る
眺
め

だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

灰
色
の
目
の
細
か
な
碑
石
に
傷
み

は
な
く
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

碑石 高さ70/幅60/奥行32 
台石１段目 
 高さ20/幅45/奥行39 

台石２段目 
 高さ23/幅108/奥行100 

台石３段目（石積み） 
 高さ38/幅187/奥行165 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ70/幅62/奥行34 
台石１段目 
 高さ34/幅120/奥行不明 

台石２段目 
 高さ120/幅240/奥行不明 



 

 

177 

 

【浜田市１３１】浜田市弥栄町杵束 仲三 道路沿い広場 不明 

所在地 浜田市弥栄町杵束 仲三 道路沿い広場 

北緯３４°４４′５７．８９″／東経１３２°０３′３３．０８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３２】浜田市弥栄町杵束 仲三 林道沿い 泰雲院殿之塚 

所在地 浜田市弥栄町杵束 仲三 林道沿い 

北緯３４°４４′３８．７６″／東経１３２°０３′１６．６７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
30
年
（
１
８
９
７
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
不
明 

［
碑
石
左
面
］
明
治
三
十
年
丁
酉
七
月

廿
八
日
□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

拝
観
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
と
違
う
場
所

に
あ
る
よ
う
に
載
っ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
向
か
う
途
中
の
道
路
沿
い
の

広
場
で
こ
の
碑
を
発
見
。
隣
に
「
４
」

の
番
号
札
も
あ
る
。
最
近
こ
の
場
所

に
移
転
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
る
と
下
の
２
段
の
台
石

が
新
し
い
こ
と
も
納
得
が
い
く
。 

 

碑
石
は
黒
っ
ぽ
い
灰
色
の
自
然
石

だ
が
全
面
に
白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え

て
い
る
。
碑
石
に
は
な
に
や
ら
文
字

ら
し
き
も
の
が
彫
っ
て
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
読
め
な
か
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
27
年
（
１
８
９
４
） 

【
建
立
者
】
横
川
・
谷
連
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
塚
（
右
に
）

明
治
廿
七
年
十
月
日
（
左
に
）
横
川

／
谷
／
連
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 
 

前
碑
（
№
１
３
１
）
か
ら
南
に
向

か
っ
て
林
道
を
上
が
る
。
落
ち
葉
が

多
く
走
り
に
く
い
が
、
約
１
・
２
㌔

上
が
っ
た
カ
ー
ブ
の
外
側
に
こ
の

碑
が
立
っ
て
い
る
。
碑
の
左
側
に
は

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ
る
の
で
、
こ
の

林
道
は
以
前
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
活
道
路
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
い
、
目
の
粗
い
自

然
石
で
、
目
立
っ
た
傷
み
は
な
い
。

台
石
に
は
２
段
と
も
、
石
の
間
に
セ

メ
ン
ト
を
入
れ
て
補
強
し
て
あ
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ120/幅41/奥行41 
台石１段目 
 高さ17/幅93/奥行92 

台石２段目 
 高さ36/幅136/奥行110 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ101/幅64/奥行25 
台石１段目 
 高さ29/幅103/奥行105 

台石２段目 
 高さ29/幅150/奥行173 
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【浜田市１３３】浜田市弥栄町杵束 田野原下 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市弥栄町杵束 田野原下 道路沿い 

北緯３４°４３′３２．７５″／東経１３２°０４′２８．９３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３４】浜田市弥栄町杵束 熊野山集会所横 なし 

所在地 浜田市弥栄町杵束 熊野山集会所横 

北緯３４°４３′１１．３６″／東経１３２°０２′５６．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
大
正
14
年
（
１
９
２
５
） 

【
建
立
者
】
（
発
起
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑
（
右
に
）

大
正
十
四
年
十
一
月
建
之
（
左
に
）

発
起
人 

斎
藤
元
一 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

田
野
原
下
の
細
い
道
路
を
何
度
も

行
き
来
し
て
、
擁
壁
の
上
に
あ
る
こ

の
碑
を
発
見
。
周
囲
の
草
を
刈
っ
て

調
査
し
た
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
灰
色
の
自
然

石
。
草
に
埋
も
れ
る
よ
う
な
状
態
だ

っ
た
が
、
傷
み
は
な
く
表
面
も
き
れ

い
。
文
字
も
は
っ
き
り
読
め
る
。 

 

台
石
は
３
段
あ
る
が
、
そ
の
下
、
道

路
ま
で
の
高
さ
１
・
２
㍍
も
石
を
積

ん
で
擁
壁
に
し
て
お
り
、
建
て
た
と

き
の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
を
感
じ

る
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ144/幅45/奥行25 

台石 高さ20/幅120/奥行不明 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

熊
野
山
集
会
所
の
右
横
に
あ
り
、
そ

の
右
に
は
太
子
堂
が
あ
る
。
道
路
の

境
に
は
浜
田
市
の
防
災
サ
イ
レ
ン

の
柱
も
あ
る
。 

 

道
路
か
ら
少
し
入
っ
た
場
所
に
立

っ
て
い
る
た
め
、
周
囲
を
草
で
囲
ま

れ
が
ち
で
、
庭
木
も
い
く
ら
か
あ
る

よ
う
だ
が
、
調
査
で
は
写
真
が
撮
れ

る
よ
う
に
草
を
刈
ら
せ
て
も
ら
っ

た
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石

で
、
文
字
が
何
も
彫
っ
て
な
い
。 

  
 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

碑石 高さ76/幅60/奥行38 
台石１段目 
 高さ13/幅54/奥行38 

台石２段目 
 高さ12/幅110/奥行102 

台石３段目 
 高さ14/幅146/奥行不明 
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【浜田市１３５】浜田市弥栄町杵束 田野原上 梵字１文字 

所在地 浜田市弥栄町杵束 田野原上 道路沿い 

北緯３４°４２′５０．１５″／東経１３２°０４′１２．４１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３６】浜田市三隅町今浦 旧道沿い 井戸明府 

所在地 浜田市三隅町今浦 旧道沿い 

北緯３４°４８′４８．５０″／東経１３１°５７′４７．１２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
32
年
（
１
８
９
９
） 

【
建
立
者
】
（
世
話
人
名
あ
り
） 

［
碑
石
前
面
］
梵
字
１
文
字
（
右
に
）

二
月
十
日
／
世
話
人
／
長
谷
田
□

太
（
左
に
）
明
治
三
十
二
年 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

県
道
34
号
か
ら
槇
尾
神
社
と
上
田

野
原
集
会
所
の
間
の
道
を
入
り
、

約
５
０
０
㍍
上
が
っ
た
右
側
に
立

っ
て
い
る
。 

 

台
石
は
２
段
だ
が
、
№
１
３
３
の
碑

と
同
様
、
道
路
ま
で
約
１
㍍
の
高
さ

に
石
を
積
ん
で
擁
壁
に
し
て
い
る
。 

 

こ
の
碑
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も

前
面
に
梵
字
１
文
字
を
彫
っ
て
い

る
こ
と
だ
が
、
碑
が
道
路
を
下
か
ら

上
が
る
人
に
対
し
て
正
面
に
な
る

よ
う
に
斜
め
に
立
っ
て
い
る
。 

碑
石
は
目
の
粗
い
灰
色
の
自
然
石
。 

 （
調
査
日
２
０
２
１
年
10
月
25
日
） 

【
建
立
年
】
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
） 

【
建
立
者
】
今
浦
區 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
明
府
（
右
に
）
明

治
十
七
年
九
月
發
起
（
左
に
）
昭
和

六
年
八
月
十
四
日
／
今
浦
區 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

場
所
は
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
今
浦
ト
ン

ネ
ル
の
上
に
な
る
。
今
で
は
人
が
全

く
通
ら
な
く
な
っ
た
旧
道
沿
い
に

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。
調
査
の

た
め
に
地
元
の
方
が
周
囲
を
き
れ

い
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

明
治
17
年
発
起
で
47
年
後
の
昭
和

６
年
に
完
成
し
て
い
る
。
ど
ん
な
ド

ラ
マ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

碑
石
は
軟
ら
か
そ
う
な
緑
色
が
か

っ
た
灰
色
の
自
然
石
。
２
段
あ
る
台

石
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
石
を
は
め

込
ん
で
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ93/幅74/奥行18 
台石１段目 
 高さ16/幅100/奥行不明 

台石２段目 
 高さ20/幅134/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ116/幅97/奥行40 
台石１段目（コンクリート） 
 高さ32/幅137/奥行103 

台石２段目（コンクリート） 
 高さ57/幅198/奥行163 
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【浜田市１３７】浜田市三隅町東平原上 集会所近く なし 

所在地 浜田市三隅町東平原上 集会所近く 

北緯３４°４８′２１．２２″／東経１３１°５９′１６．８４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１３８】浜田市三隅町東平原上 中ノ原 柿園内 なし 

所在地 浜田市三隅町東平原上 中ノ原 柿園内 

北緯３４°４８′１５．６８″／東経１３１°５８′５６．８５″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

近
年
整
備
さ
れ
た
広
い
道
路
か
ら

少
し
入
っ
た
場
所
。
今
で
は
猪
の
防

護
柵
が
し
て
あ
る
が
、
以
前
は
生
活

道
路
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
碑
の
横

に
は
地
蔵
堂
の
一
部
だ
け
が
残
っ

て
お
り
、
地
蔵
は
碑
の
台
石
の
上
に

乗
せ
て
あ
る
。 

 

碑
石
は
比
較
的
目
の
細
か
そ
う
な

灰
色
の
自
然
石
。
厚
さ
が
12
㌢
の
板

状
の
石
だ
。 

 
 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ85/幅48/奥行33 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

現
在
は
一
帯
が
柿
園
に
な
っ
て
い

て
、
所
有
者
の
許
可
を
得
て
猪
の
防

護
柵
を
越
え
て
入
る
こ
と
に
な
る

が
、
地
図
を
見
る
と
こ
の
碑
は
細
い

道
の
上
に
立
っ
て
お
り
、
以
前
こ
こ

に
は
生
活
道
路
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

碑
石
に
文
字
は
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど

手
を
合
わ
せ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

大
き
さ
と
形
の
石
を
「
芋
地
蔵
」
と

し
て
辻
々
に
建
て
、
大
切
に
守
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
そ
う
な
灰
色
の

自
然
石
で
傷
み
は
な
い
。 

 
 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ114/幅75/奥行12 

台石 高さ11/幅85/奥行58 



 

 

181 

 

【浜田市１３９】浜田市三隅町東平原下 寺田平 なし 

所在地 浜田市三隅町東平原下 寺田平 寺田氏宅入口 

北緯３４°４７′４９．２３″／東経１３１°５８′５４．７９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１４０】浜田市三隅町東平原下 宮ノ尾 旧里道沿い なし 

所在地 浜田市三隅町東平原下 宮ノ尾 旧里道沿い 

北緯３４°４７′２８．４７″／東経１３１°５８′３３．６８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

寺
田
氏
宅
に
上
が
る
入
口
の
道
路

法
面
を
整
備
し
て
、
地
蔵
と
こ
の
碑

が
立
っ
て
い
る
。
共
通
の
台
石
が
２

段
あ
り
、
２
段
目
は
て
い
ね
い
な
石

積
み
を
し
た
擁
壁
に
な
っ
て
い
る
。

周
囲
は
非
常
に
き
れ
い
に
手
入
れ

さ
れ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
黒
っ
ぽ
い
自

然
石
で
高
さ
１
９
５
㌢
も
あ
り
、

堂
々
た
る
も
の
。
造
花
で
は
あ
る
が

花
立
て
に
花
を
供
え
て
あ
り
、
こ
れ

ま
で
こ
う
し
て
ず
っ
と
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ128/幅38/奥行42 

台石 高さ11/幅114/奥行90 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

以
前
は
東
平
原
下
の
主
要
な
道
の

一
つ
だ
っ
た
が
、
今
は
通
る
人
が
ほ

と
ん
ど
な
い
山
道
に
な
っ
た
。
詳
し

い
方
に
案
内
を
お
願
い
し
た
。
碑
の

近
く
に
は
神
社
跡
も
あ
っ
た
。 

舗
装
路
に
車
を
止
め
て
徒
歩
で
約

20
分
登
っ
た
道
の
わ
き
に
静
か
に

立
っ
て
い
る
。
台
石
は
薄
い
１
枚
岩

の
１
段
の
み
で
、
２
、
３
段
目
に
見

え
る
台
石
は
斜
面
の
崩
壊
を
防
ぐ

目
的
で
置
い
た
も
の
の
よ
う
。 

 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
灰
色
の
す
ら

り
と
し
た
自
然
石
。
台
石
の
上
に
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
立
っ
て
い
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ195/幅106/奥行60 



 

 

182 

 

【浜田市１４１】浜田市三隅町東平原 地蔵橋たもと 句碑 

所在地 浜田市三隅町東平原 地蔵橋たもと 

北緯３４°４８′２４．３４″／東経１３１°５９′５０．９２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１４２】浜田市三隅町福浦 福浦集会所前 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市三隅町福浦 福浦集会所前 

北緯３４°４８′１８．１２″／東経１３１°５７′１６．３８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
） 

【
建
立
者
】
美
川
句
会 

［
碑
石
前
面
］
石
見
路
に
す
た
れ
ゆ
く

も
の
甘
藷
供
養
／
目
洲 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
五
十
四
年
八
月
／

美
川
句
会 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

昭
和
54
年
の
建
立
は
浜
田
市
内
田

町
に
建
て
た
と
き
の
も
の
。
そ
の
後

浜
田
道
の
建
設
を
経
て
姿
が
見
え

な
く
な
っ
て
い
た
が
、
三
隅
町
の
こ

の
場
所
に
ど
な
た
か
に
よ
っ
て
移

転
し
て
い
た
。 

俳
句
は
、
戦
前
ま
で
石
見
地
方
を
中

心
に
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
甘
藷

供
養
が
戦
後
次
第
に
営
ま
れ
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
今
一
度

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ひ
い
て
は
食
へ
の
感

謝
を
訴
え
て
い
る
。 

 
 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
５
月
20
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

元
光
円
寺
だ
っ
た
場
所
が
現
在
福

浦
集
会
所
に
な
っ
て
い
る
。
周
辺
に

は
民
家
が
か
な
り
あ
り
道
路
も
入

り
組
ん
で
い
る
。 

こ
の
碑
は
元
は
寺
の
境
内
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
集
会
所
、
道
路
、

擁
壁
の
工
事
の
際
に
、
こ
こ
に
移
動

し
た
よ
う
だ
。
台
石
は
場
所
の
形
状

に
合
わ
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
黒
っ
ぽ
い
灰
色

の
自
然
石
。
傷
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い

が
白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え
て
い
る
。 

 
 

  
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ108/幅56/奥行23 

台石 高さ30/幅84/奥行65 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ121/幅42/奥行43 

台石（コンクリート） 

  高さ96/幅89/奥行85 



 

 

183 

 

【浜田市１４３】浜田市三隅町古市場 上古市集会所 なし 

所在地 浜田市三隅町古市場 上古市集会所 

北緯３４°４７′１６．１０″／東経１３１°５７′０５．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１４４】浜田市三隅町古市場中組 山本家墓地 なし 

所在地 浜田市三隅町古市場中組 山本家墓地手前 

北緯３４°４７′０１．４０″／東経１３１°５６′２６．６７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

上
古
市
集
会
所
の
庭
に
立
っ
て
い

る
。
こ
の
庭
の
右
側
に
は
鳥
居
が
あ

っ
て
石
段
を
上
が
っ
た
先
に
神
社

も
あ
り
、
井
戸
公
碑
は
石
段
の
下
に

地
蔵
堂
と
並
ん
で
立
つ
。 

 

碑
石
に
は
文
字
は
何
も
彫
ら
れ
て

な
い
が
、
近
所
の
高
齢
女
性
に
よ
る

と
昔
か
ら
「
芋
塚
」
と
伝
わ
っ
て
い

る
と
言
う
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
節
理
が

見
ら
れ
、
一
部
は
剥
落
し
て
い
る
よ

う
だ
。
白
っ
ぽ
い
苔
も
生
え
て
い

る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ90/幅44/奥行37 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

古
市
場
中
組
の
、
県
道
１
７
１
号
か

ら
山
道
を
少
し
上
が
り
山
本
家
の

墓
地
に
行
く
途
中
、
道
の
そ
ば
に
立

っ
て
い
る
。
碑
の
奥
は
広
場
に
な
っ

て
い
て
、
以
前
お
堂
が
あ
っ
た
と
い

う
。 

 

碑
石
は
艶
の
あ
る
青
み
が
か
っ
た

灰
色
の
自
然
石
で
、
全
面
に
濃
淡
の

模
様
が
あ
る
。
傷
み
は
全
く
な
い
。

台
石
は
な
く
、
碑
石
だ
け
で
立
っ
て

い
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ85/幅48/奥行22 

台石 高さ46/幅156/奥行不明 



 

 

184 

 

【浜田市１４５】浜田市三隅町古市場 禮光寺 泰雲院殿 

所在地 浜田市三隅町古市場 禮光寺宝物殿左手 

北緯３４°４７′１６．１０″／東経１３１°５７′０５．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１４６】浜田市三隅町松原 川土手 なし 

所在地 浜田市三隅町松原 松原橋上流の川土手 ２基のうちの１ 

北緯３４°４６′４４．９２″／東経１３１°５５′３８．２９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
） 

【
建
立
者
】
門
殿
・
下
古
市
・
古
湊
青

年 
［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿 

［
碑
石
後
面
］
昭
和
二
十
三
年
六
月
／

門
殿
／
下
古
市
／
古
湊
／
青
年
建

□ 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

古
市
場
の
禮
光
寺
の
境
内
に
「
一
乗

殿
」
と
い
う
宝
物
殿
が
あ
り
、
そ
の

左
手
の
斜
面
が
ツ
ツ
ジ
を
た
く
さ

ん
植
え
て
手
入
れ
が
行
き
届
い
た

庭
園
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
庭
園
の

下
の
方
に
こ
の
碑
が
立
っ
て
い
て
、

碑
ま
で
は
４
段
の
石
段
が
設
け
ら

れ
、
て
い
ね
い
な
扱
い
だ
。 

碑
石
は
ベ
ー
ジ
ュ
っ
ぽ
い
灰
色
、
目

の
細
か
い
硬
そ
う
な
自
然
石
で
傷

み
は
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

岡
見
川
河
口
近
く
に
か
か
る
松
原

橋
の
上
流
の
右
岸
に
２
基
並
ん
で

立
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
そ
の
右
側

で
、
背
の
高
い
方
。 

 

２
基
共
通
の
広
い
台
石
の
上
に
そ

れ
ぞ
れ
の
台
石
が
あ
り
、
そ
の
上
に

碑
石
が
乗
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
く
な
い
、
濃
い
灰

色
の
自
然
石
。
白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え

て
い
る
。 

 

碑
の
前
に
は
花
立
て
が
あ
り
、
こ
ち

ら
の
碑
の
花
立
て
に
は
シ
キ
ミ
が

供
え
て
あ
っ
た
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ160/幅112/奥行46 

台石 高さ38/幅134/奥行不明 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ132/幅66/奥行39 

台石（コンクリート） 

  高さ19/幅86/奥行65 



 

 

185 

 

【浜田市１４７】浜田市三隅町松原 川土手 なし 

所在地 浜田市三隅町松原 松原橋上流の川土手 ２基のうちの１ 

北緯３４°４６′４４．９２″／東経１３１°５５′３８．２９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１４８】浜田市三隅町中山 中山自治会館横 井戸明府 

所在地 浜田市三隅町中山 中山自治会館横 六地蔵横 

北緯３４°４６′１４．９７″／東経１３１°５５′２２．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

前
碑
（
№
１
４
６
）
の
左
側
。
少
し

背
が
低
い
。 

 

こ
ち
ら
の
碑
石
は
目
の
粗
い
、
茶
色

っ
ぽ
い
自
然
石
。
苔
は
少
な
い
。
後

面
に
節
理
が
見
ら
れ
る
の
で
、
剥
離

が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。 

左
右
の
碑
は
大
き
さ
、
石
質
と
も
に

違
う
よ
う
な
の
で
、
別
々
の
場
所
の

碑
を
こ
こ
に
移
動
さ
せ
て
並
べ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
２
基
の
間
の
地

面
に
あ
る
「
昭
和
四
十
四
年
十
一
月

三
十
日
」
は
そ
の
設
置
の
日
と
思
わ

れ
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
45
年
（
１
９
１
２
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
井
戸
明
府
（
右
下
に
）
明
治

四
十
五
年
／
江
崎
守
□
□
治
刻
（
左

に
）
島
根
縣
事
務
官
補
従
七
位
長
谷

川
金
一
郎
書 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

中
山
自
治
会
館
横
の
広
場
の
六
地

蔵
の
横
に
立
っ
て
い
る
。
高
さ
は
碑

石
だ
け
で
２
６
１
㌢
あ
り
、
三
隅
町

で
は
最
も
背
が
高
い
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
台
石
を
入
れ
る
と
２
８
９
㌢

だ
。 

前
に
１
対
の
石
灯
籠
が
あ
り
、
こ
れ

は
大
正
元
年
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
っ
ぽ
く
目
の
粗
い
自

然
石
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
割
れ
目
も

見
え
て
い
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
６
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ109/幅64/奥行34 

台石（コンクリート） 

  高さ14/幅85/奥行65 

２
基
が
並
ん
で
い
る
様
子
（
右
）
。 

左
は
２
基
の
間
の
地
面
に
埋
め
ら
れ
て

い
る
セ
メ
ン
ト
の
表
記 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ261/幅130/奥行59 

台石（コンクリート） 

  高さ28/幅222/奥行154 



 

 

186 

 

【浜田市１４９】浜田市三隅町岡崎 三保第２水源地裏 なし 

所在地 浜田市三隅町岡崎 三保第２水源地裏 専正寺向い 

北緯３４°４７′２１．１７″／東経１３１°５７′２９．７８″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５０】浜田市三隅町小野 洞明寺 なし 

所在地 浜田市三隅町小野 洞明寺境内 

北緯３４°４７′０４．８７″／東経１３１°５７′５９．２９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

専
正
寺
の
向
い
の
三
隅
川
沿
い
に

あ
る
三
保
第
２
水
源
地
の
裏
で
、
岡

崎
集
会
所
の
東
に
あ
た
る
。 

 

井
戸
公
碑
と
し
て
は
珍
し
く
、
高
さ

よ
り
も
幅
が
広
い
形
。
当
初
は
も
う

少
し
背
が
高
か
っ
た
が
、
上
部
が
崩

落
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
隣
に
地

蔵
が
建
っ
て
お
り
、
台
石
も
高
い
の

で
、
こ
ち
ら
の
方
が
か
な
り
大
き

い
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
茶
色
の
自
然
石

で
、
白
っ
ぽ
い
苔
が
か
な
り
生
え
て

い
る
。 

 
 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ92/幅40/奥行30 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

洞
明
寺
の
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
右

手
に
立
っ
て
い
る
。 

 

台
石
に
見
え
る
石
は
前
石
で
あ
る
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石

で
、
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な
い
。 

           

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
10
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ111/幅119/奥行29 

台石 高さ14/幅115/奥行73 



 

 

187 

 

【浜田市１５１】浜田市三隅町向野田 良忠寺 泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市三隅町向野田 良忠寺境内 

北緯３４°４６′２０．６０″／東経１３１°５７′４４．１１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５２】浜田市三隅町 下河内集会所 なし 

所在地 浜田市三隅町 下河内集会所 

北緯３４°４５′４５．９０″／東経１３１°５８′２２．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

良
忠
寺
の
山
門
を
入
っ
て
右
手
に

立
っ
て
い
る
。 

 

前
面
に
碑
銘
は
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か

に
文
字
が
全
く
彫
っ
て
な
く
、
情
報

が
な
い
の
が
残
念
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
く
な
い
灰
色
の

自
然
石
。
傷
み
は
な
く
、
白
っ
ぽ
い

苔
が
わ
ず
か
に
生
え
て
い
る
。 

        

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
６
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

三
隅
川
に
沿
っ
て
走
る
県
道
48
号

沿
い
に
あ
る
下
河
内
集
会
所
。
右
手

の
庭
に
祠
と
こ
の
碑
が
立
っ
て
い

る
。
台
石
が
変
わ
っ
て
お
り
。
20
㌢

台
の
丸
い
石
を
３
～
５
段
、
ぐ
る
り

と
周
囲
に
積
み
重
ね
て
台
石
に
し

て
い
る
。 

 

碑
石
は
灰
色
の
自
然
石
で
、
苔
は
少

し
生
え
て
い
る
が
傷
み
は
な
い
よ

う
だ
。 

      

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
６
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ157/幅68/奥行54 

台石（コンクリート） 

  高さ27/幅105/奥行107 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ135/幅39/奥行55 

台石 高さ50/幅168/奥行220 



 

 

188 

 

【浜田市１５３】浜田市三隅町向野田 元神社参道 なし 

所在地 浜田市三隅町向野田 元神社参道 

北緯３４°４４′５４．３３″／東経１３１°５７′１０．８７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５４】浜田市三隅町芦谷本谷 道路沿い 不明 

所在地 浜田市三隅町芦谷本谷 道路沿い高手 

北緯３４°４７′２７．１２″／東経１３１°５９′４３．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

向
野
田
地
内
に
あ
る
比
較
的
新
し

く
広
い
道
路
の
交
差
点
の
近
く
に

あ
る
。 

交
差
点
の
北
側
の
草
地
を
進
む
と

20
段
ほ
ど
の
鉄
の
階
段
が
あ
り
、
そ

の
階
段
を
上
が
っ
た
す
ぐ
右
手
に

こ
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。
碑
を
過
ぎ

て
少
し
進
む
と
元
神
社
と
思
わ
れ

る
建
物
が
倒
壊
し
て
お
り
、
鉄
階
段

は
こ
の
神
社
へ
の
参
道
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
井
戸
公
碑
も
参
道
脇
に

建
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
の
自
然
石

で
傷
み
は
な
く
、
薄
い
が
し
っ
か
り

立
っ
て
い
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ109/幅51/奥行50 

台石 高さ20/幅126/奥行107 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
不
明 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

県
道
３
０
４
号
を
北
へ
約
９
０
０

㍍
進
ん
だ
左
手
の
高
手
に
こ
の
碑

が
立
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
に
何
か
文
字
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
る
が
、
判
読
で
き
な
か
っ

た
。
台
石
は
土
と
石
と
で
碑
石
を
囲

む
よ
う
に
支
え
、
間
は
セ
メ
ン
ト
で

補
修
し
て
あ
る
。 

 

通
り
が
か
っ
た
地
元
の
方
も
「
昔
か

ら
芋
塚
と
呼
ん
で
親
し
ん
で
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。 

 

碑
石
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石

で
、
傷
み
も
な
く
、
苔
も
生
え
て
な

い
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
23
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ84/幅52/奥行11 



 

 

189 

 

【浜田市１５５】浜田市三隅町井野諸谷 室谷との間の田 なし 

所在地 浜田市三隅町井野諸谷 室谷との間の田 

北緯３４°４８′２７．８９″／東経１３２°００′３１．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５６】浜田市三隅町上今明 西川氏畑 泰雲院殿碑 

所在地 浜田市三隅町上今明 西川氏畑 

北緯３４°４７′４９．９９″／東経１３２°００′５３．９７″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

井
野
地
区
の
諸
谷
と
室
谷
の
間
、
折

居
川
の
両
岸
に
ゆ
る
や
か
な
傾
斜

の
あ
る
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
立
っ
て
い
る
の

が
こ
の
碑
で
、
草
に
覆
わ
れ
気
味

だ
。
文
字
は
何
も
彫
ら
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
谷
で
農
業
に
精
を
出
す
皆

さ
ん
を
見
守
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。 

 

少
し
離
れ
た
場
所
に
台
石
の
よ
う

な
石
が
あ
る
。
何
か
の
と
き
に
上
の

碑
石
が
こ
の
台
石
か
ら
外
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

碑
石
は
目
の
細
か
い
、
硬
そ
う
な
茶

色
が
か
っ
た
自
然
石
で
、
傷
み
は
な

く
、
苔
も
な
い
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

【
建
立
年
】
明
治
29
年
（
１
８
９
６
） 

【
建
立
者
】
上
今
明
・
金
口
組
中 

［
碑
石
前
面
］
泰
雲
院
殿
碑 

［
碑
石
後
面
］
明
治
廿
九
年
八
月
建
之

／
上
今
明
組
中
／
金
口
組
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

田
ん
ぼ
の
上
の
道
路
か
ら
最
初
に

見
た
と
き
は
、
な
ぜ
田
ん
ぼ
の
中
に

碑
が
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
不

思
議
だ
っ
た
が
、
近
づ
い
て
み
る
と

幅
２
㍍
を
超
す
よ
う
な
巨
石
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
こ
こ
だ
け
耕
地
に
で

き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

碑
石
は
目
の
細
か
い
硬
そ
う
な
黒

っ
ぽ
い
灰
色
の
自
然
石
で
、
傷
み
も

な
く
、
苔
も
生
え
て
な
い
。
こ
の
碑

も
悠
然
と
立
っ
て
、
下
に
広
が
る
田

ん
ぼ
で
農
業
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

を
見
守
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ182/幅72/奥行41 

（単位：ｃｍ） 
碑石 高さ125/幅55/奥行49 
台石１段目 
 高さ26/幅104/奥行90 

台石２段目 
 高さ34/幅158/奥行140 



 

 

190 

 

【浜田市１５７】浜田市三隅町下今明藤ケ瀬 なし 

所在地 浜田市三隅町下今明藤ケ瀬 道路沿い 地蔵堂横 

北緯３４°４６′５７．３０″／東経１３２°００′１７．２５″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１５８】浜田市三隅町下今明大井出口野地 みのり会館 なし 

所在地 浜田市三隅町下今明大井出口野地 みのり会館 

北緯３４°４７′０３．５０″／東経１３２°００′４８．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

道
路
横
に
小
さ
な
地
蔵
堂
と
肩
を

寄
せ
る
よ
う
に
並
ん
で
立
っ
て
い

る
。
右
横
に
は
広
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
土
台
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
お
堂

で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

碑
石
に
は
文
字
が
何
も
彫
っ
て
な

い
。 

石
質
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石

で
傷
み
は
な
く
、
苔
も
ほ
ぼ
な
い
。。 

         

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
23
日
） 

 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ103/幅40/奥行20 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

以
前
は
県
道
３
０
４
号
沿
い
に
馬

頭
観
音
と
並
ん
で
立
っ
て
い
た
が
、

県
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
２
０
２
３

年
３
月
に
約
６
０
０
㍍
西
の
、
み
の

り
会
館
の
前
庭
に
移
転
し
た
。 

 

石
質
は
目
が
少
し
粗
い
灰
色
の
自

然
石
で
、
傷
み
は
な
く
、
移
転
の
際

に
表
面
が
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
た
。 

碑
石
に
文
字
は
彫
ら
れ
て
い
な
い

が
、
以
前
か
ら
地
元
の
皆
さ
ん
に

「
芋
塚
」
と
親
し
ま
れ
て
お
り
、
安

定
し
た
場
所
を
得
て
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。 

 
 

 

（
調
査
日
２
０
２
３
年
３
月
29
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ89/幅75/奥行37 

台石 高さ10/幅83/奥行105 

旧所在地↑ 

新所在地↓ 



 

 

191 

 

【浜田市１５９】浜田市三隅町下小原 徳泉寺北 200ｍ なし 

所在地 浜田市三隅町下小原 徳泉寺北 200ｍ K304沿い 

北緯３４°４６′３６．９５″／東経１３２°００′５７．４９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１６０】浜田市三隅町芦谷下芦谷 旧里道沿い なし 

所在地 浜田市三隅町芦谷下芦谷 道路下 旧里道沿い 

北緯３４°４６′３２．５３″／東経１３２°００′２５．６３″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

徳
泉
寺
の
北
約
２
０
０
㍍
の
県
道

３
０
４
号
沿
い
に
立
つ
。 

 

碑
石
に
文
字
は
何
も
彫
ら
れ
て
い

な
い
。 

 

２
段
目
の
台
石
は
石
を
何
個
も
組

み
合
わ
せ
て
い
る
。
直
接
碑
石
を
支

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
碑
石

の
あ
る
斜
面
が
崩
れ
な
い
よ
う
に

し
て
あ
り
、
台
石
と
し
て
計
測
し

た
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
が
か
っ
た

灰
色
の
自
然
石
で
傷
み
は
な
く
、
苔

も
少
な
い
。 

  
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ109/幅47/奥行17 

台石 高さ22/幅93/奥行不明 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

現
在
あ
る
舗
装
さ
れ
た
道
路
か
ら

下
へ
約
10
㍍
斜
面
を
降
り
た
場
所

に
以
前
の
古
い
道
が
あ
り
、
そ
の
道

沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

道
と
の
境
に
約
60
㌢
の
高
さ
に
石

を
組
ん
で
擁
壁
を
造
り
、
そ
の
上
に

こ
の
碑
が
立
つ
。 

碑
石
に
は
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な

く
、
石
全
体
が
後
ろ
に
傾
い
て
い

る
。 

 

碑
石
は
も
ろ
そ
う
な
灰
色
の
自
然

石
で
、
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
が
白
っ

ぽ
い
苔
が
か
な
り
生
え
て
い
て
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
剥
離
も
あ
る
よ
う
だ
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
23
日
） 

碑石 高さ136/幅38/奥行22 
台石１段目 
 高さ18/幅70/奥行30 

台石２段目 
 高さ63/幅107/奥行40 



 

 

192 

 

【浜田市１６１】浜田市三隅町上小原柚ノ木 K304沿い なし 

所在地 浜田市三隅町上小原柚ノ木 K304沿い 

北緯３４°４６′１６．３１″／東経１３２°０１′０６．１３″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１６２】浜田市三隅町下小原 大下谷 なし 

所在地 浜田市三隅町下小原 大下谷 

北緯３４°４７′２７．１２″／東経１３１°５９′４３．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

県
道
３
０
４
号
沿
い
の
カ
ー
ブ
の

内
側
に
、
山
を
削
る
形
で
急
斜
面
に

立
っ
て
い
る
。
路
面
か
ら
は
約
２
㍍

の
高
さ
。
そ
の
た
め
２
段
目
の
台
石

は
高
さ
も
高
く
か
な
り
規
模
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
補
強
も
さ
れ
て
い
る
。 

 

碑
石
に
は
文
字
は
何
も
彫
っ
て
な

い
。 

石
質
は
硬
そ
う
な
茶
色
の
自
然
石

で
傷
み
は
な
い
が
、
白
っ
ぽ
い
苔
が

か
な
り
生
え
て
い
る
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

現
在
の
舗
装
道
路
か
ら
道
の
な
い

斜
面
を
少
し
上
が
っ
た
場
所
に
立

っ
て
い
る
。
今
は
だ
れ
も
通
ら
な
い

が
、
碑
の
前
と
後
ろ
は
平
ら
な
面
が

続
い
て
い
る
の
で
、
以
前
は
道
だ
っ

た
と
思
わ
れ
、
碑
が
立
っ
て
い
る
場

所
は
道
路
の
辻
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。 

 

台
石
は
な
く
、
碑
石
も
土
に
埋
ま
っ

て
い
て
、
し
か
も
前
に
少
し
傾
い
て

い
る
。 

 

碑
石
は
茶
色
が
か
っ
た
灰
色
の
自

然
石
で
、
傷
み
は
な
い
が
、
白
っ
ぽ

い
苔
が
か
な
り
生
え
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

碑石 高さ117/幅59/奥行40 
台石１段目（コンクリート） 
 高さ22/幅103/奥行87 

台石２段目 
 高さ61/幅160/奥行190 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ88/幅41/奥行27 



 

 

193 

 

【浜田市１６３】浜田市三隅町周布地 周布地集会所上 井戸正明之碑 

所在地 浜田市三隅町周布地 周布地集会所上 

北緯３４°４８′１３．４９″／東経１３２°０２′３１．５７″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１６４】浜田市三隅町井野大谷 神事場内 なし 

所在地 浜田市三隅町井野大谷 井野八幡宮下 神事場内 

北緯３４°４７′４３．７８″／東経１３２°０２′２８．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
前
面
］
井
戸
正
明
之
碑 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

県
道
３
０
３
号
の
東
側
に
周
布
地

集
会
所
が
あ
り
、
建
物
の
右
に
上
に

上
が
る
作
業
道
が
あ
る
。
碑
は
そ
の

作
業
道
沿
い
に
立
っ
て
い
る
。 

 

集
会
所
が
建
つ
前
か
ら
こ
こ
に
あ

っ
た
と
い
い
、
今
は
碑
石
の
下
が
埋

ま
っ
て
い
る
。
す
ぐ
隣
に
台
石
に
な

り
そ
う
な
石
が
あ
る
が
、
元
は
こ
の

上
に
乗
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
茶
色
っ
ぽ
い
灰

色
の
自
然
石
で
傷
み
は
な
く
、
多
少

白
っ
ぽ
い
苔
が
生
え
て
い
る
。 

   

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ137/幅76/奥行38 

台石 高さ87/幅116/奥行129 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

井
野
八
幡
宮
の
下
、
県
道
３
０
３
号

沿
い
に
あ
る
「
神
事
場
」
の
奥
に
立

つ
。
台
石
は
一
番
上
に
御
影
石
の
板

を
置
き
そ
の
下
に
２
、
３
段
石
を
組

ん
で
い
る
。
碑
石
は
斜
め
前
の
神
社

の
方
が
正
面
に
な
っ
て
い
る
。 

 

碑
石
、
台
石
と
も
に
文
字
が
何
も
彫

っ
て
な
い
。 

 

石
質
は
硬
そ
う
な
黒
っ
ぽ
い
自
然

石
で
艶
が
あ
る
。
傷
み
も
な
く
、
苔

も
生
え
て
な
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ83/幅58/奥行67 



 

 

194 

 

【浜田市１６５】浜田市三隅町久根郷 報恩寺 梵字１文字 

所在地 浜田市三隅町久根郷 報恩寺境内 

北緯３４°４７′０２．２６″／東経１３２°０１′５０．４０″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１６６】浜田市三隅町井野下大口 山道沿い なし 

所在地 浜田市三隅町井野下大口 山道沿い 

北緯３４°４６′３３．０６″／東経１３２°０２′００．３９″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
安
政
３
年
（
１
８
５
６
） 

【
建
立
者
】
當
村
中 

［
碑
石
］
梵
字
１
文
字
（
右
に
）
安
政

三
辰
年
（
左
に
）
二
月
大
安
日 

當

村
中 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

報
恩
寺
境
内
で
最
初
に
見
た
と
き

は
碑
石
が
草
で
覆
わ
れ
て
い
た
た

め
文
字
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
草
を

取
り
除
い
て
現
れ
た
大
き
な
梵
字

１
文
字
は
迫
力
が
あ
り
、
そ
の
下
の

蓮
の
花
の
レ
リ
ー
フ
も
か
な
り
大

き
な
も
の
。
台
石
は
な
い
が
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
碑
だ
。
浜
田
市
№
１
３
５

弥
栄
町
の
碑
と
並
ん
で
ユ
ニ
ー
ク

な
碑
の
一
つ
だ
。 

碑
石
は
茶
色
の
自
然
石
で
傷
み
は

な
く
、
白
い
苔
が
少
し
あ
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ112/幅91/奥行20 

台石 高さ50/幅170/奥行170 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

現
在
の
舗
装
道
路
沿
い
に
地
蔵
堂

が
あ
り
、
そ
の
横
の
山
道
を
少
し
上

が
っ
た
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
。
地

蔵
堂
が
隣
に
立
っ
て
い
た
が
、
下
に

降
ろ
さ
れ
た
と
い
う
。
残
っ
た
こ
の

碑
は
、
直
径
１
７
０
㌢
の
円
形
の
台

石
の
上
に
乗
っ
て
い
る
が
、
少
し
後

ろ
に
傾
い
て
い
る
。 

碑
石
に
は
文
字
が
全
く
彫
ら
れ
て

い
な
い
。 

 

石
質
は
茶
色
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
傷

み
も
な
く
、
苔
も
少
な
い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ129/幅98/奥行30 



 

 

195 

 

【浜田市１６７】浜田市三隅町上大口 泰雲院殿之墓 

所在地 浜田市三隅町上大口 道路辻 

北緯３４°４６′３１．１７″／東経１３２°０２′４１．０６″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１６８】浜田市三隅町井野上小原小山 なし 

所在地 浜田市三隅町井野上小原小山 道路沿い高手 

北緯３４°４５′４３．４４″／東経１３２°０２′３６．６８″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
明
治
36
年
（
１
９
０
３
） 

【
建
立
者
】
上
大
口
若
連
中 

［
碑
石
］
泰
雲
院
殿
之
墓
（
右
に
）
明

治
三
十
六
年
五
月
一
日
／
山
根
甚

太
郎
（
左
に
）
上
大
口
／
山
根
五
郎

／
若
連
中 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

上
大
口
に
現
在
人
は
住
ん
で
な
い

が
、
以
前
住
ん
で
い
て
懐
か
し
い
と

い
う
地
元
の
方
14
人
と
一
緒
に
下

大
口
か
ら
山
越
え
し
て
訪
ね
た
。
所

要
時
間
１
・
５
時
間
。
碑
の
場
所
は

上
大
口
の
外
れ
で
３
方
向
に
別
れ

る
道
の
辻
。
後
ろ
に
は
か
な
り
土
が

落
ち
て
き
て
い
た
も
の
の
、
碑
は
き

れ
い
な
状
態
で
残
っ
て
い
た
。 

碑
石
は
白
っ
ぽ
い
自
然
石
で
、
傷
み

も
な
く
苔
も
ほ
ぼ
生
え
て
お
ら
ず
、

新
し
い
碑
の
よ
う
に
見
え
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
11
月
28
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ96/幅42/奥行39 

台石 高さ23/幅66/奥行52 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

舗
装
さ
れ
た
道
路
の
脇
の
雑
木
林

の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。

道
路
か
ら
見
え
る
距
離
だ
が
、
以
前

は
こ
こ
に
道
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

碑
石
に
文
字
は
全
く
彫
ら
れ
て
い

な
い
。 

 

石
質
は
白
っ
ぽ
い
灰
色
の
自
然
石

で
、
傷
み
は
な
い
が
、
苔
が
か
な
り

生
え
て
い
る
。 

       

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
21
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ120/幅55/奥行32 

台石 高さ75/幅258/奥行不明 



 

 

196 

 

【浜田市１６９】浜田市三隅町黒沢的野 六地蔵堂 （梵）泰雲院殿之碑 

所在地 浜田市三隅町黒沢的野 六地蔵堂内 

北緯３４°４５′３３．８４″／東経１３２°０３′０６．６１″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１７０】浜田市三隅町黒沢長尾 なし 

所在地 浜田市三隅町黒沢長尾 道路沿い 

北緯３４°４４′３５．４５″／東経１３２°０１′１６．０４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
） 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］（
梵
）
泰
雲
院
殿
之
碑
（
右
に
）

享
保
十
八
年
五
月
廿
七
日
歿
（
左

に
）
昭
和
四
年
八
月
建
立 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

黒
沢
的
野
の
県
道
１
７
９
号
沿
い

に
六
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に

井
戸
公
碑
が
立
つ
。
地
蔵
は
左
に
３

体
、
右
に
３
体
と
な
る
。
こ
の
碑
の

前
に
だ
け
花
立
て
と
線
香
立
て
、
賽

銭
箱
（
？
）
が
あ
る
。
お
堂
の
中
は

最
近
の
建
物
か
と
思
う
ほ
ど
き
れ

い
だ
。 

碑
石
は
硬
そ
う
な
灰
色
の
自
然
石

で
傷
み
は
な
く
、
苔
も
生
え
て
な

い
。 

     

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ104/幅46/奥行17 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
そ
の
ほ
か
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

道
路
沿
い
の
約
２
㍍
上
の
斜
面
に

立
っ
て
い
る
。
こ
の
路
線
は
現
在
工

事
中
で
、
近
い
う
ち
に
通
り
や
す
く

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
未
舗

装
。
碑
は
登
り
に
向
か
っ
て
右
カ
ー

ブ
の
内
側
の
斜
面
の
高
い
場
所
に

あ
る
小
さ
な
地
蔵
堂
の
そ
の
上
に

あ
る
。 

碑
石
に
は
文
字
が
何
も
彫
ら
れ
て

い
な
い
。 

 

石
質
は
艶
の
あ
る
青
み
が
か
っ
た

灰
色
の
自
然
石
で
、
傷
み
は
全
く
な

い
。
苔
が
わ
ず
か
に
生
え
て
い
る
。 

  

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
23
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ91/幅62/奥行44 



 

 

197 

 

【浜田市１７１】浜田市三隅町黒沢下古和 出合橋近く なし 

所在地 浜田市三隅町黒沢下古和 出合橋近く 

北緯３４°４４′２９．７１″／東経１３１°５９′３２．３４″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１７１】浜田市三隅町黒沢下古和 出合橋近く なし 続き（解説版） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

県
道
が
48
号
と
１
７
９
号
に
分
か

れ
、
出
合
橋
の
東
か
ら
は
１
７
９
号

と
な
る
。
１
７
９
号
に
な
っ
て
す
ぐ

の
南
側
の
歩
道
の
外
、
水
路
の
向
こ

う
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
場
所
を

造
り
、
こ
の
碑
が
あ
る
。 

 

 

碑
石
に
は
文
字
が
何
も
彫
っ
て
な

い
の
で
情
報
が
な
い
が
、
歩
道
に
解

説
板
が
立
っ
て
い
る
（
下
欄
に
記

載
）。 

碑
石
は
目
の
粗
そ
う
な
茶
色
が
か

っ
た
自
然
石
で
傷
み
は
な
く
、
苔
も

ほ
と
ん
ど
生
え
て
な
い
。 

  
 

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ93/幅78/奥行25 
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【浜田市１７２】浜田市三隅町矢原 安楽寺参道法面 なし 

所在地 浜田市三隅町矢原 安楽寺参道法面 

北緯３４°４３′５４．５０″／東経１３１°５７′２９．７２″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【浜田市１７３】浜田市三隅町矢原 松永牧場裏 なし 

所在地 浜田市三隅町矢原 松永牧場裏 

北緯３４°４３′４１．２８″／東経１３１°５７′０４．０４″ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

安
楽
寺
の
山
門
に
入
る
手
前
の
道

路
の
東
側
斜
面
の
、
道
路
か
ら
約

１
・
５
㍍
の
高
さ
に
立
っ
て
い
る
。

少
し
離
れ
た
場
所
に
地
蔵
も
あ
っ

て
そ
の
間
が
平
ら
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
以
前
は
道
路
が
少
し
ず
れ
て

つ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

碑
石
に
は
何
も
文
字
は
彫
っ
て
な

い
。 

石
質
は
少
し
目
の
粗
そ
う
な
、
茶
色

が
か
っ
た
灰
色
の
自
然
石
で
、
傷
み

は
な
い
よ
う
だ
が
、
白
っ
ぽ
い
苔
が

生
え
て
い
る
。 

    

（
調
査
日
２
０
２
１
年
９
月
６
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ142/幅46/奥行45 

台石 高さ83/幅180/奥行不明 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

現
松
永
牧
場
の
北
側
に
、
以
前
常
福

寺
と
い
う
寺
院
が
あ
り
（
現
在
は
岡

見
に
移
転
）
そ
の
境
内
入
口
付
近
に

井
戸
公
碑
が
あ
る
と
い
う
古
写
真

が
あ
る
の
で
、
牧
場
の
許
可
を
い
た

だ
い
て
、
草
が
少
な
い
時
期
に
裏
山

に
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
下
は
国

土
地
理
院
の
地
図
だ
が
、
ま
だ
寺
の

マ
ー
ク
が
残
っ
て
い
る
。 

 

竹
林
の
中
を
探
し
て
歩
く
と
、
ち
ょ

う
ど
以
前
の
寺
の
入
口
に
あ
た
る

場
所
に
、
立
派
な
台
石
と
共
に
石
碑

が
残
っ
て
い
た
。 

 

碑
石
に
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
が
、
文

字
は
何
も
な
か
っ
た
。 

 

（
調
査
日
２
０
２
２
年
３
月
８
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ132/幅40/奥行24 

台石 高さ35/幅108/奥行100 



 

 

199 

 

【益田市０１】益田市金山町宇治 六地蔵近く なし 

所在地 益田市金山町宇治 六地蔵近く 

北緯３４°４４′１８．６７″／東経１３１°５４′３３．７９″ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【益田市０２】益田市木部町釜口 旧山陰道鎌手峠 なし 

所在地 益田市木部町釜口 旧山陰道鎌手峠 

北緯３４°４４′２２．８０″／東経１３１°５２′５６．３６″ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

竹
や
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
場
所
を

地
元
の
皆
さ
ん
が
か
な
り
広
い
範

囲
に
わ
た
っ
て
草
刈
り
し
て
く
だ

さ
り
、
鮮
や
か
に
姿
を
現
し
た
。 

「
昔
か
ら
『
芋
塚
さ
ん
』
と
親
し
ん

で
き
た
が
、
昭
和
58
年
の
水
害
で
倒

れ
て
し
ま
っ
た
。
碑
は
起
こ
し
た
も

の
の
、
そ
の
と
き
に
台
石
と
離
れ
た

の
か
も
」
と
地
元
の
方
の
話
。
か
な

り
大
き
な
碑
石
な
の
で
起
こ
す
の

も
大
変
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
し
、

今
回
の
草
刈
り
も
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

碑
石
は
目
の
粗
い
茶
色
っ
ぽ
い
自

然
石
。
白
っ
ぽ
い
苔
が
い
く
ら
か
生

え
て
い
る 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
９
月
17
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ115/幅77/奥行60 

【
建
立
年
】
不
明 

【
建
立
者
】
不
明 

［
碑
石
・
台
石
］
文
字
な
し 

［
調
査
の
経
過
］ 

 

地
元
の
方
の
紹
介
に
よ
る
。 

 

木
部
町
釜
口
に
旧
山
陰
道
の
鎌
手

峠
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
芋
塚
様
」
の

案
内
板
が
立
っ
て
い
る
。 

 

昔
の
人
が
こ
ち
ら
の
山
陰
道
を
歩

い
て
往
来
し
て
い
た
時
代
に
、
芋
塚

様
と
し
て
こ
の
碑
に
手
を
合
わ
せ

た
人
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

全
体
と
し
て
三
角
形
の
形
で
安
定

し
て
い
る
よ
う
だ
。
碑
石
に
は
文
字

は
全
く
彫
ら
れ
て
い
な
い
。 

石
質
は
目
が
粗
め
の
灰
色
の
自
然

石
。
傷
み
は
な
い
よ
う
だ
が
、
緑
色

の
苔
が
少
し
生
え
て
い
る
。 

 

 

（
調
査
日
２
０
２
０
年
４
月
15
日
） 

（単位：ｃｍ） 

碑石 高さ160/幅88/奥行55 

台石 高さ20/幅160/奥行77 


